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商標
 EPSON および EXCEED YOUR VISION はセイコーエプソン株式会社の登録商標です。

 Microsoft®、 Windows®、Windows Server®、Visual Basic®、Visual C++® および Visual C#® は米国     

Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。

 その他の製品名および会社名は、各社の商標または登録商標です。

著作権について
本製品には著作権を有するフォントデータが含まれています。フォントデータを使用して企業のロゴマークや商号を

商標登録することはできません。

本製品に起因する付属的損害について
万一、本製品（内蔵のソフトウェアなども含みます）によって所期の結果が得られなかったとしても、そのことから

生じた付属的な損害（本製品を使用するために要した諸費用、および本製品を使用することにより得られたであろう

利益の損失など）は、補償いたしかねます。

本製品の使用限定について
本製品を航空機・列車・船舶・自動車などの運行に直接関わる装置・防災防犯装置・各種安全装置など機能・精度な

どにおいて高い信頼性・安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステム全体の信頼性および安全

維持のためにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システム全体の安全設計にご配慮いただいた上で

ご使用いただくようお願いいたします。

本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、医療機器など、きわめて高い信頼性・安全性が必要とさ

れる用途への使用を意図しておりませんので、これらの用途には本製品の適合性をお客様において十分ご確認の上、

ご判断ください。

© Seiko Epson Corporation 2009-2016. All rights reserved.
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安全のために

記号の意味

本書では以下の記号が使われています。それぞれの記号の意味をよく理解してから製品を取り扱ってください。

設置上のご注意

警告
こ の表示を無視し て、 誤った取 り 扱いをする と、 人が死亡または重傷を負 う 可能性が想定される

内容を示し ています。

注意
こ の表示を無視し て、 誤った取 り 扱いをする と、 次のよ う な被害が想定される内容を示し ていま

す。

 人が傷害を負 う 可能性

 物的損害を起こす可能性

 データ などの情報損失を起こす可能性

ご使用上、 必ずお守 り いただ きたい こ と を記載し ています。 こ の表示を無視し て誤った取 り 扱い

をする と、 製品の故障や動作不良の原因になる可能性があ り ます。

補足説明や知っておいていただきたい こ と を記載し ています。

警告
本製品の通風孔をふさがないで く ださい。

通風孔をふさ ぐ と内部に熱が こ も り 、 火災になるおそれがあ り ます。 布など で覆っ た り 、 風通し

の悪い場所に設置し た り し ないで く だ さ い。 また、 マニュアルで指示された設置スペースを確保

し て く だ さ い。

注意
 不安定な場所 （ぐ ら ついた台の上や傾いた場所など） 、 他の機器の振動が伝わる場所に 

設置 ・ 保管し ないで く だ さ い。 

落ちた り 倒れた り し て、 けがをするおそれがあ り ます。

 水に濡れやすいなど湿気の多い場所に置かないで く だ さ い。 

感電 ・ 火災のおそれがあ り ます。

 本製品を持ち上げ る際は、 無理のない姿勢で作業し て く だ さ い。 

無理な姿勢で持ち上げ る と、 けがをするおそれがあ り ます。

 本製品を持ち上げ る際は、 マニュアルで指示された箇所に手を掛けて持ち上げて く だ さ い。 

他の部分を持って持ち上げ る と、 本製品が落下し た り 、 下ろす際に指を挟んだ り し て、 けがを

するおそれがあ り ます。
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電源に関するご注意

警告
 AC100V 以外の電源は使用し ないで く だ さ い。 

感電 ・ 火災のおそれがあ り ます。

 電源プ ラグは、 ホ コ リ などの異物が付着し た状態で使用し ないで く だ さ い。 

感電 ・ 火災のおそれがあ り ます。

 電源プ ラグは、 刃の根元まで確実に差し込んで使用し て く だ さ い。 

感電 ・ 火災のおそれがあ り ます。

 電源コー ド は付属の も のを使用し、 接地を確実に実施し て く だ さ い。 また、 電源コー ド を他の

機器に使用し ないで く だ さ い。 

感電 ・ 火災のおそれがあ り ます。

 破損し た電源コー ド を使用し ないで く だ さ い。 

感電 ・ 火災のおそれがあ り ます。 電源コー ド が破損し た と きは、 エプ ソ ンの修理窓口にご相談

く だ さ い。 また、 電源コ ー ド を破損させないために、 以下の点を守って く だ さ い。

 電源コー ド を加工し ない

 電源コー ド に重い も のを載せない

 無理に曲げた り 、 ねじ った り 、 引っ張った り し ない

 熱器具の近 く に配線し ない

 濡れた手で電源プ ラグを抜き差し し ないで く だ さ い。 

感電のおそれがあ り ます。

 電源コー ド のた こ足配線は し ないで く だ さ い。 

発熱し て火災になるおそれがあ り ます。

 電源コー ド を コ ネ ク ターや コ ンセン ト と接着剤など で固定し ないで く だ さ い。 

火災のおそれがあ り ます。

 電源プ ラグは定期的に コ ンセン ト から抜いて、 刃の根元、 および刃と刃の間を清掃し て く だ さ

い。 

電源プ ラグを長時間コ ンセン ト に差し たままに し てお く と、電源プ ラグの刃の根元にホ コ リ が

付着し、 シ ョ ー ト し て火災になるおそれがあ り ます。

 電源プ ラグを コ ンセン ト から抜 く 時は、 コー ド を引っ張ら ずに、 電源プ ラグを持って抜いて く

だ さ い。 

コー ド の損傷やプ ラグの変形によ る感電 ・ 火災のおそれがあ り ます。

注意
 電源は、 必ず電源コ ンセン ト から直接取って く だ さ い。

 本製品は必ず コ ンセン ト の近 く に設置し、異常が起きた と きはす ぐ に電源プ ラグを抜け る よ う

に し て く だ さ い。

 長時間ご使用にな ら ない と きは、 安全のため電源プ ラグを コ ンセン ト から抜いて く だ さ い。
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使用上のご注意

警告
 アルコール、 シ ンナーなど の揮発性物質のある場所や火気のある場所では使用し ないで く だ さ

い。 

感電 ・ 火災のおそれがあ り ます。

 煙が出る、 変なにおいや音がするなど異常状態のまま使用し ないで く だ さ い。 

感電 ・ 火災のおそれがあ り ます。 異常が発生し た と きは、 す ぐ に電源を切 り 、 電源プ ラグを コ

ンセン ト から抜いてから、 販売店またはエプ ソ ンの修理窓口にご相談 く だ さ い。

 異物や水などの液体が内部に入った と きは、 そのまま使用し ないで く だ さ い。 

感電・火災のおそれがあ り ます。す ぐ に電源を切 り 、電源プ ラグを コ ンセン ト から抜いてから、

販売店またはエプ ソ ンの修理窓口にご相談 く だ さ い。

 マニュアルで指示されている箇所以外の分解は行わないで く だ さ い。

 お客様によ る修理は、 危険ですから絶対に し ないで く だ さ い。

 可燃ガスおよ び爆発性ガス等が大気中に存在する おそれのあ る場所では使用 し ないで く だ さ

い。 また本製品の内部や周囲で可燃性ガスのスプ レーを使用し ないで く だ さ い。 

引火によ る火災のおそれがあ り ます。

 開口部から内部に、 金属類や燃えやすい物を差し込んだ り 、 落と し た り し ないで く だ さ い。 

感電 ・ 火災のおそれがあ り ます。

 液晶デ ィ スプ レ イ が破損し た と きは、 中の液晶に十分注意し て く だ さ い。 

万一以下の状態になった と きは、 応急処置を し て く だ さ い。

 皮膚に付着し た と きは、 付着物を拭き取 り 、 水で流し石けんでよ く 洗い流し て く だ さ い。

 目に入った と きは、 きれいな水で最低 15 分間洗い流し た後、 医師の診断を受けて く だ さ い。

 飲み込んだ と きは、 水で口の中を よ く 洗浄し、 大量の水を飲んで吐き出し た後、 医師に相談

し て く だ さ い。

注意
 本製品の上に乗った り 、 重い も のを置いた り し ないで く だ さ い。 

倒れた り 、 壊れた り し てけがをするおそれがあ り ます。

 各種ケーブルやオプ シ ョ ン を取 り 付け る際は、 取 り 付け る向きや手順を間違えないで く だ さ

い。 

火災やけがのおそれがあ り ます。 マニュアルの指示に従って、 正し く 取 り 付けて く だ さ い。

 本製品を移動する際は、 電源を切 り 、 電源プ ラグを コ ンセン ト から抜き、 すべての配線を外し

た こ と を確認し てから行って く だ さ い。 

コー ド が傷つ く など によ り 、 感電 ・ 火災のおそれがあ り ます。

 本製品を保管 ・ 輸送する と きは、 傾けた り 、 立てた り 、 逆さ まに し ないで く だ さ い。 

イ ン ク が漏れるおそれがあ り ます。

 本製品内蔵の電池の交換は、 販売店またはエプ ソ ンの修理窓口にご依頼 く だ さ い。 

間違った タ イ プの電池と交換する と、 爆発するおそれがあ り ます。

 オー ト カ ッ ターの固定刃に直接指で触れないで く だ さ い。 

けがのおそれがあ り ます。

 イ ン ク が皮膚に付いて し ま った り 、目や口に入って し ま っ た り し た と きは以下の処置を し て く

だ さ い。

 皮膚に付着し た と きは、 す ぐ に水や石けんで洗い流し て く だ さ い。

 目に入った と きはす ぐ に水で洗い流し て く だ さ い。 そのまま放置する と目の充血や軽い炎症

をお こすおそれがあ り ます。 異常がある場合は、 速やかに医師にご相談 く だ さ い。

 口に入った と きは、 す ぐ に吐き出し、 速やかに医師に相談し て く だ さ い。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジを分解し ないで く だ さ い。 

分解する と イ ン ク が目に入った り 皮膚に付着し た り するおそれがあ り ます。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジは強 く 振ら ないで く だ さ い。 

強 く 振った り 振 り 回し た り する と、 カー ト リ ッ ジから イ ン ク が漏れるおそれがあ り ます。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジは、 子ど も の手の届かない場所に保管し て く だ さ い。

 印刷用紙の端を手で こすら ないで く だ さ い。 

用紙の側面は薄 く 鋭利なため、 けがをするおそれがあ り ます。
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本書について

本書の目的

本書は、システムの開発、設計、設置、またはプリンターアプリケーションの開発、設計に必要なすべての情報を開

発技術者に提供することを、その目的としています。

本書の構成

本書は次のように構成されています。

第 1 章  概要と基本操作

第 2 章  セ ッ ト ア ッ プ

第 3 章  OS のプ レ イ ンス ト ール情報

第 4 章  ユーテ ィ リ テ ィ ー

第 5 章  プ リ ン ター ド ラ イ バーの設定

第 6 章  アプ リ ケーシ ョ ン開発情報

第 7 章  メ ンテナンス

付録  ト ラ ブル と対処法

 製品仕様

 消耗品
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第 1 章 　 概要と基本操作

1

概要と基本操作

特長

本製品は、Windows ベースの制御機能とタッチパネル付き LCD を搭載した、3 色カラーインクジェットラベル発

券機です。

耐環境性能
 空調設備が完備していない場所でも設置・使用ができる温度保証 (0 ～ 40 ℃ )

 土埃・水滴の付いた手でもタッチパネル操作ができる防滴性 (IPX2 相当 )

 顔料インクによる、対光性、耐水性に優れたカラーラベル作成

 印刷していないときにプリンターの電源を切り待機電力を軽減 

( お客様が開発されたアプリケーションからも制御できます。)

高生産性
 最高 92 mm/s の高速印刷（印刷幅 56 mm、360 dpi×180 dpi 利用時）

 用紙交換頻度を低減する大容量ファンフォールド紙対応

 プリンター前面部の操作だけでロール紙交換、インクカートリッジ交換が可能

 ロール紙を投げ込むだけで簡単に紙セットが可能

 自動ノズルチェックシステムを搭載し、ドット抜け印刷の発生しにくい高信頼性システム

 再印刷機能により、紙なしや紙ジャムエラーの解消後に、印刷できなかったページから印刷可能

 オートカッターにより、ラベルを 1 枚ずつカット可能

使い勝手
 画面の角度や輝度を調整可能

 業界最小クラスの省スペース性（300 mm(W) x 312 mm(D) x 345 mm(H)） 

（※ 突起部を除く、 リアカバーを含む）

 排紙トレイに印刷物を複数枚保持できます。ロール紙の場合、複数枚保持できません。
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ソフ ト ウェア開発
 Windows POS Ready 2009 を採用し、250GB の HDD を搭載しています。

 プリンタードライバーを搭載。市販のラベルアプリケーションからも印刷可能。

 プリンタードライバーには、バーコード、2 次元シンボル生成機能を搭載しています。

 Microsoft®  .NET 環境から印刷できます。 

（Microsoft .NET は、お客様、情報、システムおよびデバイスを繋ぐソフトウェアです。）

 アプリケーションから本製品を制御するために、プリンターと LCD 輝度設定などの API を用意しています。また、

プリンターの状態を取得・通知する機能があります。

 再印刷機能があります。エラー復帰後に再度印刷するシーケンスが不要です。

 EpsonNet SDK を使った専用サンプルプログラム、開発言語は以下のとおりです。

 Microsoft Visual Basic .NET

 Microsoft Visual C#

 Microsoft Visual C++

 Microsoft Visual Basic 6.0

印刷
 高速印刷

 92 mm/s ( 印刷幅 56 mm、 360 dpi×180 dpi、 双方向印刷 )

 47 mm/s ( 印刷幅 56 mm、 360 dpi×360 dpi、 双方向印刷 )

 カラー印刷

 CMY 3 色イ ン ク カ ラー印刷

 解像度 ： 普通紙 360 dpi×180 dpi、 360 dpi×360 dpi 

： その他 360 dpi×360 dpi、 720 dpi×360 dpi 

(dpi ： 25.4 mm あた り の ド ッ ト 数 (dots per inch))

 各 ド ッ ト 4 階調表現

 多種多様な用紙

 ロ ール紙、 フ ァ ン フ ォール ド 紙

 レ シー ト 、 ブラ ッ ク マーク レ シー ト 、 全面ラベル、 ダ イ カ ッ ト ラベル、 

ブ ラ ッ ク マーク ダ イ カ ッ ト ラベル （ラベルギャ ッ プ、 ブ ラ ッ ク マーク位置検出に対応）

 普通紙、 普通紙ラベル、 フ ァ イ ン紙、 フ ァ イ ン紙ラベル、 PET フ ィ ルム、 合成紙ラベル

 リ ス ト バン ド  ( オプシ ョ ンの リ ス ト バン ド 専用ア タ ッ チ メ ン ト が必要です。 )

 ダイカットラベルの台紙などの印字領域外に、インクが付着しにくいシステム

 ドット抜けによる誤読、誤色の印刷物が発生しにくいシステム

印刷速度は、 解像度、 印刷幅によ って変わ り ます。
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第 1 章 　 概要と基本操作

1

アクセサ リ

同梱品
 本製品 (TM-C3400-LT)

 ラベルロール紙 ( 初期動作確認用 )

 インクカートリッジ ( 型番：SJIC15P)

 排紙トレイ

 紙送りガイド（ファンフォールド紙用：ファンフォールド紙カバー裏に取り付け）

 電源コード

 リカバリーディスク

 開梱と設置作業を行われる方へ ( インストラクションシート )

 ユーザーズマニュアル ( 本体用 )

 保証書

オプシ ョ ン
 リストバンド専用アタッチメント (OT-WA34) 

リストバンド (WB-S1/WB-M1/WB-L1) 使用時に使用します。
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機能

本製品には、以下の機能があります。

カテゴ リ ー 機能
方法

推奨

制御部 電源を入れる 電源ボ タ ン を押す。

電源を切る 電源ボ タ ン を押す。

Windows をシ ャ ッ ト ダ ウ ンする。

パス ワー ド 設定 BIOS で設定する。

Windows で設定する。

輝度変更 ○ 専用ユーテ ィ リ テ ィ ーで設定。

お客様のアプ リ ケーシ ョ ンに組み込み可能。 

( 専用 API を用意 )

タ ッ チパネルのキャ リ ブ レーシ ョ ン 専用ユーテ ィ リ テ ィ ーで操作。

タ ッ チパネルタ ッ チ時のブザー音 専用ユーテ ィ リ テ ィ ーで設定。

ス ピーカー音量調整 Windows で設定。

ブー ト ド ラ イ ブ切 り 替え BIOS で DVD ド ラ イ ブなど に切 り 替え。

プ リ ン ター 電源入 / 切 ○ 電源ボ タ ン を押す。

○ 専用ユーテ ィ リ テ ィ ーで操作。

お客様のアプ リ ケーシ ョ ンに組み込み可能。 

( 専用 API を用意 )

印刷アプ リ ケーシ ョ ン 市販のラベル印刷アプ リ ケーシ ョ ン使用可能。

お客様が開発されたラベル印刷アプ リ ケーシ ョ ン使用

可能。

印刷制御 ○ プ リ ン ター ド ラ イ バーで設定。

お客様のアプ リ ケーシ ョ ンに組み込み可能。 

( 専用 API を用意 )

バーコー ド 、 2 次元シ ンボル印刷 ○ プ リ ン ター ド ラ イ バーで設定。

画像フ ァ イルをアプ リ ケーシ ョ ンから印刷。
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第 1 章 　 概要と基本操作

1

* プリンターと、プリンタードライバーへの設定が必要です。

プ リ ン ター プ リ ン ター状態表示
○

専用ユーテ ィ リ テ ィ ーで表示。 

( 機器の状態変化時に起動 )

EPSON プ リ ン タ ウ ィ ン ド ウ !3 で印刷時に表

示。 ( プ リ ン ター ド ラ イ バーの機能 )

致命的なエラーの通知設定画面で表示。 

( エラー時に EPSON プ リ ン タ ウ ィ ン ド ウ !3 を

使用し ていない場合に表示 ) 

( プ リ ン ター ド ラ イ バーの機能 )

用紙切 り 替え * 

( ロ ール紙⇔フ ァ ン フ ォール ド 紙 )

○ 専用ユーテ ィ リ テ ィ ーで操作。

お客様のアプ リ ケーシ ョ ンに組み込み可能。 

( 専用 API を用意 )

オー ト カ ッ ト ○ プ リ ン ター ド ラ イ バーで設定。

カ ッ ト ボ タ ン を押す。

お客様のアプ リ ケーシ ョ ンに組み込み可能。 

( 専用 API を用意 )

用紙の紙送 り ○ プ リ ン ター ド ラ イ バーで設定。

FEED ボ タ ン を押す。

お客様のアプ リ ケーシ ョ ンに組み込み可能。 

( 専用 API を用意 )

印刷動作モー ド の設定 プ リ ン ター ド ラ イ バーで設定。

エラー後の再印刷 プ リ ン ター ド ラ イ バーで設定。

ヘッ ド ク リ ーニング
○

プ リ ン ター ド ラ イ バーの印刷動作モー ド で事

前に設定。

プ リ ン ター ド ラ イ バーで操作。

用紙位置検出 ○ プ リ ン ター ド ラ イ バーで設定。

お客様のアプ リ ケーシ ョ ンに組み込み可能。 

( 専用 API を用意 )

その他のプ リ ン ターの設定 プ リ ン ター ド ラ イ バーで設定。

カテゴ リ ー 機能
方法

推奨
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印刷動作モード

本製品は自動ノズルチェックシステムでドット抜けを定期的に監視し、ドット抜けが発生するとオートヘッドクリー

ニングを行います。６つのモードがありますので、必要とされる印刷品質と動作の中から選択してください。

これはプリンタードライバーの [ プリンタユーティリティ ] - [ 印刷動作モードの設定 ] で設定します。

きわめて高い信頼性、安全性が要求される場合、プリンタードライバーの設定と併用して、アプリケーションからも

ドット抜けを検出してください。詳細は 124 ページ「きわめて高い信頼性、安全性が要求される場合」を参照して

ください。プリンターの印刷動作モードは、セルフテストで確認できます。詳細は 149 ページ「セルフテスト」を

参照してください。

 高信頼性モード（無効（Void）画像印刷） 

各ページ印刷終了後にドット抜けチェックを行い、直前のページにドット抜けがないことを確認します。ドット

抜けが検出された場合には、直前のページ下部に無効（Void）印刷を行います。またオートヘッドクリーニング

をしてドット抜け解消後に、該当のページから再印刷を実施します。 

無効印刷の初期値は黒ベタ印刷ですが、別の画像ファイルを登録することもできます。無効印刷された印刷物は

ドット抜けが発生しているので、破棄などしてください。 

 高信頼性モード（再印刷実行選択） 

各ページ印刷終了後にドット抜けチェックを行い、直前のページにドット抜けがないことを確認します。 

ドット抜けが検出された場合、以下のEPSONプリンタウィンドウ!3が表示され、次の動作をお客様が選択します。 

選択できる動作は、[ 印刷再開 ]( 次のデータを印刷 ) と [ 再印刷 ]( オートヘッドクリーニングしてドット抜け解

消後に再印刷 ) です。

 エコノミーモード（無効 (Void) 画像印刷） 

定期的に行うクリーニングを廃止し、各ページ印刷終了後にドット抜けチェックを行います。 

隣接２ドット以上の抜けが検出された場合、直前のページ下部に無効（Void）印刷を行います。また、オートヘッ

ドクリーニングをしてドット抜け解消後に、該当のページから再印刷を実施します。 

デフォルトの無効印刷は黒ベタ印刷ですが、別の画像ファイルを登録することもできます。 

 エコノミーモード（再印刷実行選択） 

定期的に行うクリーニングを廃止し、各ページ印刷終了後にドット抜けチェックを行います。 

隣接２ドット以上の抜けが検出された場合、EPSON プリンタウィンドウ !3 が表示され、次の動作をお客様が選

択します。 選択できる動作は、［印刷再開］（次のデータを印刷）と［再印刷］（オートヘッドクリーニングしてドッ 

ト抜け解消後に再印刷）です。 

なお、この印刷動作モードを選択する場合、[ ドライバユーティリティ] タブの [ ドライバの動作設定 ] - [EPSON  

プリンタウィンドウ !3 を使用する ] をチェックする必要があります。 

 誤読なしモード 

各ページ印刷終了後のドット抜けチェックは行いませんが、プリンター休止時にドット抜けチェックを行います。 

 誤色なしモード 

各ページ印刷終了後のドット抜けチェックは行いませんが、プリンター休止時にドット抜けチェックを行います。

上下に隣接した 2 ドット抜け、または全ノズルのうち 3 ドット抜けがない状態にして、ドット抜けによる誤色を

防止します。つまり、隣接しない 2 ドットまでのドット抜けは、ヘッドクリーニングを行いません。

高信頼性モー ド またはエ コ ノ ミ ーモー ド は、各ページ印刷終了後に ド ッ ト 抜けチェ ッ クするため、

印刷完了に時間がかか り ます。
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1
復帰不可能なドット抜けが発生した場合、モードごとにプリンターの動作が異なります。以下のとおりです。

*：ドット抜け許容印刷モードについての詳細は 16 ページ「復帰不可能なドット抜けが発生した場合」を参照して

ください。

 本機能は、 100％ ド ッ ト 抜け防止を保証する も のではあ り ません。

 ノ ズル詰ま り 検出に微量の イ ン ク を使います。

 ノ ズル詰ま り 検知後にオー ト ヘッ ド ク リ ーニングが実行されます。 ク リ ーニング実行時には、

イ ン ク が消費されます。

 ノ ズル詰ま り 検出は無効にでき ません。

 [高信頼性モー ド (再印刷実行選択)]または[エ コ ノ ミ ーモー ド （再印刷実行選択）] を選択する場

合、 [ ド ラ イ バユーテ ィ リ テ ィ ] タ ブの [ ド ラ イバの動作設定 ] - [EPSON プ リ ン タ ウ ィ ン ド ウ  

!3 を使用する ] のチェ ッ ク を外さ ないで く だ さ い。

プ リ ンター状態表示 メ ンテナンスエラー フ ェータルエラー

印刷動作モード

 高信頼性モード

 エコ ノ ミ ーモード

 誤読なし モード

誤色なし モード

 高信頼性モード

 エコ ノ ミ ーモード

 誤読なし モード

ド ッ ト 抜け数 2 ド ッ ト 以上
 隣接 2 ド ッ ト

 3 ド ッ ト 以上
1 ド ッ ト

プ リ ンター使用の可否 ×( 修理が必要 )
○

( ド ッ ト 抜け許容印刷モー ド *)
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復帰不可能な ド ッ ト抜けが発生した場合

プリンタードライバーの印刷動作モードの設定が、高信頼性モード / エコノミーモード / 誤読なしモードで、復帰不

可能なドット抜けを１ドット検出した場合、プリンターはフェータルエラーの状態になります。プリンターの電源を

切 / 入し、ドット抜け許容印刷モードに変更すると、印刷を継続できます。

ドット抜け許容印刷モードは、各ページの印刷終了後にドット抜けチェックをするため、印刷完了に時間がかかりま

す。ドット抜けが解消されない限り、以下の EPSON プリンタウインドウ !3 が印刷のたびに表示されます。

 ド ッ ト 抜け許容印刷モー ド 時の EPSON プ リ ン タ ウ イ ン ド ウ !3 の表示は、[ ド ラ イ バユーテ ィ リ

テ ィ] タ ブの [ ド ラ イ バの動作設定 ] - [EPSON プ リ ン タ ウ ィ ン ド ウ !3 を使用する ] のチェ ッ ク  

が外れていた場合で も表示されます。

 ド ッ ト 抜け許容印刷モー ド で復帰不可能な ド ッ ト 抜けを 2 ド ッ ト 以上検出し た場合、 メ ンテナ

ンスエラーにな り 、 プ リ ン ターの修理が必要です。

ド ッ ト 抜け許容印刷モード で起動

フ ェータルエラー発生 (50 ページ )

ド ッ ト 抜けチェ ッ クで復帰不可能な 1 ド ッ ト 抜けを検出

オペレーターがプ リ ンターの電源を切 / 入する (21 ページ )
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1

各部の名称と働き

ここでは、本製品の各部名称と機能について説明します。

本体前面

1 タッチパネル

メ ニューや メ ッ セージが表示されます。画面を タ ッ チ し て

本製品を操作でき ます。

2 スピーカー

設定によ って、タ ッ チパネルのボ タ ン操作時やエラー発生

時、 印刷終了時に音が鳴 り ます。

3 カットボタン

押す と、 用紙がカ ッ ト されます。

4 紙送りボタン

押す と、 用紙が送 り 出されます。

5 リリースレバー

引 く と、 ロ ール紙カバーが開き ます。

6 インクカートリッジカバー

イ ン ク カー ト リ ッ ジの取 り 付け / 交換時に開けます。

7 ロール紙カバー

用紙のセ ッ ト / 交換時に開けます。

8 電源ランプ

本製品の電源が入っている と きは緑色に点灯し ます。 

本製品の電源が切れている と きは消灯し ます。

9 USB コネクター（2 個）

USB メ モ リ ー、 キーボー ド 、 マ ウ スを接続し ます。

10 USB カバー

USB コ ネ ク ターを使用し ない と き取 り 付けます。

11 電源ボタン

本製品の電源を入れた り 、 切った り し ます。

1

3
2
4

5 6

7

9

11

8
10
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本体背面

1 背面カバー

各コ ネ ク ターに接続する と き に取 り 外し ます。

2 ファンフォールド紙カバー

フ ァ ン フ ォール ド 紙を挿入する と き に開けます。

3 紙送りガイド

フ ァ ン フ ォール ド 紙を使用する と き に取 り 付けます。

4 コネクター部

各ケーブルを接続し ます。 詳細は、 19 ページ 「< 背面コ ネ ク ター部 >」 を参照し て く だ さ い。

5 電源コードフック

電源コー ド が他のケーブル と重なるのを防ぎます。 必ず本フ ッ ク に電源コー ド を通し て く だ さ い。

6 ケーブルホルダー

ケーブル同士が重なるのを防ぎます。 LAN ケーブル、 USB ケーブル、 オーデ ィ オケーブルを接続する と きは、 必

ず本ホルダーにケーブルを通し て く だ さ い。

2

1

4

3

6
5
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1
本製品に最初から接続されている、 右側の USB コ ネ ク ター （3 個） のケーブルは、 絶対に引き抜

かないで く だ さ い。

1 電源コネクター

電源コー ド を接続し ます。

2 LAN コネクター

有線 LAN でネ ッ ト ワーク接続する と き に LAN ケーブルを接続し ます。

3 スピーカー出力コネクター

ス ピーカーを接続し ます。

4 USB コネクター（3 個）

バーコー ド リ ーダーなど を接続し ます。

本体背面の コ ネ ク ターに接続する には、背面カバーを取 り 外す必要があ り ます。取 り 外し方法は、

31 ページ 「ケーブルの接続」 を参照し て く だ さ い。

< 背面コネクター部 >

1

2 3

※ ご使用いただけませ

4

※ 絶対に引き抜かないでくださ
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基本操作

ここでは、オペレーターの方がお使いになる本製品の基本的な操作方法と、本製品の大まかな動作について説明しま

す。

電源入 / 切

電源を入れる
電源を入れる操作をすると、電源ランプが点灯し、Windows が起動して画面が表示され、本製品の電源が入ります。

❏ 電源ボタンを押します。

電源を切る
電源を切る操作をすると、プリンターの電源オフシーケンスを実行し、Windows をシャットダウンし、本製品の電

源が切れます。

❏ 電源ボタンを押します。

❏ Windows をシャットダウンします。

 誤操作防止のため、 電源ボ タ ンでは電源が切れないよ う に設定でき ます。 

[ ス ター ト ]-[ コ ン ト ロ ールパネル ]-[ 電源オプシ ョ ン ]-[ 詳細設定 ] の [ 電源ボ タ ン ] で設定

でき ます。

 商用電源の分電盤で電源を切ら ないで く だ さ い。 プ リ ン ターの電源を切る シーケンスが実行さ

れない と、 イ ン ク詰ま り など を起こすこ と があ り ます。

 停電など で電源が遮断された場合は、電源の復旧後に、本製品の電源の入 / 切を し て く だ さ い。



21

第 1 章 　 概要と基本操作

1

プリンター電源の入/切

本製品のプリンターだけの電源を制御することができます。本製品の稼働中に印刷時だけプリンターの電源を入 / 切

することで、待機電力を抑えることができます。

プリンターの電源状態は、「プリンター電源 オン／オフ」ユーティリティーで確認できます。

プリンター電源を入れる
プリンター電源を入れると、ファンが数秒動作して、印刷可能な状態になります。

❏ 電源ボタンを押すと、本体と一緒にプリンターも電源が入ります。( 初期設定 )

❏ Windows が起動している場合、「プリンター電源 オン／オフ」ユーティリティーでプリンターの電源を入れます。 

デスクトップの TMC34LT_POWER をダブルクリックします。

[ オン ] ボタンを押します。プリンターの電源が入ると、[ プリンターの電源状態 ] が緑になります。

プリンター電源を切る
プリンター電源を切ると、プリンターの電源オフシーケンスが実行され、ファンが数秒動作して、プリンターだけの

電源が切れます。

❏「プリンター電源 オン／オフ」ユーティリティーの [ オフ ] ボタンを押します。 

[ プリンターの電源状態 ] がグレーになります。

 お客様のアプ リ ケーシ ョ ンから プ リ ン ターの電源を入 / 切でき る よ う に、 API を用意し ていま

す。 (118 ページ 「TM-C3400-LT ラ イ ブ ラ リ ー リ フ ァ レ ンス」 参照 )

 プ リ ン ター部だけの電源状態を示すラ ン プはあ り ません。
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タッチパネルの操作

角度の調整
操作しやすいように調整できます。

輝度の調整
タッチパネルの輝度は、「TM-C3400LT ユーティリティー」で調整します。

1 デスクトップの TM-C3400LT_UTIL をダブルクリックします。

2 輝度を調整します。

 タ ッ チパネルの上に絶対に重い も のを置かないで く だ さ い。 タ ッ チパネルにはガラスが使用さ

れているため、 破損するおそれがあ り ます。

 タ ッ チパネルを強 く 押し た り 、 こすった り し ないで く だ さ い。 また、 先の と がっ た物で押し た

り し ないで く だ さ い。

 下記タ ッ チパネル保護シー ト のご使用をお勧め し ます。

 サン ワサプ ラ イ LCD-121

 エ レ コ ム EF-FL121

詳細は、 48 ページ 「「TM-C3400LT ユーテ ィ リ テ ィ ー」」 を参照し て く だ さ い。
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1

ビープ音の調整
ビープ音は、タッチパネルのユーティリティーで調整します。

1 [スタート]-[すべてのプログラム]-[eGalax Touch]-[Configure Utility]を選択します。

2 [ 設定 ] タブの [ ビープ ] でビープ音を調整します。

詳細は、 54 ページ 「タ ッ チパネルのユーテ ィ リ テ ィ ー」 を参照し て く だ さ い。
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プリ ンター状態表示

「プリンター状態表示」ユーティリティーでは、プリンターの状態を監視し、エラーや警告する状況が発生すると、

画面に表示します。確認後、[ 閉じる ] ボタンを押すと画面が終了します。

プリンターが正常な状態の場合、「機器の状態」ウィンドウは非表示状態になっています。

インク残量の確認

インク残量は、「プリンター状態表示」ユーティリティーで確認できます。

インクの残量が少なくなり、インクカートリッジの交換時期が近づくと、画面にメッセージが表示されます。新しい

カートリッジを準備してください。

インクカートリッジの交換時期になると、画面にメッセージが表示され、印刷は停止します。新しいカートリッジが

セットされるまで印刷できません。

デス ク ト ッ プの 「TM-C3400LT ユーテ ィ リ テ ィ ー」 (48 ページ ) から で も 「プ リ ン ター状態表示」

ユーテ ィ リ テ ィ ーを表示でき ます。

 同梱の イ ン ク カー ト リ ッ ジは初期充てん用です。 初めて イ ン ク カー ト リ ッ ジ を取 り 付けた と き

（セ ッ ト ア ッ プ時） は、 充てんに よ り イ ン ク が消費されますので、 交換時期が通常よ り 早 く な

り ます。

 イ ン ク の消費量は、 本製品の使用環境および使用状況によ り 異な り ます。

 プ リ ン ト ヘッ ド の品質を維持するため、 カー ト リ ッ ジ内の イ ン ク が完全にな く なる前に イ ン ク

カー ト リ ッ ジの交換時期と な り ます。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジは 3 色の イ ン ク で構成されています。特定の色を指定し て印刷を行っ た場

合で も、 印刷動作、 およびプ リ ン ト ヘッ ド を良好な状態に保つための動作で 3 色すべての イ ン

ク を使用し ます。 1 色で も イ ン ク残量値が限界に達する と、 本製品は印字を停止し ます。
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1

インクカー ト リ ッジの交換手順

40 ページ「インクカートリッジの取り付け」を参照してください。同様の手順で交換できます。使用済みのインク

カートリッジは、手前に引き抜いて取り外してください。

インクカートリッジの型番は、196 ページ「インクカートリッジ」を参照してください。

用紙の交換

ここでは、用紙を使い終わって、今までと同じ用紙に交換する方法を説明します。

ロール紙

1 リリースレバーを手前に引いてロール紙カバーを開け、ロール芯を取り除きます。

2 ロール紙を奥まで挿入し、排紙ガイドに合わせながら、ロール紙カバーを閉めます。

自動的にロール紙が送られます。

以上で用紙の交換は終わりです。

用紙の交換の詳細は、 125 ページ 「用紙の交換」 を参照し て く だ さ い。

排紙ガイド
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フ ァンフ ォ ールド紙

1 ロール紙カバーとファンフォールド紙カバーを開けて、紙を取り除きます。

2 ロール紙カバーを閉めます。

3 印刷面を上にして、引き込まれるまで（約 10 cm）用紙を挿入します。

自動的に用紙が送られます。
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1

4 本製品背面から 4 cm 以上離して、用紙をまっすぐに置きます。

5 ファンフォールド紙カバーを閉めます。

以上で用紙の交換は終わりです。
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印刷物の排出経路

印刷時は、下図のように排紙ガイドに沿ってまっすぐに紙を排出させてください。 

障害物などにより、紙がまっすぐに排出されていない場合、印刷が乱れる可能性があります。

プリンターのボタン

紙送りボタン

❏ プリンターの用紙位置検出設定が「位置検出なし」の場合、連続して用紙を送ります。

 ボタンを 1 度押すと、用紙が約 15 mm 送られます。

 ボタンを押し続けると、ボタンを離すまで用紙が送られます。( 最大約 6 秒 )

❏ プリンターの用紙位置検出設定が「ブラックマーク検出 / ラベル間ギャップ検出」の場合、用紙の頭出し動作を行

います。

カ ッ ト ボタン

❏ プリンターの用紙位置検出設定が「位置検出なし」の場合、次ページ先頭のオートカット位置まで用紙を送って

カットします。

❏ プリンターの用紙位置検出設定が「ブラックマーク検出 / ラベル間ギャップ検出」の場合、ブラックマーク、また

はラベル間ギャップのオートカット位置まで用紙を送ってカットします。

プ リ ン ターの用紙位置検出設定は、 プ リ ン ター ド ラ イ バーで設定し ます。 詳細は 98 ページ 「用

紙位置検出」 を参照し て く だ さ い。
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2

セッ ト アップ

セッ トアップの流れ

本章は、本製品および周辺機器のセットアップの流れに沿って、次のような構成となっています。

３ ．用紙のセッ ト  (35 ページ )

6．排紙 ト レ イの取り付け / 調整 (42 ページ )

４ ．初期設定 (39 ページ )

５ ．インク カー ト リ ッジの取り付け (40 ページ )

２ ．ケーブルの接続 (31 ページ )

１ ．プ リ ンターの設置 (30 ページ )
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プリンターの設置

設置に適した場所に作業しやすいように十分なスペースを確保して設置してください。 

壁際に設置する場合は、本体背面および左右の壁から約 10 cm 以上離してください。

設置

 ロール紙カバー、インクカートリッジカバー、ファンフォールド紙カバーを開けるのに十分なスペースを確保し

てください。

 操作時に強い衝撃をプリンターに与えないでください。印字不良を起こす可能性があります。

 プリンター底面に、コードや異物などを挟みこまないように注意してください。

警告
プ リ ン ターの通風孔はふさ がないで く だ さ い。 

通風孔をふさ ぐ と内部に熱が こ も り 、 火災になるおそれがあ り ます。

注意
 プ リ ン ターは、 振動のない安定し た平面に水平に設置し て く だ さ い。 

水平でない場所に設置する と、 ロ ール紙カバーの動作が正常に行われず、 指を挟むおそれがあ

り ます。

 ロ ール紙カバーを開けた状態でプ リ ン ターを傾けないで く だ さ い。 

突然ロ ール紙カバーが閉ま り 、 指を挟んだ り するおそれがあ り ます。

本製品を持ち上げ る際は、 必ず下図で示す部分を持って く だ さ い。

通風孔
※左右と背面にあります。
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2

ケーブルの接続

本製品背面のコネクターにケーブルを接続するには、背面カバーを取り外す必要があります。背面カバーは、ファン

フォールド紙カバーを開け（下図①）、ネジを緩める（下図②）と、取り外せます。（下図③）ケーブルを接続した

ら、必ず背面カバーを元通りに取り付けてください。

 本製品に最初から接続されている USB コ ネ ク ター（3 個）のケーブルは、絶対に引き抜かないで

く だ さ い。

 USB コ ネ ク ターに外部機器を接続する と きは、必ずケーブルを溝に通し （下図①）、 ケーブルホ

ルダーに掛け （下図②） 、 背面カバーの下から引き出し （下図③） た後に、 背面カバーを取 り

付けて く だ さ い。 

ケーブルホルダーは、 ケーブル同士が重なるのを防ぎます。 電源コー ド や他のケーブルが重な

る と、 背面カバーを取 り 付け る こ と ができ ません。

ケーブルホルダー

溝



32

LAN ケーブルの接続

本製品をネットワークに接続して使用する場合は、LAN ケーブルを接続します。

本製品を単体で使用する場合は、LAN ケーブルの接続は不要です。

LAN ケーブルは、 必ず溝に通し （下図①）、 ケーブルホルダーに掛け （下図②）、 背面カバーの下

から引き出し （下図③） た後に、 背面カバーを取 り 付けて く だ さ い。

ケーブルホルダーは、 ケーブル同士が重なるのを防ぎます。 電源コー ド や他のケーブルが重なる

と、 背面カバーを取 り 付け る こ と ができ ません。

ケーブルホルダー

溝
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2

電源コー ドの接続

以下の手順で、本製品を電源と接続します。

1 電源コードを本製品背面の電源コネクターに接続します。

警告
 電源コー ド は本製品に付属の も のを使用し、 必ず接地し て使用し て く だ さ い。

 AC100V の電源以外は使用し ないで く だ さ い。

電源コー ド は、 必ず溝に通し （下図①）、 フ ッ ク に掛け （下図②）、 背面カバーの下から引き出し

（下図③） た後に、 背面カバーを取 り 付けて く だ さ い。

電源コ ー ド フ ッ ク は、 ケーブル同士が重なるのを防ぎます。 電源コー ド や他のケーブルが重なる

と、 背面カバーを取 り 付け る こ と ができ ません。

電源コードフック

溝
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2 電源プラグをコンセントに直接接続します。

バーコー ド リ ーダーの接続

バーコードリーダーを使用する場合は、本製品背面の USB コネクターに接続します。

用紙のセ ッ ト （35 ページ 「用紙のセ ッ ト 」 参照） が終わる まで、 電源を入れないで く だ さ い。

バーコ ー ド リ ーダーは、 必ず下記の も のを ご使用 く だ さ い。

 CINO F460
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用紙のセッ ト

ここでは、初めて用紙をセットするときの手順を説明します。

日常のご使用の中で用紙を交換する手順は、125 ページ「用紙の交換」を参照してください。

1 リリースレバーを引いて、ロール紙カバーを開けます。

2 ロール紙ガイドのロックを解除します。

本製品は、 工場出荷時の状態で、 同梱のラベル ロ ール紙を使用する よ う 設定されています。

初めて用紙をセ ッ ト する と き （セ ッ ト ア ッ プ時） は、 必ず同梱のラベル ロ ール紙をセ ッ ト し、 イ

ン ク の充てん （40 ページ 「イ ン ク カー ト リ ッ ジの取 り 付け」 参照） を行って く だ さ い。 同梱のラ

ベル ロ ール紙以外の用紙をセ ッ ト し た状態では、 イ ン ク の充てんが行えません。

初期設定 （39 ページ 「初期設定」 参照） まで終わっ た ら、 他の用紙に交換で き ます。 交換方法

は、 125 ページ 「用紙の交換」 を参照し て く だ さ い。
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3 左側のロール紙ガイドを矢印方向に押し広げ、印刷面を上にして同梱のラベルロール紙を

投入します。

4 紙幅を調節して、ロール紙ガイドをロックします。

5 印刷面が上になるように少し引き出して、ロール紙を奥まで挿入します。

ロール紙ガイド
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2

6 排紙ガイドのロックを解除します。

7 排紙ガイドをロール紙の幅に合わせます。

8 排紙ガイドをロックします。

排紙ガイド
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9 ロール紙を排紙ガイドに合わせながら、ロール紙カバーを閉めます。

10電源ボタンを押して、電源を入れます。

用紙のセットが終わったら、本製品の初期設定を行ってください。（39 ページ「初期設定」参照）

排紙ガイド
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初期設定

ここでは、初めて本製品の電源を入れるときの OS の設定の手順を説明します。

1 初めて本製品の電源を入れると、Windows XP Setup 画面がしばらく表示されます。

2 "License Agreement" 画面が表示されます。内容を確認し、[I accept this agreement]    

を選択します。[ 次へ ] ボタンをクリックします。

3 ネットワークドライバーなど、Windows の設定が自動的に行われます。

本製品の IP アドレスなどのネットワーク設定は、後でセットアップ後に行ってください。

4 本体が自動的に再起動します。

5 再起動後、[スタート]-[コントロールパネル]-[日付と時刻]を選択し、"日付と時刻のプロ

パティ " を表示します。日付と時刻、タイムゾーンを設定します。

初期設定が終わったら、インクカートリッジを取り付けてインクの充てんを行ってください。（40 ページ「インク

カートリッジの取り付け」参照）
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インクカー ト リ ッジの取り付け

ここでは、初めてインクカートリッジを取り付けてインクを充てんするときの手順を説明します。

1 電源が入っていること（電源ランプが点灯していること）、同梱のラベルロール紙がセッ

トされていることを確認します。

2 インクカートリッジカバーを手前に引いて開けます。

 初めて イ ン ク カー ト リ ッ ジ を取 り 付け る場合は、 必ず同梱の ラベル ロ ール紙をセ ッ ト し てか

ら、 イ ン ク カー ト リ ッ ジの取 り 付けを行って く だ さ い。 （35 ページ 「用紙のセ ッ ト 」 参照）

 イ ン ク カー ト リ ッ ジは冷暗所で保管し、 個装箱に印刷されている期限までに使用する こ と をお

勧め し ます。 また、 開封後は 6ヵ月以内に使い切って く だ さ い。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジの袋は、本体に装着する直前まで開封し ないで く だ さ い。品質保持のため、

真空パ ッ ク に し ています。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジを寒い所に長時間保管し ていた と きは、 3 時間以上室温で放置し てから お

使い く だ さ い。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジの緑色の基板には触ら ないで く だ さ い。 正常に印刷できな く なるおそれが

あ り ます。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジを分解または改造し ないで く だ さ い。 正常に印刷できな く なるおそれがあ

り ます。

 プ リ ン ター性能を フルに発揮するためにエプ ソ ン純正品の イ ン ク カー ト リ ッ ジ (型番:SJIC15P)

を使用する こ と をお勧め し ます。 純正品以外の も のを ご使用にな り ます と、 プ リ ン ター本体や

印刷品質に悪影響が出るなど、 プ リ ン ター本来の性能を発揮できない場合があ り ます。 純正品

以外の品質や信頼性について保証で き ません。 非純正品の使用に起因し て生じ た本体の損傷、

故障については、 保証期間内であって も有償修理と な り ます。

 本製品を保存、 または輸送する と きは、 本製品から イ ン ク カー ト リ ッ ジを取 り 外さ ないで く だ

さ い。
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3 インクカートリッジを 4 ～ 5 回振ってから、袋から取り出します。

4 インクカートリッジを、下図のように静かに押し込みます。

5 インクカートリッジカバーを閉めます。

インクの充てんが始まります。本製品に初めてインクカートリッジを取り付けたときは、インクの充てんに約

8 分かかります。

インクカートリッジの取り付けが終わったら、本製品の排紙トレイの取り付け / 調整を行ってください。（42 ペー

ジ「排紙トレイの取り付け / 調整」参照）

 イ ン ク の充てん中は、 電源を切った り 、 ロ ール紙カバーやイ ン ク カー ト リ ッ ジ カバーを開けた

り し ないで く だ さ い。

 初期充てんに必要な イ ン ク カー ト リ ッ ジや ロ ール紙がセ ッ ト されていない と、 「プ リ ン ター状

態表示」 ユーテ ィ リ テ ィ ーに工場出荷状態の メ ッ セージが表示されます。 

(51 ページ 「工場出荷状態」 参照 )

同梱の イ ン ク カー ト リ ッ ジは初期充てん用です。初めて イ ン ク カー ト リ ッ ジを取 り 付けた と きは、

本製品を印刷可能な状態にするため （イ ン ク の充てん） に イ ン ク が消費されます。
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排紙ト レイの取り付け /調整

排紙トレイを取り付けると、印刷された用紙を排紙トレイに一時的にためておくことができます。

排紙トレイを取り付けて使用する場合は、以下の手順で取り付けと調整を行ってください。

1 排紙テーブル下側のフックに、排紙トレイを取り付けます。

2 排紙トレイ右下のレバーを引き下げて、ロックを解除します。

3 下側の排紙トレイを用紙の長さに合わせ、排紙トレイをロックします。

用紙のカール、 長さ によ っては、 排紙 ト レ イから用紙が落ち る場合があ り ます。

排紙 ト レ イへの排紙可能枚数は、 194 ページ 「排紙 ト レ イ」 を参照し て く だ さ い。

排紙テーブル
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OS のプレインス ト ール情報

プレインスト ール情報

項目 内容

ハー ド デ ィ ス ク フ ォーマ ッ ト

フ ァ イルシステム NTFS

ボ リ ュームラベル TM-C3400-LT

プ レ イ ンス ト ールされている ソ フ ト ウ ェ ア

OS Windows Embedded POS Ready 2009

Additional Packages .NET Framework 3.5 SP1

ド ラ イバー Intel inf ソ フ ト ウ ェ ア

Intel チ ッ プセ ッ ト ソ フ ト ウ ェ アユーテ リ テ ィ

Intel ビ デオ ド ラ イ バー 　

Broadcom ネ ッ ト ワーク ド ラ イ バー

Conexant サウ ン ド ド ラ イ バー 　

eGalax タ ッ チパネル ド ラ イ バー

TM-C3400 プ リ ン ター ド ラ イ バー

LCD 輝度調整用 ド ラ イ バー

TM-C3400 電源制御用 ド ラ イ バー

TM-C3400 電源 ON プ ロ グラム

TM-C3400 状態表示プ ロ グラム

ツール TM-C3400-LT Utility

プ リ ン ター電源 オン / オフユーテ ィ リ テ ィ ー

EPSON Net SDK

TM-C3400-LT Tool

TM-C3400-LT Tool 用モジ ュール

初期情報

ユーザー Administrator

ユーザーパス ワー ド TM-C3400-LT
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HDD のバージ ョ ン

HDD のバージョンを確認する場合は、起動ドライブのルートにある HDVER.TAG を参照してください。 

このファイルはテキストフォーマットになっており、メモ帳などで確認することができます。HDVER.TAG の内容 

は、以下のとおりです。

[HD Information]
MODEL=Egis-LT 009
OS=POSReady2009
LANG=Japanese
VER=1.00.0
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リカバリー

ここでは、本製品のリカバリーの方法について説明します。

事前の確認

リカバリーを行う前に、以下のことを確認してください。

❏ 以下をご用意ください。

 リカバリーディスク ( 同梱品 )

 USB 接続の DVD ドライブ

 USB キーボード

❏ リカバリー作業を行うと、すべてのデータが消去されます。必要なデータはあらかじめバックアップしてくださ

い。

手順

以下の手順でリカバリーを行ってください。

1 本製品の電源を切ります。

2 本製品の USB コネクターに、DVD ドライブと USB キーボードを接続します。

3 本製品の電源を入れ、BIOS を起動します。

4 BIOS のメニュー、[Boot]-[Boot Option #1] に、接続した DVD ドライブが表示されて  

いることを確認します。

5 リカバリーディスクを DVD ドライブに挿入し、BIOS を終了します。

6 システムが再起動します。リカバリーディスクで起動し、メッセージ「Do you recovery?  

(Y/N)」 が表示されたら、"y" キー +"Enter" キーを押します。

7 リカバリーが実行されます。メッセージ「Please wait for while . . . 」が表示されます。

リ カバ リ ーの所要時間は 30 ～ 45 分です。
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8 リカバリーが終了すると、メッセージ「*** INSTALL COMPLETED ***」が表示され   

ます。その後、メッセージ「Press any key to continue . . . 」が表示されます。任意の        

キーを押します。

9 メッセージ「Shutdown . . .」が表示され、シャットダウンされます。

10本製品の USB コネクターから DVD ドライブを取り外します。

11本製品の電源を入れます。Windows XP Setup 画面がしばらく表示されます。

12"License Agreement" 画面が表示されます。内容を確認し、[I accept this agreement]    

を選択します。[ 次へ ] ボタンをクリックします。

13ネットワークドライバーなど、Windows の設定が自動的に行われます。

本製品の IP アドレスなどのネットワーク設定は、後でセットアップ後に行ってください。

14本体が自動的に再起動します。

15再起動後、[スタート]-[コントロールパネル]-[日付と時刻]を選択し、"日付と時刻のプロ

パティ " を表示します。日付と時刻、タイムゾーンを設定します。

16[スタート]-[すべてのプログラム]-[eGalaxTouch]-[ConfigurateUtility]でタッチパネ

ルのユーティリティーを起動します。

17[ ツール ] タブの [4 ポイント CAL] を押し、タッチパネルのキャリブレーションを画面に

沿って実行します。

これでリカバリーは終了です。
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ユーテ ィ リ テ ィ ー

「プリンター電源オン / オフ」ユーテ ィ リテ ィ ー

プリンターの電源を管理します。

こ のユーテ ィ リ テ ィ ーのシ ョ ー ト カ ッ ト はデス ク ト ッ プに作成されています。 

実行フ ァ イルの保存先 :C:\Program Files\EPSON\TM-C3400-LT TOOL\TMC34LT_POWER.exe

ボタン 説明

オン プ リ ン ターの電源を入れます。

オフ プ リ ン ターの電源を切 り ます。

プ リ ン ターの電源状態

プ リ ン ターの電源状態を表示し ます。

緑 : プ リ ン ターの電源が入っている。

グ レー : プ リ ン ターの電源が入っていない。

閉じ る 「プ リ ン ター電源オン / オフ」 ユーテ ィ リ テ ィ ーを終了し ます。
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「TM-C3400LTユーテ ィ リテ ィ ー」

タッチパネルの輝度設定および給紙方法の設定、プリンターの状態確認を行います。

本ユーテ ィ リ テ ィ ーはプ リ ン ターの電源が入っていない場合には起動でき ません。 

プ リ ン ターの電源が切れている場合、 「プ リ ン ター電源オン / オフ」 ユーテ ィ リ テ ィ ーを使用し

てプ リ ン ターの電源を入れてからユーテ ィ リ テ ィ ーを起動し て く だ さ い。

こ のユーテ ィ リ テ ィ ーのシ ョ ー ト カ ッ ト はデス ク ト ッ プに作成されています。 

実行フ ァ イルの保存先 :C:\Program Files\EPSON\TM-C3400-LT TOOL\TMC34LT_UTIL.exe

項目 説明

輝度
デ ィ スプ レ イ の輝度を調整し ます。 

調整し た値は、 TMC34LT_UTL.ini に保存されます。

給紙方法

給紙方法を設定し ます。 以下の項目から選択し ます。

 ロ ール紙

 リ ア フ ァ ンホール ド 紙

機器の状態表示
プ リ ン ターの状態を表示し ます。

( 詳細は 49 ページ 「プ リ ン ター状態表示」 を参照し て く だ さ い )

保存せず終了 設定、 変更し た値を保存し ないでユーテ ィ リ テ ィ ーを終了し ます。

保存し て終了 設定、 変更し た値を保存し てユーテ ィ リ テ ィ ーを終了し ます。

給紙方法の変更は、 用紙無し の状態で ロ ール紙カバーが閉め られ、 かつプ リ ン ターがア イ ド ル状

態の と きのみ変更でき ます。
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プリンター状態表示

プリンターの状態を表示します。 

プリンターが正常な状態の場合、プログラムは非表示状態になっています。

エラー発生時にウインドウが自動表示されますが、TM-C3400LT ユーティリティからも、プリンターの状態を確 

認できます。

こ のユーテ ィ リ テ ィ ーはス ター ト ア ッ プに登録されています。 

実行フ ァ イルの保存先 :C:\Program Files\EPSON\TM-C3400-LT TOOL\TMC34LT_Mon.exe

項目 説明

メ ッ セージ
プ リ ン ターの状態が表示されます。 

右のス ク ロ ールボ タ ンで メ ッ セージ をス ク ロ ールでき ます。

イ ン ク残量 イ ン ク残量が表示されます。

閉じ る
[ 機器の状態表示 ] ウ ィ ン ド ウ を閉じ ます。

別の通知すべき状態が発生する まで、 画面を非表示に し ます。
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メ ッセージ一覧

種別 状態 メ ッセージ

情報 電源オフ の途中 電源を切る処理中です。

し ば ら く お待ち く だ さ い。

印刷準備中など 動作中です。

し ば ら く お待ち く だ さ い。

ド ッ ト 抜け 無効画像印刷中 ド ッ ト 抜けが発生し ま し た。

無効画像を印刷中です。

ノ ズルチェ ッ ク パ ターン印刷中 ノ ズルチ ェ ッ ク パ ターンの印刷中です。

し ば ら く お待ち く だ さ い。

ヘッ ド ク リ ーニング中 プ リ ン ト ヘッ ド の ク リ ーニング中です。

し ば ら く お待ち く だ さ い。

印刷中 印刷中です。

し ば ら く お待ち く だ さ い。

プ リ ン ター内部の部品調整時期間近 プ リ ン ター内部の部品調整時期が近づき ま し た。

お買い上げの販売店、 またはエプ ソ ンの修理窓口に ご連絡 く だ

さ い。

イ ン ク交換時期間近 イ ン ク カー ト リ ッ ジの交換時期が近づき ま し た。

新し い イ ン ク カー ト リ ッ ジを ご準備 く だ さ い。

純正品の用意をお勧め し ます。

印刷可能状態 印刷でき ます。

エラー メ ンテナンスエラー プ リ ン ター内部の部品調整が必要です。

お買い上げの販売店、 またはエプ ソ ンの修理窓口に ご連絡 く だ

さ い。

回復できないプ リ ン ト ヘッ ド の ノ ズル詰ま り を検出し ま し た。

電源を切って く だ さ い。

お買い上げの販売店またはエプ ソ ンの修理窓口に ご連絡 く だ さ

い。

プ リ ン ター と の通信ができ ません。

電源を入れ直し て く だ さ い。

状態が改善されない場合、 お買い上げの販売店、 またはエプ ソ

ンの修理窓口にご連絡 く だ さ い。

フ ェータルエラー プ リ ン ターでエラーが発生し ま し た。 （xx）

電源を切って く だ さ い。

その後、 プ リ ン タ ー内部に輸送用の保護具な ど の異物が残っ て

いる場合は取 り 除き、 電源を入れ直し て く だ さ い。

※xx には Fatal Error Code が設定されます。
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エラー 低温エラー 低温エラーが発生し ま し た。

使用環境の温度が低すぎます。

温度を ０ ～ ４ ０ ℃に し て、 電源を入れ直し て く だ さ い。

高温エラー 高温エラーが発生し ま し た。

使用環境の温度が高すぎます。

温度を ０ ～ ４ ０ ℃に し て、 電源を入れ直し て く だ さ い。

ロ ール紙カバーオープ ン ロ ール紙カバーが開いています。

ロ ール紙カバーを閉めて く だ さ い。

イ ン ク カー ト リ ッ ジ カバーオープ ン イ ン ク カー ト リ ッ ジ カバーが開いています。

イ ン ク カー ト リ ッ ジ カバーを閉めて く だ さ い。

用紙ジ ャム ( ロ ール紙 ) 用紙が詰ま り ま し た。

ロ ール紙カバーを開け、 詰ま っ た用紙を取 り 除いたの ち、 ロ ー

ル紙カバーを閉めて く だ さ い。

用紙ジ ャム ( フ ァ ン フ ォール ド 紙 ) 用紙が詰ま り ま し た。

ロ ール紙カバーを開け、 詰ま った用紙を取 り 除いて く だ さ い。

ロ ール紙カバーを閉めてか ら、 フ ァ ン フ ォール ド 紙を入れ直し

て く だ さ い。

工場出荷状態 製品に同梱 さ れて い る 初期充填用の イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ と、

セ ッ ト ア ッ プ用のラベル ロ ール紙を入れて く だ さ い。

イ ン ク カー ト リ ッ ジ交換時期 イ ン ク カー ト リ ッ ジを交換し て く だ さ い。

純正品のご使用をお勧め し ます。

イ ン ク無し イ ン ク カー ト リ ッ ジが交換時期 と なっ たか、 正し く 認識で き ま

せん。

イ ン ク カー ト リ ッ ジを交換し て く だ さ い。

用紙取 り 外し待ちエラー 用紙を取 り 除 く 前に新し い用紙が入れられま し た。

新し く 入れた用紙を一旦取 り 除いて く だ さ い。

その後、本体内部に残っている用紙を取 り 除いてから、再度、新

し い用紙を入れて く だ さ い。

用紙無し ( ロ ール紙 ) 用紙があ り ません。

用紙を入れて く だ さ い。

用紙無し ( フ ァ ン フ ォール ド 紙 ) 用紙があ り ません。

用紙が本体内部に残っ てい る場合は、 取 り 除いてか ら用紙を入

れて く だ さ い。

用紙位置検出エラー 用紙と設定が合っていません。

正し い用紙をセ ッ ト し 直すか、 用紙レ イ ア ウ ト 、 または用紙位

置検出設定を見直し て く だ さ い。

用紙サイ ズエラー プ リ ン タ ー ド ラ イ バーで設定し た用紙サ イ ズが、 セ ッ ト し た用

紙と異な り ます。

プ リ ン タ ーにセ ッ ト されてい る用紙サ イ ズに合わせて、 プ リ ン

ター ド ラ イバーの設定を変更し て く だ さ い。

種別 状態 メ ッセージ
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エラー 給紙経路エラー 給紙方法が異なっています。

正し い給紙方法を設定し て く だ さ い。

警告 ノ ズル詰ま り 回復できないプ リ ン ト ヘッ ド の ノ ズル詰ま り を検出し ま し た。

印刷結果に影響が現れる可能性があ り ます。

印刷結果の信頼性を確保する ため、 ノ ズルチ ェ ッ ク動作を変更

し ま し た。

各ページ印刷終了後に ノ ズル詰ま り の検出を し てい る ため、 印

刷時間が長 く なる こ と があ り ます。

印刷は継続で き ますが、 で き る だけ速やかにお買い上げの販売

店またはエプ ソ ンの修理窓口にご連絡 く だ さ い。

種別 状態 メ ッセージ
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プリンター電源、輝度管理

本ツールはスタートアップに登録して使用するツールです。 

コンピューターのログオン時 ( 初期状態では Administrator での自動ログオン ) に以下が実行されます。 

また、コンピューターのシャットダウン時にプリンターの電源を切ります。

 プリンターの電源を入れます。

 TM-C3400LT ユーティリティで設定した輝度値を読み取り、ディスプレイの輝度に反映します。

こ のユーテ ィ リ テ ィ ーはス ター ト ア ッ プに登録されています。 

実行フ ァ イルの保存先 :C:\Program Files\EPSON\TM-C3400-LT TOOL\TMC34LT_INIT.exe
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タッチパネルのユーテ ィ リテ ィ ー

タッチパネルやビープ音の設定、およびキャリブレーションを行うツールです。

設定

タッチパネルに関する設定を行います。

項目 説明

ビープ

 触れた と き ビープ 

タ ッ チパネルに触れた と き ビープ音を鳴ら し ます。

 離れた と き ビープ 

タ ッ チパネルから指を離し た と き に ビープ音を鳴ら し ます。

 システムス ビーカーから ビープ 

ビープ音をシステムス ピ ーカーから鳴ら し ます。

 音声カー ド から ビープ 

ビープ音を音声カー ド から鳴ら し ます。

 周波数 

ビープ音の周波数を設定し ます。

 持続時間 

ビープ音の鳴動時間を設定し ます。

リ ニアラ イ ゼーシ ョ ン様式 タ ッ チパネルの位置補正の基準点を設定し ます。 以下の値から選択できます。

 9 ポイ ン ト

 25 ポ イ ン ト

ダブルク リ ッ ク タ イム ダブルク リ ッ ク と し て認識する タ ッ チの間隔時間を設定し ます。

ダブルク リ ッ ク エ リ ア ダブルク リ ッ ク と し て認識する タ ッ チの範囲を設定し ます。

モー ド の選択 タ ッ チの設定を行います。 以下から選択し て く だ さ い。

[ ノ ーマルモー ド ]、 [ 触れた と き ク リ ッ ク ]、 [ 離れた と き ク リ ッ ク ]、 [ 触れた と

き ク リ ッ ク、 カーソル停止 ]、 [ デス ク ト ッ プモー ド ]
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4

オプシ ョ ン  コ ンス タ ン ト タ ッ チ可能 

コ ンス タ ン ト タ ッ チを有効に し ます。

 オー ト 右ク リ ッ ク可能 

オー ト 右ク リ ッ ク を有効に し ます。

 タ ッ チ可能 

タ ッ チを有効に し ます。

 カーソル安定化可能 

カーソル安定化を有効に し ます。

 コ ンス タ ン ト タ ッ チエ リ ア 

コ ンス タ ン ト タ ッ チエ リ アの範囲を指定し ます。

 オー ト 右ク リ ッ ク時間 

オー ト 右ク リ ッ ク と し て認識する タ ッ チ時間を指定し ます。

項目 説明
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キャ リブレーシ ョ ン

タッチパネルのキャリブレーションを行います。

項目 説明

リ ニアラ イ ゼーシ ョ ン曲線 現在設定されている リ ニアラ イ ゼーシ ョ ン曲線が表示されます。

4 ポイ ン ト CAL 4 ポ イ ン ト の基準点を元にキャ リ ブ レーシ ョ ン を行います。

リ ニア ラ イ ゼーシ ョ ンパラ メ ーターは維持されます。

ク リ ア し て キ ャ リ ブ レ ー

シ ョ ン し て く だ さ い。

リ ニア ラ イ ゼーシ ョ ンパラ メ ーターを ク リ ア し て 4 ポイ ン ト キャ リ ブ レーシ ョ ン

を行います。

リ ニアラ イ ゼーシ ョ ン タ ッ チパネルの直線性向上のため、 設定タ ブで設定し た基準点で リ ニアラ イ ゼー

シ ョ ン を行います。

ド ロ ーテス ト ド ロ ーテス ト を行い、 タ ッ チパネルの精度を検証し ます。

ク リ ア ； テス ト 内容を消去し ます。

終了 : ド ロ ーテス ト を終了し ます。
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プリ ンター ド ライバーの設定

プリンタードライバーの使い方

プリンタードライバーでは、印刷設定のほかに、プリンターの設定やプリントヘッドのクリーニングなど、各種ユー

ティリティの機能も利用できます。

プリ ンター ド ライバーの表示方法

1 [ プリンタと FAX] を開きます。

[ スタート ] メニューの [ プリンタと FAX] をクリックします。

2 [EPSON TM-C3400] を右クリックし、[ 印刷設定 ] をクリックします。

プリンタードライバーが表示されます。

プ リ ン ターの登録名が [EPSON TM-C3400] の場合の表示です。
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ユーザー定義用紙の登録

「用紙レイアウト」に使用する用紙サイズが登録されていない場合、ユーザー定義用紙を登録します。

登録したレイアウトは、「お気に入り」に登録して、お客様のアプリケーションから使用できます。

ユーザー定義用紙の登録

1 [基本設定] 用紙レイアウトの[追加/削除]をクリックすると、「ユーザー定義用紙レイアウ 

ト」画面が表示されます。

2 「用紙タイプ」を選択します。

3 用紙のサイズ ( 単位 :mm) を入力します。

4 「用紙レイアウト名」を入力します。

これがユーザー定義用紙名です。

5 [ 追加 ] ボタンをクリックします。ユーザー定義用紙が登録され、「用紙レイアウト」リス

トに表示されます。

リ ス ト バン ド (WB-S1/WB-M1/WB-L1) を使用する場合、 110 ページ 「 リ ス ト バン ド を使用する

場合の設定」 を参照し て く だ さ い。

②

③

④

⑤

登録された用紙
①
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お気に入り

「お気に入り」とは、プリンタードライバーの印刷設定を 1 まとめにして管理できる機能です。

印刷設定は、[ 基本設定 ] タブと [ ページ設定 ] タブの内容です。用紙の種類、用紙レイアウト ( ユーザー定義用紙

を含む ) などがあります。

特長
 アプリケーションから印刷する場合、「お気に入り」で登録した印刷設定を初期値で選択できます。 

そのため、印刷設定をしたら [ 現在の設定を登録 ] をクリックし、お気に入りに登録することをお勧めします。

 「お気に入り」には、いくつもの印刷設定を登録できます。 

たとえば帳票ごとに印刷設定を「お気に入り」登録すると、帳票を変更した場合、「お気に入り」の変更をするだ

けで印刷設定が完了します。用紙の変更に伴う様々な設定を間違えずにできます。 

 ( 帳票を変更した場合、プリンターの用紙位置検出設定を変更する必要がある場合があります。詳細は 29 ペー 

ジ「セットアップ」を参照してください。)

[基本設定]タブ

[ ページ設定 ] タブ

お気に入り
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印刷設定を「お気に入り」に登録

1 印刷する用紙などに合わせてプリンタードライバーを設定します。

[ 基本設定 ] タブと [ ページ設定 ] タブを設定します。ユーザー定義した用紙を設定する場合、[ 基本設定 ] の

用紙レイアウトから選択します。

2 [ 現在の設定を登録 ] をクリックします。「お気に入り設定の登録 / 削除」画面が表示され  

ます。

現在の設定が右側のリストに表示されます。

3 印刷設定名を入力します。

4 [ 追加 ] をクリックします。

印刷設定が、「お気に入り」に登録されます。

「お気に入り」には、以下の設定があります。

 初期設定： プリンタードライバーインストール時の初期値です。

 現在の設定： [ 基本設定 ] タブと [ ページ設定 ] タブに設定されている内容です。 

この内容は「現在の設定一覧」画面と、「お気に入り設定の登録 / 削除」画面の現在  

の設定に表示されます。

 ユーザーが定義した設定： ユーザーが定義した印刷設定です。

ユーザー定義用紙

① ②

③

現在の設定

④

お気に入りに登録される
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ユーザー定義情報

ユーザー定義情報には以下のものが含まれます。

 ユーザー定義用紙

 バーコードフォントの登録

 .NET 環境のフォント置き換え

ユーザー定義情報は、本製品 1 台につき 1 つ設定されます。1 台のコンピューターに複数の TM-C3400 プリン

タードライバーがインストールされている場合、これらは共通で使用できます。
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バーコー ド印刷

プリンタードライバーは、バーコードフォントを内蔵しています。アプリケーション側でバーコードを生成しなくて

も、バーコードを印刷できます。

バーコー ド フ ォ ン ト の設定
バーコードの印刷設定は、[ ドライバユーティリティ ] タブの [ バーコード / 2 次元シンボル設定 ] で行います。

1 以下の設定を行います。

 表示： [ バーコード ] を選択します。

 フォント名： 任意の文字列を入力します。これがバーコードフォント名になります。入力できる

文字は ASCII のみです。

 タイプ： バーコードの種類を選択します。選択したタイプにより、表示される設定項目が切

り替わります。以下の種類から選択できます。

UPC-A UPC-E JAN13(EAN)

JAN8(EAN) Code39 ITF

Codabar Code93 Code128

GS1-128M GS1-128 GS1 DataBar オムニデ ィ

レ ク シ ョ ナル

GS1 DataBar ト ラ ン

ケー ト

GS1 DataBar エ ク スパン

デ ッ ド M

GS1 DataBar エ ク スパン

デ ッ ド

GS1 DataBar リ ミ

テ ッ ド
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 回転指定： バーコードを回転させて印刷するときに選択します。

 Hex 入力モード： バーコードにするデータを Hex 入力モードで指定するときは、チェックします。

 Composite： コンポジットシンボル付きのバーコードを印刷するときは、チェックします。

 Quiet Zone をつける： バーコードの左右に、バーコードの読み込みに必要な空白を作るときは、チェック

します。

 モジュール： バーコードの細いエレメントの幅をドットで設定します。

-：保証外

コ ンポジ ッ ト シ ンボルに指定するデータ と バーコー ド に指定するデータ は、 「\ |」 または 「| \」 で  

区切 り ます。 データ は、 コ ンポジ ッ ト シ ンボル、 バーコー ド の順に記載し ます。

入力例 ： 1234567890\ |012345678905

バーコー ド の印刷位置は、 余白の量だけ移動し ます。

シンボル 用紙種類
印刷

品質

回転指定

（*1）

ﾊﾞｰ幅

補正

上段 ： 最小モジュール [360dpi 単位 ]
下段 ： 最小エレ メ ン ト 比

ANSI グ

レード

D 以上

ANSI グ

レード

C 以上

ANSI グ

レード

B 以上

UPC-E,

UPC-A,

JAN13(EAN),

JAN8(EAN),

Code39,

ITF,

Codabar,

Code93,

Code128,

GS1-128M,

GS1-128,

GS1 DataBar  

ｵﾑﾆﾃﾞｨﾚｽｼｮﾅﾙ ,

GS1 DataBar ﾄﾗﾝｹｰﾄ ,

GS1 DataBar 

ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞ M,

GS1 DataBar 

ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞ ,

GS1 DataBar ﾘﾐﾃｯﾄﾞ ,

普通紙

普通紙ラベル

速い

標準

180° 回

転

あ り

4 dot

2.5
- -

90° 回転

270° 回

転

6 dot

2.5
- -

きれい

標準

180° 回

転

4 dot

2.5
- -

90° 回転

270° 回

転

6 dot

2.5
- -

フ ァ イ ン紙

フ ァ イ ン紙ラ

ベル

合成紙ラベル

PET フ ィ ルム

リ ス ト バン ド

速い

標準

180° 回

転

3 dot

2.7

4 dot

2.5

90° 回転

270° 回

転

6 dot

2.5 *2
-*2 -

きれい

標準

180° 回

転

3 dot

2.7

4 dot

2.5

90° 回転

270° 回

転

6 dot

2.5 *2
-*2 -
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*1：回転指定は、[ ページ設定 ] タブの [ 印刷方向 ] が " 縦 " の場合の設定です。 

[ 印刷方向 ] が " 横 " の場合、以下の設定に読み替えてご使用ください。

　　　 " 標準、180° 回転 "  "90° 回転、270° 回転 "

　　　 "90° 回転、270° 回転 " " 標準、180° 回転 "

*2：特定の用紙種類、バーコードの場合、以下の推奨値になります。

　　　 リストバンド、Code128 の場合  : 5 ドットモジュール、ANSI グレード D

　　　 リストバンド、Codabar の場合  : 4 ドットモジュール、最小エレメント比 2.5、ANSI グレード C

 バー高さ： エレメントの高さをドットで設定します。指定したドットは、印刷されたときの実

寸法で表示されます。

 バー幅を補正する： エレメントの幅を狭くして印刷します。印刷されたバーコードがにじんで読み取れ

ない場合に設定してください。

 HRI 文字の位置： HRI 文字の印刷位置を指定します。印刷しないときは、[ 印刷しない ] を選択します。

 HRI フォント： HRI 文字のフォントサイズを設定します。

 エレメント比： 太いエレメント幅を、細いエレメント幅に対する比率で設定します。

 キャラクタ間ギャップ： キャラクタ間ギャップ ( 間隔 ) を、細いエレメント幅に対する比率で設定します。

 シンボル全体幅が最小となるように自動変換する： 

CODE128 の場合に選択できます。与えられたデータ文字列を表現するために必要

なシンボルキャラクタ数を最小限に抑える機能です。

2 [ 追加 ] をクリックします。

設定したバーコードフォントが登録され、フォントリストにフォント名が追加されます。

エ レ メ ン ト 幅を奇数の値に設定し た場合、 [ 用紙種類 ] や [ 印刷品質 ] を変更し て解像度が変わる

と、 印刷されるバーコ ー ド の大き さ が異なって し ま う こ と があ り ます。 

バーコ ー ド の大き さ は、 [ サイ ズ表示 ] ボ タ ンで確認でき ます。

タ イ プによ っては、 印刷位置の指定が限定される も のがあ り ます。

 バーコードフォントは、30 個まで登録できます。

 フォントリストのフォント名を選択し、設定を変更してから [ 保存 ] をクリックすると、設定し

たバーコードフォントの設定を上書き保存できます。

 フォントリストのフォント名を選択し、[ 削除 ] をクリックすると、設定したバーコードフォン

トを削除できます。

 [ テスト印刷 ] の入力ボックスにテキストを入力し、[ 印刷 ] をクリックすると、設定内容に従っ

てテスト印刷が行われます。
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バー コ ー ド デー タの指定方法
バーコードデータは以下を参照して指定してください。

コンポジットシンボルについて：

コンポジットコンポーネントの種類は、データの桁数に応じて自動選択されます。 
(CC-C は、GS1-128 の場合だけ選択されます。)

HRI 文字について：

HRI 文字列がバーコードの全体幅よりも大きくなった場合、HRI 文字列の全体幅がバーコードの幅になります。

UPC-A

❏ ノーマル

 11 ～ 12 桁のデータを指定してください。

 1 桁目はナンバーシステムキャラクタですが、チェックはしていません。

 11 桁の場合、チェックディジットが自動的に付加されます。

 12 桁の場合、12 桁目をチェックディジットとして扱いますが、検算されません。

❏ コンポジット（ノーマルとの違い）

 12 桁の場合、12 桁目を無視してチェックディジットが自動的に付加されます。

UPC-E

❏ ノーマル

 データは 6 ～ 8、11 ～ 12 桁で指定してください。

 6 桁の場合、指定されたデータはそのままで、チェックディジットが自動的に付加されます。

 7 桁の場合、2 ～ 7 桁がデータキャラクタとなり、チェックディジットが自動的に付加されます。

 8 桁の場合、2 ～ 7 桁がデータキャラクタとなり、8 桁目のデータをチェックディジットとして扱いますが、検

算されません。

 11 桁の場合、チェックディジットが自動的に付加されます。

 12 桁の場合、12 桁目をチェックディジットとして扱いますが、検算されません。

 7 桁以上の場合、1 桁目をナンバーシステムキャラクタとして処理するため、0 を指定してください。

❏ コンポジット（ノーマルとの違い）

 8 桁の場合、8 桁目を無視してチェックディジットが自動的に付加されます。

 12 桁の場合、12 桁目を無視してチェックディジットが自動的に付加されます。

JAN13(EAN)

❏ ノーマル

 12 ～ 13 桁のデータを指定してください。

 12 桁の場合、チェックディジットが自動的に付加されます。

 13 桁の場合、13 桁目をチェックディジットとして扱いますが、検算されません。

❏ コンポジット（ノーマルとの違い）

 13 桁の場合、13 桁目を無視してチェックディジットが自動的に付加されます。

コンポジッ ト コンポーネン ト の種類 エンコード許容桁数

CC-A 1 ～ 56 桁

CC-B 1 ～ 338 桁

CC-C 1 ～ 2361 桁
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JAN8(EAN)

❏ ノーマル

 7 ～ 8 桁のデータを指定してください。

 7 桁の場合、チェックディジットが自動的に付加されます。

 8 桁の場合、8 桁目をチェックディジットとして扱いますが、検算されません。

❏ コンポジット（ノーマルとの違い）

 8 桁の場合、8 桁目を無視してチェックディジットを自動的に付加されます。

Code39

❏ データは最大 256 桁まで指定できます。

❏ スタート・ストップコード（'*'）を両方または片方指定しなかった場合、自動的に付加されます。

ITF

❏ データは最大 256 桁まで指定できます。

❏ 奇数桁のデータを指定した場合、自動的に先頭に 0 を付加されます。

Codabar

❏ データは最大 256 桁まで指定できます。

❏ スタートコードが指定していない場合、自動的に 'A' をスタートコードとして付加されます。

❏ ストップコードが指定していない場合、自動的にスタートコードと同じものをストップコードとして付加されま

す。

❏ スタート・ストップコードを小文字で入力した場合、自動的に大文字に変換されます。
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Code93

❏ 1 ～ 255 桁のデータを指定してください。

❏ スタートコード、2 つのチェックディジット、ストップコードは自動的に付加されます。

❏ HRI 文字の先頭には、スタートコードを示す文字 ( □ ) を印字されます。

❏ HRI 文字の末尾には、ストップコードを示す文字 ( □ ) を印字されます。

❏ 制御キャラクタ (00h ～ 1Fh、7Fh) の HRI 文字は、■とアルファベット 1 文字を組み合わせて印字されます。

Code128

❏ 2 ～ 255 桁のデータを指定してください。

❏ 先頭の 2 桁はスタートコードで、コード選択キャラクタ（CODE A、CODE B、CODE C）のいずれかを指定し   

てください。

❏ 特殊キャラクタは、'{' と直後の 1 文字を組み合わせて表現されます。

❏ [シンボル全体幅が最小となるように自動変換する]にチェックを付けると、Code128シンボルの全体幅が最小と

なるよう、自動的に変換します。この機能を使うと、コードセットを指定する必要はなく、シンボルにしたいデー

タを入力するだけでバーコードが印刷されます。 

チェックを付けない場合は、コードセットを手動で指定する必要があります。  

コードセット C を指定する場合は、生成する 2 桁の数字を ASCII 文字の 10 進数と見なし、該当する ASCII 文

字を指定します。 

例） 「37」：「%」と指定します。 

「65」：「A」と指定します。 

「979899」：「abc」と指定します。

❏ データが '{' で、直後のデータが以下に該当しない場合、エラーになります。

制御キャ ラ ク タ
HRI 文字

制御キャ ラ ク タ
HRI 文字

制御キャ ラ ク タ
HRI 文字

ASCII 16 進数 ASCII 16 進数 ASCII 16 進数

NULL 00 ■ U VT 0B ■ K SYN 16 ■ V

SOH 01 ■ A FF 0C ■ L ETB 17 ■ W

STX 02 ■ B CR 0D ■ M CAN 18 ■ X

ETX 03 ■ C SO 0E ■ N EM 19 ■ Y

EOT 04 ■ D SI 0F ■ O SUB 1A ■ Z

ENQ 05 ■ E DLE 10 ■ P ESC 1B ■ A

ACK 06 ■ F DC1 11 ■ Q FS 1C ■ B

BEL 07 ■ G DC2 12 ■ R GS 1D ■ C

BS 08 ■ H DC3 13 ■ S RS 1E ■ D

HT 09 ■ I DC4 14 ■ T US 1F ■ E

LF 0A ■ J NAK 15 ■ U DEL 7F ■ F

制御キャ ラ ク タ ASCII 制御キャ ラ ク タ ASCII 制御キャ ラ ク タ ASCII

SHIFT {S CODE C {C FNC3 {3

CODE A {A FNC1 {1 FNC4 {4

CODE B {B FNC2 {2 '{' {{
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❏ 特殊キャラクタの HRI 文字は、以下ように表現されます。

GS1-128

❏ 2 ～ 255 桁のデータを指定してください。

❏ アプリケーション識別子の区切りを()で区別します。 （HRI文字として印字されますが、エンコードはされません。）

❏ スタートコード（CODE A、CODE B、CODE C）、ストップコードは自動的に付加されます。

❏ スタートコードの次のシンボルキャラクタ FNC1 は自動的に付加されます。

❏ '*' を指定すると、チェックディジットを自動計算して '*' に置き換えられます。

❏ アプリケーション識別子は、連続した 2 桁の数値を指定する必要があります。正しく指定されていない場合、エ

ラーになります。

❏ アプリケーション識別子が (01) の場合、データの 14 桁目はチェックディジットになりますが、チェックディジッ

トが指定された場合は検算されません。14 桁目が '*' の場合、チェックディジットを自動計算して '*' に置き換え

られます。

❏ 特殊キャラクタは '{' と直後の 1 文字を組み合わせて表現されます。

❏ データが '{' で、直後のデータが以下に該当しない場合、エラーになります。

制御キャ ラ ク タ HRI 文字

SHIFT 印字し ない

CODE A/B/C 印字し ない

FNC1 ～ 4 スペースを印字

制御キャ ラ ク タ (00h ～ 1Fh, 7Fh) スペースを印字

制御キャ ラ ク タ ASCII HRI 文字

制御文字 （00h ～ 1Fh および 7Fh） スペースを印字

FNC1 {1 スペースを印字

FNC3 {3 スペースを印字

'{' {{ { を印字

'(' {( ( を印字

')' {) ) を印字

'*' {* * を印字

アプ リ ケーシ ョ ン識別子の左カ ッ コ ( ( を印字

アプ リ ケーシ ョ ン識別子の右カ ッ コ ) ) を印字

チ ェ ッ ク デ ィ ジ ッ ト 位置 * チェ ッ ク デ ィ ジ ッ ト を印字
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GS1-128M

❏ 38 ～ 66 桁のデータを指定してください。

❏ アプリケーション識別子の区切りを()で区別します。 （HRI文字として印字されますが、エンコードはされません。）

❏ スタートコード（CODE A、CODE B、CODE C）、ストップコードは自動的に付加されます。

❏ スタートコードの次のシンボルキャラクタ FNC1 は自動的に付加されます。

❏ アプリケーション識別子 (30) に続くデータの最後に FNC1 が存在しない場合、FNC1 自動的に付加されます。

❏ アプリケーション識別子 (10) または (21) に続くデータの最後に、FNC1は不要なため、FNC1が存在した場合は

エラーになります。

❏ アプリケーション識別子が (01) の場合、データ部の 14 桁目はチェックディジットになりますが、チェックディ

ジットが指定された場合、検算されません。14 桁目が '*' の場合、チェックディジットを自動計算し、'*' に置き

換えられます。

❏ データが { で直後のデータが 1 でない場合、エラーになります。

❏ 特殊キャラクタは以下の形式で指定してください。

❏ 以下のフォーマットに従っていない場合はエラーになります。

GS1 DataBar オムニデ ィ レ クシ ョ ナル / GS1 DataBar ト ランケー ト  
 / GS1 DataBar リ ミ テ ッ ド

❏ 先頭のアプリケーション識別子 01 はデータに含めません。

❏ HRI 文字印刷時に、先頭のアプリケーション識別子 01 は、梱包識別コードの前に "(01)" と印字されます。

❏ チェックディジットをバーコードデータに付加する必要はありません。

❏ HRI 文字印刷時に、チェックディジットは商品コードの後に印字されます。

❏ GS1 DataBar リミテッドの場合、先頭 1 桁は '0' か '1' を指定してください。

制御キャ ラ ク タ ASCII HRI 文字

FNC1 {1 スペースを印字

アプ リ ケーシ ョ ン識別子の左カ ッ コ ( ( を印字

アプ リ ケーシ ョ ン識別子の右カ ッ コ ) ) を印字

チ ェ ッ ク デ ィ ジ ッ ト 位置 * チェ ッ ク デ ィ ジ ッ ト を印字

アプ リ ケーシ ョ ン識別子 フ ォーマッ ト

01 数字 14 桁

10 英数字 1 ～ 20 桁

17 数字 6 桁 (YYMMDD)

21 英数字 1 ～ 20 桁

30 数字 1 ～ 8 桁
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GS1 DataBar エクスバンデッ ド M

❏ 38 ～ 66 桁（'*' を含まない数）のデータを指定してください。

❏ アプリケーション識別子の区切りを()で区別します。 （HRI文字として印字されますが、エンコードはされません。）

❏ アプリケーション識別子 (10) あるいは (21) の前に FNC1 が存在しない場合、FNC1 が自動的に付加されます。

❏ アプリケーション識別子 (30) に続くデータの最後に FNC1 が存在しない場合、FNC1 が自動的に付加されます。

❏ アプリケーション識別子(10)または(21)に続くデータの最後にFNC1は不要なため、FNC1が存在した場合、エ

ラーになります。

❏ アプリケーション識別子が (01) の場合、データ部の 14 桁目はチェックディジットになりますが、チェックディ

ジットが正しくない場合はエラーになります。 

（GS1-128 とは異なり、'*' によるチェックディジットの自動計算と付加はされません。）

❏ '*' は読み飛ばします。

❏ データが { で直後のデータが 1 でない場合、エラーになります。

❏ 特殊キャラクタは以下の形式で指定してください。

GS1 DataBar エクスバンデッ ド

❏ 2 ～ 255 桁のデータを指定してください。

❏ アプリケーション識別子の区切りを()で区別します。 （HRI文字として印字されますが、エンコードはされません。）

❏ データに必ず、すべてのアプリケーション識別子を含めてください。

❏ 指定されたデータから、アプリケーション識別子、左カッコ、右カッコ、'*' を削除した最初データが 01 の場合、

01 の次から数えて 14 桁目をチェックディジットとしてチェックされます。正しくない場合、エラーになります。

❏ 01 の次からのデータが 14 桁未満の場合、チェックディジットをチェックされません。 

（GS1-128 とは異なり、文字 '*' によるチェックディジットの自動計算と付加はされません。'*' を指定した場合、

'*' は無視され、以降のデータは 1 桁ずつシフトされます。）

❏ 特殊キャラクタは以下の形式で指定してください。

制御キャ ラ ク タ ASCII HRI 文字

FNC1 {1 印字し ない

'(' {( ( を印字

')' {) ) を印字

アプ リ ケーシ ョ ン識別子の左カ ッ コ ( ( を印字

アプ リ ケーシ ョ ン識別子の右カ ッ コ ) ) を印字

'*' {* * を印字

読み飛ば し文字 * 印字し ない

制御キャ ラ ク タ ASCII HRI 文字

FNC1 {1 印字し ない

アプ リ ケーシ ョ ン識別子の左カ ッ コ ( ( を印字

アプ リ ケーシ ョ ン識別子の右カ ッ コ ) ) を印字

'*' {* エラー

読み飛ば し文字 * 印字し ない
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印刷方法
印刷データに、設定したバーコードフォント、指定ポイント、言語を指定し、印刷します。

バーコー ド の フ ォ ン ト サイ ズは、[ 指定ポイ ン ト ] の値から変更でき ません。 それ以外の値を指定

する と、 バーコ ー ド は印刷されません。
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バー コ ー ド をシアン単色で印刷する方法
印刷したバーコードが読み取りにくい場合、シアン単色で印刷する設定にします。

1 [ 基本設定 ] タブの [ 印刷設定 ]-[ 色補正 ] を [ 詳細設定 ] に選択します。

2 [ 設定 ] ボタンをクリックします。

「詳細設定」画面が表示されます。

3 [ 色補正なし ] を選択します。

4 [ バーコード / 2 次元シンボルをシアン単色で印刷する ] にチェックします。

5 [ 閉じる ] ボタンをクリックします。

お客様の使用環境によ っては読み取れない場合があ り ます。 ご確認の う えご使用 く だ さ い。

① ②

③

④

⑤
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2 次元シンボル印刷

プリンタードライバーは、2 次元シンボルフォントを内蔵しています。アプリケーション側で 2 次元シンボルを生

成しなくても、2 次元シンボルを印刷できます。

2 次元シンボルフ ォ ン ト の設定
2 次元シンボルの印刷設定は、[ ドライバユーティリティ] タブの [ バーコード / 2 次元シンボル設定 ] で行います。

1 以下の設定を行います。

バーコード /

2 次元シンボルフ ォン ト 設定
説明

表示 [2 次元シ ンボル ] を選択し ます。

フ ォ ン ト 名 任意の文字列を入力し ます。 これが 2 次元シ ンボルフ ォ ン ト 名にな

り ます。 入力でき る文字は ASCII のみです。

タ イ プ 2 次元シ ンボルの タ イ プを選択し ます。 

選択し タ イ プによ り 、 表示される設定項目が切 り 替わ り ます。

回転指定 2 次元シ ンボルを回転させて印刷する と きに選択し ます。

Hex 入力モー ド 2 次元シ ンボルにするデータ を Hex 入力モー ド で指定する と きは、 

チェ ッ ク し ます。
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2 選択した [ タイプ ] により、設定をします。

 PDF417

 QRCode

 MaxiCode

Composite コ ンポジ ッ ト シ ンボルつきの 2 次元シ ンボルを印刷する と きは、 

チェ ッ ク し ます。

コ ンポジ ッ ト シ ンボルに指定するデータ と 2 次元シ ンボルに指定す

るデータ は、 「\ |」 または 「| \」 で区切 り ます。 データ は、 コ ンポジ ッ  

ト シ ンボル、 2 次元シ ンボルの順に記載し ます。

入力例 ： 1234567890\ |012345678905

Quiet Zone をつける 2 次元シ ンボルの左右に、2 次元シ ンボルの読み込みに必要な空白を

作る と きは、 チェ ッ ク し ます。

2 次元シ ンボルの印刷位置は、 余白の量だけ移動し ます。

項目 設定内容

桁数 PDF417 の桁数を入力し ます。

モジ ュール幅 PDF417 のモジ ュール幅を設定し ます。

モジ ュール高さ PDF417 のモジ ュール高さ を、 モジ ュール幅に対する比率で設定し ます。

ト ラ ンケーシ ョ ン シ ンボル PDF417 のス ト ッ プ コ ー ド を省いたシ ンボルを作成する と きは、 チ ェ ッ ク

し ます。

エラー訂正レベル PDF417 のエラー訂正レベルを選択し ます。 シ ンボルの一部が破損し て も

データ を読み取る こ と ができ、 数字が大きいほど復元率が高 く な り ます。

項目 設定内容

モデル QRCode モデルを選択し ます。

エラー訂正レベル QRCode のエラー訂正レベルを選択し ます。 

シ ンボルの一部が破損し て も データ を読み取る こ と ができ、 レベル L、 M、

Q、 H の順に復元率が高 く な り ます。

モジ ュール幅 QRCode モデルのセル ( モジ ュール ) の設定を し ます。

バージ ョ ン QRCode のバージ ョ ン を指定し ます。QRCode のバージ ョ ンによ って 2 次元

シ ンボルにでき る文字数が異な り ます。

項目 設定内容

モー ド MaxiCode のモー ド を選択し ます。[ モー ド 2]、[ モー ド 3] を選択する場合、

[Hex 入力モー ド ] をチェ ッ ク し ます。

バーコード /

2 次元シンボルフ ォン ト 設定
説明
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 GS1 DataBar の設定

 AztecCode の設定

 DataMatrix の設定

 DataMatrix（長方形）の設定

項目 設定内容

モジ ュール幅 GS1 DataBar のモジ ュール幅を設定し ます。

最大幅 GS1 DataBar の最大幅を設定し ます。

項目 設定内容

タ イ プ AztecCode の タ イ プを選択し ます。

レ イヤーの数 AztecCode の レ イヤー数を指定し ます。 

[ 最小化する ] ： 自動的に最小の レ イヤー数に最適化し ます。 

[ サイ ズを指定する ] ： 入力ボ ッ ク スで指定し た レ イヤー数に し ます。

セルのサイ ズ AztecCode のセル ( モジ ュール ) のサイ ズを設定し ます。

エラー訂正領域 AztecCode のエラー訂正領域を以下の ど ち らかで指定し ます。

シ ンボルの一部が破損し て も データ を読み取る こ と ができ、数字が大きいほど

復元率が高 く な り ます。

[ デフ ォル ト 値 ] ： デフ ォル ト 値は 23%+3 コー ド ワー ド です。 

[パーセンテージで指定する]：エラー訂正領域を入力ボ ッ ク スに入力し た 

パーセンテージで指定し ます。

項目 設定内容

セルのサイ ズ DataMatrix のセル ( モジ ュール ) のサイ ズを設定し ます。

セルの数 DataMatrix のセルの数を指定し ます。 

[ 最小化する ] ： 自動的に最小のセルの数に最適化し ます。 

[ サイ ズを指定する ] ： 選択し たサイ ズに設定し ます。

項目 設定内容

セルのサイ ズ DataMatrix のセル ( モジ ュール ) のサイ ズを設定し ます。

縦方向のセルの数 DataMatrix の縦方向のセルの数を指定し ます。

横方向のセルの数 DataMatrix の横方向のセルの数を指定し ます。 

[ 最小化する ] ： 自動的に最小のセルの数に最適化し ます。 

[ サイ ズを指定する ] ： 選択し たサイ ズに設定し ます。
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❏ 以下は、2 次元シンボルのモジュールの推奨値です。

• バーコード / 2 次元シンボルフォント設定の推奨値（スタック型 2 次元シンボル）

-：保証外

*1：2 次元シンボルが紙送りをまたぐかまたがないかは、印刷プレビュー機能の [ 紙送り位置表示 ] - [ 印刷プレ  

ビューに表示する ] で確認できます。印刷プレビュー機能については、83 ページ「印刷プレビュー」を参照し

てください。

*2：PDF417 を使用する場合、指定してください。

• バーコード / 2 次元シンボルフォント設定の推奨値（マトリックス型 2 次元シンボル）

シンボル 用紙種類
印刷

品質

印刷状況

（*1）

モジュ

ール

高さ

（*2）

最小ﾓｼﾞｭｰﾙ [360 dpi 単位 ]

ANSI グ

レード

D 以上

ANSI グ

レード

C 以上

ANSI グ

レード

B 以上

PDF417,

GS1 DataBar ｽﾀｯｸ ,

GS1 DataBar ｽﾀｯｸ ・

ｵﾑﾆﾃﾞｨﾚｸｼｮﾅﾙ ,

GS1 DataBar 

ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞ・ｽﾀｯｸ ,

普通紙

普通紙ラベル

速い

紙送 り をまた

がない場合

3

6 dot - -

紙送 り をまた

ぐ場合
6 dot - -

きれい

紙送 り をまた

がない場合
6 dot - -

紙送 り をまた

ぐ場合
6 dot - -

フ ァ イ ン紙

フ ァ イ ン紙ラベル

合成紙ラベル

PET フ ィ ルム

リ ス ト バン ド

速い

紙送 り をまた

がない場合
4 dot - -

紙送 り をまた

ぐ場合
4 dot - -

きれい

紙送 り をまた

がない場合
4 dot - -

紙送 り をまた

ぐ場合
4 dot - -
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-：保証外

*1：2 次元シンボルが紙送りをまたぐかまたがないかは、印刷プレビュー機能の [ 紙送り位置表示 ] - [ 印刷プレ  

ビューに表示する ] で確認できます。印刷プレビュー機能については、83 ページ「印刷プレビュー」を参照し

てください。

*2：QR Code のみ確認しています。

3 [ 追加 ] をクリックします。

設定した 2 次元シンボルフォントが登録され、フォントリストにフォント名が追加されます。

シンボル 用紙種類
印刷

品質

印刷状況

（*1）

最小ｾﾙｻｲｽﾞ [360 dpi 単位 ]

ANSI グ

レード

D 以上

ANSI グ

レード

C 以上

ANSI グ

レード

B 以上

QR Code,

DataMatrix,

普通紙

普通紙ラベル

速い
紙送 り をまたがない場合 6 dot - -

紙送 り をまた ぐ場合 8 dot - -

きれい
紙送 り をまたがない場合 6 dot - -

紙送 り をまた ぐ場合 8 dot - -

フ ァ イ ン紙

フ ァ イ ン紙ラベル

合成紙ラベル

PET フ ィ ルム

リ ス ト バン ド

速い
紙送 り をまたがない場合 5 dot 6 dot （*2）

紙送 り をまた ぐ場合 6 dot 7 dot -

きれい
紙送 り をまたがない場合 5 dot 6 dot （*2）

紙送 り をまた ぐ場合 6 dot 7 dot -

 2 次元シンボルフォントは、30 個まで登録できます。

 フォントリストのフォント名を選択し、設定を変更してから [ 保存 ] をクリックすると、設定し

た 2 次元シンボルフォントの設定を上書き保存できます。

 フォントリストのフォント名を選択し、[削除]をクリックすると、設定した2次元シンボルフォ

ントを削除できます。

 [ テスト印刷 ] の入力ボックスにテキストを入力し、[ 印刷 ] をクリックすると、設定内容に従っ

てテスト印刷が行われます。
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2 次元シンボルデー タの指定方法
2 次元シンボルデータは以下を参照して指定してください。

PDF417

❏ 桁数と段数が 0 の場合、自動計算されます。

❏ 0 以外を指定する場合、桁数と段数の積が 928 以下になるように指定してください。

QRCode

❏ 指定されたバージョンよってサイズが決定されます。指定されたバージョンに収まらない場合、収まるバージョ

ンに自動的に変更されます。

MaxiCode

❏ モード 2 か 3 の場合のヘッダー、2 次メッセージは省略できます。

❏ 特殊キャラクタは以下の形式で指定してください。

GS1 DataBar スタ ッ ク / GS1 DataBar スタ ッ ク・オムニデ ィ レ クシ ョ ナル

❏ データは 13 桁まで指定できます。

❏ データの先頭にアプリケーション識別子 01 を含めないでください。

❏ データにチェックディジットを付加する必要はありません。

GS1 DataBar エクスバンデッ ド・スタ ッ ク

❏ GS1 DataBar エクスバンデッドを多段シンボルにしたものです。データの指定方法は GS1 DataBar エクスバ    

ンデッドと同じです。( 詳細は 70 ページ「GS1 DataBar エクスバンデッド」を参照 )

AztecCode

❏ フルレンジモードとコンパクトモードをサポートしています。

DataMatrix

❏ ECC200 バージョンの正方形および長方形をサポートしています。

コ ンポジ ッ ト シ ンボル と HRI 文字については、 65 ページ 「バーコー ド データ の指定方法」 を参照

し て く だ さ い。

制御キャ ラ ク タ 16 進数表記

SHIFT 0x7B,0x53

CODE B 0x7B,0x42

CODE C 0x7B,0x43

FNC1 0x7B,0x31

FNC2 0x7B,0x32

FNC3 0x7B,0x33

FNC4 0x7B,0x34
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印刷方法
印刷データに、設定した 2 次元シンボルフォント、指定ポイント、言語を指定し、印刷します。

2 次元シンボルをシアン単色で印刷する方法
印刷した 2 次元シンボルが読み取りにくい場合、シアン単色で印刷する設定にします。 

詳細は、72 ページ「バーコードをシアン単色で印刷する方法」を参照してください。

2 次元シ ンボルのフ ォ ン ト サイ ズは、 [ 指定ポイ ン ト ] の値から変更できません。 それ以外の値を

指定する と、 2 次元シ ンボルは印刷されません。
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.NET 環境でバーコー ド /2 次元シンボル印刷

.NET Framework は、True Type フォントと Open Type フォントだけをサポートしているため、アプリケーショ       

ンから、プリンタードライバーに登録されたバーコード /2 次元シンボルフォントを印刷できません。このため、プ

リンタードライバーのフォント置き換え機能を使って、True Type フォントをバーコード /2 次元シンボルフォン  

トに置き換えます。これにより .NET Framework 環境のアプリケーションからでも、バーコード /2 次元シンボル 

フォントを印刷できます。

アプリケーションの印刷データはTrueType フォント名ですが、印刷するとバーコード/2次元シンボルになります。

フ ォ ン ト の置き換え
フォントの置き換えは、[ ドライバユーティリティ ] タブの [ フォントの置き換え ] で行います。

1 以下の設定を行います。

 置き換える TrueType フォント

置き換え元の [TrueType フ ォ ン ト ] を選択し ます。

 置き換え先フォント

置き換え る先のバーコー ド /2 次元シ ンボルを選択し ます。

2 [OK] をクリックします。 

TrueType フォントが、バーコード /2 次元シンボルに置き換えられます。
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バーコー ド /2 次元シンボルの印刷
印刷データに、バーコード /2 次元シンボルフォントに置き換えた TrueType フォント、指定されたポイント数 、言 

語を指定します。

 バーコード /2 次元シンボルのポイント数は決められています。 [ ドライバユーティリティ ]-[ 

バーコード /2 次元シンボル設定 ] で確認してください。 それ以外の値を指定すると、バーコー 

ド /2 次元シンボルは印刷しません。

 置き換え元のTrueTypeフォントは、バーコード/2次元シンボルの指定以外は使用できません。

このフォントで他の文字を指定しても印刷しません。そのため、置き換えフォントには印刷に

使用しないフォントを選択してください。
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プリ ンター ド ライバーの機能

プリンタードライバーには、[ 基本設定 ]、[ ページ設定 ]、[ ドライバユーティリティ]、[ プリンターユーティリティ] 

のタブがあり、それぞれのタブで各種設定、調整が行えます。

[ 基本設定 ] タブ

お気に入り

あらかじめ登録した印刷設定をリストから選択します。これが印刷時の初期値になります。[ 初期設定 ] を選択する

と、プリンタードライバーをインストールしたときの設定に戻せます。

印刷設定

用紙種類、用紙レイアウト、印刷品質、色補正の設定を行います。

用紙レイアウトには、ユーザー定義用紙を登録できます。

印刷品質は「速い」「きれい」から選択できます。印刷の解像度は以下のとおりです。

給紙・節約設定

給紙方法、ロール紙節約、ロール紙オプションの設定を行います。

印刷後用紙動作設定

印刷後のオートカット動作、紙送り動作の設定を行います。

設定の必要な場合にオートと紙送りの設定をします。設定の不要な条件 ( レシート / 全面ラベルは、自動的にオート

カットするなど ) ではグレーアウトします。

印刷終了ブザー設定

印刷終了時のブザー設定を行います。

インク残量表示

インク残量が表示されます。

用紙 印刷品質
解像度 (dpi)

( 横 x 縦 )

普通紙

普通紙ラベル

速い 360 x 180

きれい 360 x 360

その他の用紙
速い 360 x 360

きれい 720 x 360
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印刷プレビ ュー

チェックすると、アプリケーションから印刷したときに印刷プレビュー画面が表示され、印刷前に印刷結果のイメー

ジを確認できます。

2 次元シンボルを印刷する場合などに、紙送り位置をまたぐかどうかを確認できます。

「紙送り位置表示」では、以下の設定ができます。

2 次元シ ンボルの読み取 り 率向上のため、 2 次元シ ンボルが紙送 り 位置をまたがないよ う に印刷

する こ と をお勧め し ます。

項目 説明

紙送 り 位置表示

紙送 り 位置の表示 紙送 り 位置を印刷プ レ ビ ュー画面に表示し ます。

初期値は 「表示」 し ます。

紙送 り 位置を印刷 紙送 り 位置を印刷し ます。

初期値は 「し ない」 です。

紙送 り 位置

紙送 り を

また ぐ状態
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[ ページ設定 ] タブ

お気に入り

あらかじめ登録した印刷設定をリストから選択します。これが印刷時の初期値になります。[ 初期設定 ] を選択する

と、プリンタードライバーをインストールしたときの設定に戻せます。

印刷方向

印刷方向 ( 縦、横、180 度回転 ) の設定を行います。

印刷部数

印刷部数の設定を行います。

レ イアウ ト

印刷位置の調整を行います。

プラテン吸引力手動設定

チェックすると、[ 調整 ] が実表示になります。[ 調整 ] をクリックすると、[ プラテン吸引力手動設定 ] 画面が表示

され、プラテン吸引力を調整できます。チェックを外すと、あらかじめ設定されている初期設定値の吸引力が設定さ

れます。すでに工場出荷時に調整されています。通常お客様に調整していただく必要はありません。 

スタンプマーク

チェックすると、印刷データに画像や「重要」などのテキストを重ねて印刷できます。

[ プ リ ン タユーテ ィ リ テ ィ ] タ ブの [ 印刷開始位置調整 ] と は異な り 、 印刷ジ ョ ブご と に調整する

機能です。 用紙の特質 ( ブラ ッ ク マーク の色が薄いなど ) に応じ て調整し ます。

[ 基本設定 ] タ ブの [ ロ ール紙節約 ] が節約な し に設定されていない と、 チェ ッ ク ボ ッ ク スが 

グ レーア ウ ト し ます。

ス タ ン プマーク は印刷データ の前面に印刷されるため、バーコー ド と ス タ ン プマーク が重なる と、 

バーコ ー ド が読み込めな く な り ます。
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[ ド ライバユーテ ィ リ テ ィ] タブ

バーコード /2 次元シンボル設定

バーコード /2 次元シンボルフォントを設定します。この設定はユーザー定義情報です。

フ ォン ト の置き換え

.NET 環境で TrueType フォントをバーコードフォント / 2 次元シンボルフォントに置き換える設定を行います。

ド ラ イバの動作設定

プリンタードライバーの動作に関する各種機能 ( 印刷の速度や進捗表示など ) を設定できます。

EPSON ログフ ァ イルの設定

障害発生時などに迅速な解析が行えるようにログの保存方法を設定できます。

この内容については、弊社までお問い合わせください。

EPSON プ リ ンタウ ィ ン ド ウ !3

印刷時に EPSON プリンタウィンドウ !3 の画面が自動表示され、プリンターの現在の状態、インク残量、エラー状

態などを確認できます。

モニタ リ ング機能の設定

プリンターのエラーが発生したときに、EPSON プリンタウィンドウ !3 が表示します。

致命的なエラーの通知設定

EPSON プリンタウィンドウ !3 を使用していない場合でも、プリンターの致命的なエラーが発生した時に、画面を

表示することができます。

設定の書き出し / 取り込み

プリンタードライバーのすべての設定をファイルとして書き出したり、取り込んだりできます。

バーコー ド 印刷、 2 次元シ ンボル印刷の操作手順は、 62 ページ 「バーコー ド 印刷」、 73 ページ 「2

次元シ ンボル印刷」 を参照し て く だ さ い。

.NET 環境で、 バーコー ド  / 2 次元シ ンボルフ ォ ン ト を印刷する場合に設定し ます。 

TrueType フ ォ ン ト の 1 つを、 バーコー ド  / 2 次元シ ンボルフ ォ ン ト 印刷専用に指定し ます。

[ ド ラ イバの動作設定 ] 画面の [EPSON プ リ ン タ ウ ィ ン ド ウ !3 を使用する ] にチェ ッ ク が外れてい

る と、 表示されません。 

[ ド ラ イバの動作設定 ] 画面の [EPSON プ リ ン タ ウ ィ ン ド ウ !3 を使用する ] にチェ ッ ク が外れてい

る と、 表示されません。 

 [ドライバの動作設定] 画面の [EPSONプリンタウィンドウ!3 を使用する] がチェックされてい    

ると、表示しません。

 「管理者 ./ Administrator グループのメンバ、権限の昇格を行ったユーザーおよび、Windows XP   

の Power User グループのメンバ」は、致命的なエラーの通知設定を変更できます。
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[ プリ ンタユーテ ィ リ テ ィ] タブ
この項目は、プリンターに設定を行います。

印刷動作モードの設定

印刷動作モードの設定、ドット抜け発生時にドキュメントに印刷する無効画像の登録、無効画像のテスト印刷が行え

ます。

印刷動作モードの設定には、以下の種類があります。

 誤色なしモード： 紙送り方向の隣接 2 ドット以上、または任意の 3 ドット以上のドット

抜けが発生した場合に、オートヘッドクリーニングを実行します。

 誤読なしモード： ドット抜けが発生すると、オートヘッドクリーニングを実行します。

 高信頼性モード ( 再印刷実行選択 ) / エコノミーモード ( 再印刷実行選択 )： 

ドット抜けが発生すると、EPSON プリンタウィンドウ !3 が表示さ

れ、次の動作をお客様で選択できます。選択できる動作は、[ 印刷再

開 ]( 次のデータを印刷 ) と [ 再印刷 ]( オートヘッドクリーニングして

ドット抜け解消後に再印刷 ) です。

 高信頼性モード ( 無効 (Void) 画像印刷 ) / エコノミーモード ( 無効 (Void) 画像印刷 )： 

ドット抜けが発生すると、ドット抜けが発生したことを示す画像を印

刷し、同じデータを再度印刷します。無効画像印刷時に用紙高さが 

1 インチ以下の場合、無効画像の上端がカットされて印刷されます。

通知設定

エラー発生時のブザーのオン / オフ、インク残量が少なくなったときの「プリンター状態表示」ユーティリティー  

への表示設定、用紙違いの通知設定を行います。

パネルボタンの設定

パネルスイッチの、カットボタン、および紙送りボタンの有効 / 無効を設定します。

用紙位置検出設定

印刷する用紙の種類に応じて、プリンターの用紙位置検出設定をします。

用紙頭出し動作設定

電源投入時、カバークローズ時の用紙頭出しおよびオートカット動作を設定します。

センサー調整

ラベル間ギャップやブラックマークを検出するセンサーを調整します。

 [高信頼性モード(無効(Void)画像印刷)]および[エコノミーモード(無効(Void)画像印刷)]は、[ドラ

イバユーティリティ ] タブの [ ドライバの動作設定 ] 画面の [EPSON プリンタウィンドウ !3 を

使用する ] にチェックがついていないと、設定できません。

 誤色なしモードに設定した場合、誤読となるドット抜けが発生する可能性があります。誤読と

なるドット抜けを発生させたくないときは、誤読なしモードまたは高信頼性モードの使用をお

勧めします。

プ リ ン ターの設定と用紙の種類が適合し ない と印刷ができず、 用紙エラーが発生し ます。 こ こ の

調整は、 145 ページ 「用紙位置検出の設定」 を参照し て く だ さ い。
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マニュアルヘッ ド ク リ ーニング

お客様が、ヘッドクリーニングを行えます。クリーニングの結果は、ノズルチェックパターン印刷で確認できます。

ノズルチェ ッ ク

プリントヘッドの目詰まりを確認するパターンを印刷します。

紙送り量調整

カット位置や印刷位置の紙送り調整をします。印刷結果のカット位置や印刷位置がズレている場合に調整します。

ギャ ップ調整

縦罫線やバーコードのズレと紙送りのズレを調整します。

製品に同梱されているロール紙で、調整量を確認するための機能です。工場出荷時には調整されていますので、通常

お客様に調整していただく必要はありません。

印刷基準位置調整

同梱されているロール紙で、頭出し位置、打ち出し位置を調整します。工場出荷時には調整されていますので、通常

お客様に調整していただく必要はありません。 

動作時間の設定

データの待機時間やプラテン吸引動作の休止時間を設定します。

マニュアルヘッ ド ク リ ーニングの操作手順は、 146 ページ 「マニュアルヘッ ド ク リ ーニング」 を

参照し て く だ さ い。
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プリンタードライバーの設定

プリンタードライバーでは以下の機能を設定できます。

プ リ ンターの設定

 印刷動作モードの設定

 通知設定

 用紙頭出し動作設定

 用紙位置検出設定

 パネルボタンの設定

 センサー調整

プ リ ンタード ラ イバーの設定

 EPSON プリンタウィンドウ !3 の設定

 印刷後用紙動作設定

 リストバンドを使用する場合の設定

印刷動作モー ドの設定

印刷動作モードの設定には以下のモードがあります。（初期設定では [ 誤読なしモード ] に設定されています。初期

設定で使用する場合、設定の必要はありません）

 高信頼性モード（無効（Void）画像印刷）

 高信頼性モード（再印刷実行選択）

 エコノミーモード（無効（Void）画像印刷）

 エコノミーモード（再印刷実行選択）

 誤読なしモード

 誤色なしモード

（各モードの詳細は 14 ページ「印刷動作モード」を参照してください）

モー ドの設定方法

1 プリンターの電源を入れます。

2 プリンタードライバーを表示します。

( プリンタードライバーの表示方法は、57 ページ「プリンタードライバーの使い方」を参照してください )

3 [ プリンタユーティリティ ] タブを選択し、[ 印刷動作モードの設定 ] をクリックします。
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5

4 「印刷動作モードの設定」画面が表示されます。[ 印刷動作モードの設定 ] を選択し、[ 次へ

] ボタンをクリックします。

5 設定モードを選択します。モードを選択後、[ 次へ ] ボタンをクリックします。

6 設定が完了します。[OK] ボタンをクリックし終了します。
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無効 (Void) 画像の登録
高信頼性モード ( 無効 (Void) 画像印刷 ) およびエコノミーモード ( 無効 (Void) 画像印刷 ) では、ドット抜けが発生

した場合に印刷する画像を指定できます。初期設定では高さ 25.4 mm の黒ベタ印刷です。無効 (Void) 画像の変更 

できます。

1 プリンターの電源を入れます。

2 プリンタードライバーを表示します。

( プリンタードライバーの表示方法は、57 ページ「プリンタードライバーの使い方」を参照してください )

3 [ プリンタユーティリティ ] タブを選択し、[ 印刷動作モードの設定 ] をクリックします。

4 「印刷動作モードの設定」画面が表示されます。[ 無効 (Void) 画像の登録 ] を選択し、[ 次へ

] ボタンをクリックします。

5 [ 参照 ] ボタンをクリックし、印刷する画像を選択します。[ 登録 ] ボタンをクリックし、印

刷する画像を登録します。

無効 (Void) 画像と し て登録でき るのは、 幅 737 pixel、 高さ 78 pixel 以上 180 pixel 以下の   

ビ ッ ト マ ッ プ画像です。
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5

6 無効 (Void) 画像の登録が完了します。[OK] ボタンをクリックします。
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無効 (Void) 画像のテス ト印刷
高信頼性モード ( 無効 (Void) 画像印刷 ) およびエコノミーモード ( 無効 (Void) 画像印刷 ) で、ドット抜けが発生し

た場合に印刷する画像をテスト印刷します。

1 プリンターの電源を入れます。

2 プリンタードライバーを表示します。

( プリンタードライバーの表示方法は、57 ページ「プリンタードライバーの使い方」を参照してください )

3 [ プリンタユーティリティ ] タブを選択し、[ 印刷動作モードの設定 ] をクリックします。

4 [ 無効 (Void) 画像のテスト印刷 ] を選択し、[ 次へ ] ボタンをクリックします。

5 [ テスト印刷 ] ボタンをクリックし、テスト印刷を開始します。

[ キャンセル ] ボタンをクリックすると、テスト印刷しないで終了します。
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5

6 テスト印刷が完了します。[OK] ボタンをクリックし終了します。
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通知設定

以下の通知設定をします。

 エラー発生時のブザー通知設定 

エラーが発生したとき、ブザーを鳴らすか / 鳴らさないか設定します。（初期設定は [ 鳴らす ] になっています。

初期設定で使用する場合、設定の必要はありません）

 インク残量少 LED 通知設定 

サポートしていません。

 用紙違い通知設定 

用紙サイズエラーを検出するか設定します。エラーを検出すると、「プリンター状態表示」ユーティリティーに表

示し、EPSON プリンタウィンドウ !3 を起動している場合、エラー通知します。（初期設定は [ エラー通知しな

い ] になっています。初期設定で使用する場合、設定の必要はありません）

設定方法は以下のとおりです。

1 プリンターの電源を入れます。

2 プリンタードライバーを表示します。

( プリンタードライバーの表示方法は、57 ページ「プリンタードライバーの使い方」を参照してください )

3 [ プリンタユーティリティ ] タブを選択し、[ 通知設定 ] をクリックします。

4 「通知設定」画面が表示されます。設定する項目選択し、[ 次へ ] ボタンをクリックします。

5 通知方法を設定し、[OK] ボタンをクリックします。

[ キャンセル ] ボタンをクリックすると、設定を変更しないで画面を終了します。

エラー発生時のブザー通知設定 用紙違い通知設定
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5

6 設定が完了します。[OK] ボタンをクリックし終了します。
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用紙頭出し動作設定

プリンターの電源が入った時 / 用紙カバークローズ時の、用紙頭出し動作の設定をします。 

プリンターの電源が入った時 / 用紙カバークローズ時の、用紙頭出し動作には以下の種類があります。（初期設定は

[ 用紙頭出し動作あり（カットあり）] になっています。初期設定で使用する場合、設定の必要はありません）

1 プリンターの電源を入れます。

2 プリンタードライバーを表示します。

( プリンタードライバーの表示方法は、57 ページ「プリンタードライバーの使い方」を参照してください )

3 [ プリンタユーティリティ ] タブを選択し、[ 用紙頭出し動作設定 ] をクリックします。

4 「用紙頭出し動作設定」画面が表示されます。設定する項目を選択し、[ 次へ ] ボタンをク

リックします。

設定 内容
電源を

入れたと き

ロール紙

カバーを閉

めたと き

用紙頭出し動作あ り

（カ ッ ト あ り ）

用紙位置検出設定がブ ラ ッ ク マーク検出／ラベル間ギャ ッ

プ検出の場合、 電源投入時にブ ラ ッ ク マーク検出器、 も し

く はラベル検出器に よ り 、 ブ ラ ッ ク マーク上端／ラベル上

端を検出し、 頭出し を し ます。

位置検出な し の場合、 一定量の紙送 り を し ます。 終了後に

オー ト カ ッ ト を行い、 待機状態にな り ます。

○ ○

用紙頭出し動作あ り

（カ ッ ト な し）

用紙位置検出設定がブ ラ ッ ク マーク検出／ラベル間ギャ ッ

プ検出の場合、 電源投入時にブ ラ ッ ク マーク検出器、 も し

く はラベル検出器に よ り 、 ブ ラ ッ ク マーク上端／ラベル上

端を検出し、 頭出し を し ます。

位置検出な し の場合、 一定量の紙送 り を し ます。 終了後に

オー ト カ ッ ト を行わず、 待機状態にな り ます。

○ ○

用紙頭出し動作な し 電源を入れた時に紙送 り し ません。 ○ ー
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5

5 用紙頭出し動作設定を設定し、[OK] ボタンをクリックします。

[ キャンセル ] ボタンをクリックすると、設定を変更しないで画面を終了します。

6 設定が完了します。[OK] ボタンをクリックし終了します。

電源投入時の用紙頭出し動作 用紙カバー ( ロール紙カバー ) クローズ時の用紙頭出し動作
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用紙位置検出

本製品は、以下の 4 種類の用紙位置検出を設定できます。 

これはプリンタードライバーの [ プリンタユーティリティ ] － [ 用紙位置検出設定 ] で設定します。

プリンターの用紙位置検出設定は、セルフテストで確認できます。詳細は 149 ページ「セルフテスト」を参照して

ください。

 位置検出しない 

用紙の有無のみを検出します。用紙に対する位置合わせは行いません。 

 ダイカットラベルのブラックマークを検出する 

ブラックマークダイカットラベルを使用する場合、ブラックマーク上端位置に対して、印刷位置、オートカット

位置合わせを行います。 

 連続紙のブラックマークを検出する 

ブラックマークレシートを使用する場合、ブラックマーク上端位置に対して、印刷位置、オートカット位置合わ

せを行います。 

 ラベル間ギャップを検出する 

ダイカットラベルを使用する場合に、ラベル上端位置に対して、印刷位置、オートカット位置合わせを行います。

○：使用できます、－：使用できません

プ リ ン ターの設定と用紙の種類が適合し ない と印刷ができず、 用紙エラーが発生し ます。 以下の

表に合わせて設定し て く だ さ い。

お客様が使用する用紙
位置検出しな

い

ダイ カ ッ ト ラベル
のブラ ッ クマーク

を検出する

連続紙の
ブラ ッ クマーク

を検出する

ラベル間
ギャ ップを
検出する

ロ ール紙

レ シー ト ○ - - -

全面ラベル ○ - - -

ダ イ カ ッ ト ラベル - - - ○

ブ ラ ッ ク マーク

レ シー ト
- - ○ -

ブ ラ ッ ク マーク

ダ イ カ ッ ト ラベル
- ○ - ○

リ ス ト バン ド - - ○ -

フ ァ ン フ ォー

ル ド 紙

ブ ラ ッ ク マーク

レ シー ト
- - ○ -

ブ ラ ッ ク マーク

ダ イ カ ッ ト ラベル
- ○ - -
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5

パネルボタンの設定

本製品のパネルボタンの有効 / 無効を設定します。

設定方法は以下のとおりです。

1 プリンターの電源を入れます。

2 プリンタードライバーを表示します。

( プリンタードライバーの表示方法は、57 ページ「プリンタードライバーの使い方」を参照してください )

3 [ プリンタユーティリティ ] タブを選択し、[ パネルボタンの設定 ] をクリックします。

4 「パネルボタンの設定」画面が表示されます。設定する項目を選択し、[ 次へ ] ボタンをク

リックします。

パネルボタン プ リ ンターの動作 パネルボタン操作時の動作 設定

紙送 り ボ タ ン
非印刷時 紙送 り 有効 / 無効

印刷中 印刷中のマニュアルヘッ ド ク リ ーニング 有効 / 無効

カ ッ ト ボ タ ン - 用紙のカ ッ ト 有効 / 無効
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5 パネルボタンの有効 / 無効を設定し、[OK] ボタンをクリックします。

[ キャンセル ] ボタンをクリックすると、設定を変更しないで画面を終了します。

6 設定が完了します。[OK] ボタンをクリックし終了します。

カットボタンの設定

非印刷時の紙送り設定

印刷中のマニュアルヘッドクリーニング設定
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5

センサー調整

使用する用紙の、ラベル間ギャップやブラックマークセンサーを検出できないときに、センサーのしきい値を調整す

ることができます。設定方法は以下のとおりです。

1 設定する用紙を、プリンターにセットします。

2 プリンターの電源を入れます。

3 プリンタードライバーを表示します。

( プリンタードライバーの表示方法は、57 ページ「プリンタードライバーの使い方」を参照してください )

4 [ ドライバユーティリティ ] タブを選択し、[ ドライバの動作設定 ] をクリックします。

5 「ドライバの動作設定」画面が表示されます。[ プリンタユーティリティ ] タブの制限され

ている機能を有効にする ] にチェックし、[OK] ボタンをクリックします。

6 [ プリンタユーティリティ ] タブを選択し、[ センサー調整 ] をクリックします。

7 「センサー調整」画面が表示されます。調整するセンサーを選択し、[ 次へ ] ボタンをクリッ

クします。



102

8 [ 調整を開始する ]/[ 初期状態に戻す ] を選択し、[OK] ボタンをクリックします。

[ キャンセル ] ボタンをクリックすると、設定を変更しないで画面を終了します。

9 調整が完了します。[OK] ボタンをクリックし終了します。

ブラックマーク検出センサーの調整

ラベル間ギャップ検出センサーの調整
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5

EPSON プリ ンタウ ィ ン ド ウ !3 の設定

EPSON プリンタウィンドウ !3 を使用すると、印刷したときに用紙種類やインク残量をポップアップウィンドウで   

表示します。また、致命的なエラーが発生したときには、エラー画面を表示します。

初期設定では「使用しない」に設定されています。それでも致命的なエラーが発生したときには、エラー画面を表示

させることができます。

EPSON プリ ンタウ ィ ン ド ウ !3 を使用する / 使用しない
初期設定では、「EPSON プリンタウィンドウ !3 を使用しない」になっています。この場合、ドライバユーティリ 

ティの EPSON プリンタウィンドウの設定には、「致命的なエラーの通知設定」が表示されています。

「EPSON プリンタウィンドウ !3 を使用する」にする方法は以下のとおりです。

1 プリンターの電源を入れます。

2 プリンタードライバーを表示します。

( プリンタードライバーの表示方法は、57 ページ「プリンタードライバーの使い方」を参照してください )

3 [ ドライバユーティリティ ] タブを選択し、[ ドライバの動作設定 ] をクリックします。

4 「ドライバの動作設定」画面が表示されます。[EPSON プリンタウィンドウ !3 を使用す 

る ] にチェックし、[OK] ボタンをクリックします。

5 ドライバユーティリティ画面の「EPSON プリンタウィンドウ !3 の設定」には、「EPSON

プリンタウィンドウ !3」と「モニタリング機能の設定」が表示されます。
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EPSON プリ ンタウ ィ ン ド ウ !3 を使用する
「EPSON プリンタウィンドウ !3 を使用する」に設定すると以下の動作をします。

 印刷時に自動的に画面が表示され、プリンターの状態やインク残量を確認することができます。

 印刷中のプリンターにエラーが発生すると、エラー内容が表示されます。 

印刷していないときは、プリンターがエラーになっても、EPSON プリンタウィンドウ !3 は起動しません。

 タスクトレイの「EPSON プリンタウィンドウ !3」のアイコンをクリックすると、いつでも「EPSON プリンタ

ウィンドウ !3」を表示させることができます。 

（アイコンの表示方法は、107 ページ「アイコンの表示」を参照してください）

 「モニタリング機能の設定」では、以下の設定ができます。 

エラー表示の選択 

（105 ページ「EPSON プリンタウィンドウ !3 を使用しない場合のエラー通知設定」を参照してください） 

「EPSON プリンタウィンドウ !3」アイコンを、タスクバーに表示させる。 

（107 ページ「アイコンの表示」を参照してください）
u

EPSON プリンタウィンドウ !3 表示画面 タスクトレイのアイコン
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5

EPSON プリ ンタウ ィ ン ド ウ !3 を使用しない場合のエラー通知設定
EPSON プリンタウィンドウ !3 を使用しない場合の、エラー通知方法は以下のとおりです。 

1 プリンターの電源を入れます。

2 プリンタードライバーを表示します。

( プリンタードライバーの表示方法は、57 ページ「プリンタードライバーの使い方」を参照してください )

3 [ドライバユーティリティ]タブを選択し、[致命的なエラーの通知設定]をクリックします。

EPSON プリンタウィンドウ !3 が有効の場合、[ 致命的なエラーの通知設定 ] は表示されません。（103 ペー  

ジ「EPSON プリンタウィンドウ !3 を使用する / 使用しない」を参照して、EPSON プリンタウィンドウ !3   

を無効にしてください。）

4 「致命的なエラーの通知設定」画面が表示されます。エラー発生時に表示させたい項目を

チェックし、[OK] ボタンをクリックします。

 AID 温度エラー： AID 温度上昇時（初期設定：画面通知 [ する ]）

 印刷不可 / メンテナンスコール： 印刷不可やメンテナンスコール発生時（初期設定：画面通知 [ する ]）

 ノズル詰まりエラー： ノズルが詰まり時（初期設定：画面通知 [ する ]）
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EPSON プリ ンタウ ィ ン ド ウ !3 を使用する場合のエラー通知設定
EPSON プリンタウィンドウ !3 を使用する場合の、エラー通知方法は以下のとおりです。

1 プリンターの電源を入れます。

2 プリンタードライバーを表示します。

( プリンタードライバーの表示方法は、57 ページ「プリンタードライバーの使い方」を参照してください )

3 [ ドライバユーティリティ] タブを選択し、[ モニタリング機能の設定 ] をクリックします。

EPSON プリンタウィンドウ !3 が無効の場合、[ モニタリング機能の設定 ] は表示されません。（103 ペー  

ジ「EPSON プリンタウィンドウ !3 を使用する / 使用しない」を参照して、EPSON プリンタウィンドウ !3   

を有効にしてください。）

4 「モニタリング機能の設定」画面が表示されます。エラー発生時に表示させたい項目を

チェックし、[OK] ボタンをクリックします。

 印刷不可： 用紙 / インク交換発生時（初期設定：画面通知 [ する ]）

 通信エラー： プリンターの電源が切れている時（初期設定：画面通知 [ しない ]）

 インク残量少： インク残量少時（初期設定：画面通知 [ しない ]）

 メンテナンスコール： プリンターエラー発生時（初期設定：画面通知 [ する ]）
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5

アイコンの表示
タスクトレイにアイコンを常駐させ、プリンターの状態をすぐに確認することができます。初期設定ではアイコンを

表示しません。アイコンの表示方法は以下のとおりです。

1 プリンターの電源を入れます。

2 プリンタードライバーを表示します。

( プリンタードライバーの表示方法は、57 ページ「プリンタードライバーの使い方」を参照してください )

3 [ ドライバユーティリティ] タブを選択し、[ モニタリング機能の設定 ] をクリックします。

4 「モニタリング機能の設定」画面が表示されます。[ 呼び出しアイコン ] をチェックし、タ

スクバーに表示するアイコンの種類を選択します。[OK] ボタンをクリックします。
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印刷後用紙動作設定

本製品は、以下の印刷後用紙動作を設定できます。 

これはプリンタードライバーの [ 基本設定 ] － [ 印刷後用紙動作設定 ] で設定します。

 オートカットする：ページ毎 / 最終ページのみ / 指定ページ毎 

印刷終了後にオートカットが可能な位置まで紙送りを行い、オートカット後に停止します。 

次の印刷開始時には、逆方向紙送りによる頭出しを行い、印刷動作を開始します。

 オートカットしない

 印刷終了位置で停止 

印刷終了後に紙送 り を し ないで停止し ますが、1 秒以上プ リ ン ターが次の印刷データ を受信し ない場合、 オー 

ト カ ッ ト が可能な位置まで紙送 り を行い停止し ます。 オー ト カ ッ ト は行いません。 こ の場合、 お客様がカ ッ ト

ボ タ ン を押し て、 用紙カ ッ ト し ます。 次の印刷開始時には、 逆方向紙送 り によ る頭出し を行い、 印刷動作を開

始し ます。 オー ト カ ッ ト し ない場合、 こ の設定を推奨し ます。 

「カ ッ ト 位置まで移動」 と の違いは、 複数の印刷物を連続し て印刷する場合に、 印刷終了までの時間が短 く な

り ます。 「カ ッ ト 位置まで移動」 は、 連続し て印刷データ が送られている場合で も、 各ジ ョ ブが終了する ご と

に カ ッ ト 位置まで移動し、 また印刷開始位置まで逆戻 り するため、 印刷開始時間が遅 く な り ます。

 カ ッ ト 位置まで移動 

印刷終了後にオー ト カ ッ ト が可能な位置まで紙送 り を行い停止し ますが、 オー ト カ ッ ト は行いません。 

こ の場合、 お客様がカ ッ ト ボ タ ン を押し て、 用紙カ ッ ト し ます。 次の印刷開始時には、 逆方向紙送 り によ る頭

出し を行い、 印刷動作を開始し ます。

 ハク リ 位置まで移動 

ダ イ カ ッ ト ラベル専用の設定です。印刷終了後にダ イ カ ッ ト ラベルがハク リ 可能な位置まで紙送 り を行い、停

止し ます。 

こ の場合、 お客様がカ ッ ト ボ タ ン を押し て、 用紙カ ッ ト し ます。 次の印刷開始時には、 逆方向紙送 り によ る頭

出し を行い、 印刷動作を開始し ます。
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5

用紙と印刷後動作設定による、用紙カッ ト の方法
用紙の種類と「印刷後動作設定」によって、用紙をカットする方法が異なります。 

お客様が使用する用紙

印刷後動作設定

用紙カ ッ ト の方法オー ト

カ ッ ト

する

オー ト カ ッ ト しない

印刷終了

位置で

停止

カ ッ ト

位置まで

移動

ハク リ

位置まで

移動

ロ ール紙

レ シー ト
○ - - -

プ リ ン ターが用紙を カ ッ ト し

ます。

全面ラベル ○ - - -
プ リ ン タ ーが用紙を カ ッ ト し

ます。

ダ イ カ ッ ト ラベル

○ - - -
プ リ ン タ ーが用紙を カ ッ ト し

ます。

- - - ○

お客様にラベルをハク リ し て

いただき ます。

台紙はカ ッ ト し ません。

- ○ ○ -

お客様にカ ッ ト ボ タ ンで、 台

紙を カ ッ ト し ていただき ま

す。

ブ ラ ッ ク マーク 

レ シー ト
○ - - -

プ リ ン タ ーが用紙を カ ッ ト し

ます。

ブ ラ ッ ク マーク 

ダ イ カ ッ ト ラベル

○ - - -
プ リ ン タ ーが用紙を カ ッ ト し

ます。

- - - ○

お客様にラベルをハク リ し て

いただき ます。

台紙はカ ッ ト し ません。

- ○ ○ -

お客様にカ ッ ト ボ タ ンで、 台

紙を カ ッ ト し ていただき ま

す。

リ ス ト バン ド ○ - - -
プ リ ン タ ーが用紙を カ ッ ト し

ます。
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○：使用できます

－：使用できません

リス ト バン ド を使用する場合の設定

リストバンド (WB-S1/WB-M1/WB-L1) を使用する場合、プリンタードライバーで以下を設定します。

 [ 用紙位置検出設定 ] 

これはプリンタードライバーの [ プリンタユーティリティ ] － [ 用紙位置検出設定 ] で設定します。 

詳細は、145 ページ「用紙位置検出の設定」を参照してください。

 [ 用紙種類 ] と [ 用紙レイアウト ] 

これはプリンタードライバーの [ 基本設定 ] で設定します。リストバンドの種類によって設定が異なります。 

以下を参照してください。

フ ァ ン

フ ォール

ド 紙

ブ ラ ッ ク マーク 

レ シー ト
○ - - -

プ リ ン タ ーが用紙を カ ッ ト し

ます。

ブ ラ ッ ク マーク 

ダ イ カ ッ ト ラベル

○ - - -
プ リ ン タ ーが用紙を カ ッ ト し

ます。

- - - ○

お客様にラベルをハク リ し て

いただき ます。

台紙はカ ッ ト し ません。

- ○ ○ -

お客様にカ ッ ト ボ タ ンで、 台

紙を カ ッ ト し ていただき ま

す。

- - - ○

お客様に紙の ミ シ ン目に沿っ

て、 手でカ ッ ト し ていただき

ます。

リ ス ト バン ドの種類
プ リ ンタード ラ イバーの設定 ([ 基本設定 ] タブ )

用紙種類 用紙レ イアウ ト

WB-S1 ﾘｽﾄﾊﾞﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟ 2 36 x 183.6mm - ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸﾚｼｰﾄ

WB-M1 ﾘｽﾄﾊﾞﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟ 2 36 x 291.6mm - ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸﾚｼｰﾄ

WB-L1 ﾘｽﾄﾊﾞﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟ 2 36 x 291.6mm - ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸﾚｼｰﾄ

お客様が使用する用紙

印刷後動作設定

用紙カ ッ ト の方法オー ト

カ ッ ト

する

オー ト カ ッ ト しない

印刷終了

位置で

停止

カ ッ ト

位置まで

移動

ハク リ

位置まで

移動
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6

アプリケーシ ョ ン開発情報

概要

本製品を使用するために以下のものを提供しています。

❏ Windows の専用プリンタードライバーを用意しています。(112 ページ参照 ) 

プリンタードライバーには、再印刷機能を実装しています。エラー ( 紙なし、紙ジャム、インクドット抜けなど )

が発生した場合でも、プリンタードライバーが自動的に再印刷を行うので、アプリケーションに再印刷機能を実

装する必要がありません。 

( プリンタードライバーの使い方の詳細は、57 ページ「プリンタードライバーの使い方」を参照してください )

❏ 各種ユーティリティーとユーザーズマニュアルを用意しています。(113 ページ参照 )

❏ 本製品、およびプリンタードライバーを設定する API を用意しています。(117 ページ参照 )

❏ TM-C3400 専用サンプルプログラムを用意しています。(123 ページ参照 ) 

アプリケーション開発の参考にご利用ください。

本製品は、 弊社が提供する TM プ リ ン ター用 ド ラ イ バー EPSON Advanced Printer Driver、 

EPSON OPOS ADK、 および EPSON OPOS ADK for .NET を使用でき ません。
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プリンタードライバー

プリンタードライバーでは以下の機能を実装しています。アプリケーションに実装する必要はありません。

❏ バーコードフォント /2 次元シンボルフォントを実装しています。また .NET 環境の場合でも、実装されているフォ

ント置き換え機能を使ってバーコードフォント /2 次元シンボルフォントを印刷できます。 

この機能を使うには、事前にプリンタードライバーでバーコードフォント /2 次元シンボルフォントを設定する必

要があります。( 設定方法の詳細は、62 ページ「バーコード印刷」、73 ページ「2 次元シンボル印刷」を参照し

てください。) 

.NET環境の場合、フォント置き換え機能でバーコードフォント/2次元シンボルフォントに置き換えるTrueType

フォントを指定します。アプリケーションからは、置き換えた TrueType フォントを指定することで、バーコー

ド /2 次元シンボルを印刷できます。( フォント置き換え機能の詳細は、80 ページ「.NET 環境でバーコード /2

次元シンボル印刷」を参照してください。)

❏ 再印刷機能を実装しています。 

印刷中にエラーが発生した場合でも、エラー発生したページから自動的に再印刷します。 

再印刷する条件があります。詳細は 88 ページ「印刷動作モードの設定」を参照してください。



113

第 6 章 　 アプ リ ケーシ ョ ン開発情報

6

ユーテ ィ リテ ィ ーとマニュアル

本製品には、プリンタードライバーのほかに、各種ユーティリティーおよびマニュアルが用意されています。

プリ ンター状態表示
本製品の状態を確認するユーティリティーです。詳細は、49 ページ「プリンター状態表示」を参照してください。

EPSON プリ ンタウ ィ ン ド ウ !3
プリンタードライバーをインストールすると、同時にインストールされます。プリンタードライバー上で有効にする

と、画面上でインク残量やプリンターの状態を確認することができます。

Printer Setting
プリンターの設定を一括で管理できます。

本ユーティリティーを使用するには、プリンタードライバーがインストールされている必要があります。

サンプルプログラム
本製品を使って印刷するためのサンプルプログラム集です。 

( 全プログラムを Microsoft Visual Basic .NET、Microsoft Visual C++ で用意。一部のプログラムは Microsoft     

Visual Basic 6.0、Microsoft Visual C# でも用意。)

ダウンロー ド

各種ソフトウェアとマニュアルは、弊社ホームページからダウンロードできます。

http://www.epson.jp/support/sd/

名称 パッケージフ ァ イル名 マニュアル

プ リ ン ター ド ラ イ バー c34d32_xxxx.exe TM-C3400-LT 詳細取扱説明書

プ リ ン ター状態表示 - TM-C3400-LT 詳細取扱説明書

Printer Setting c34ps_xx.exe TM-C3400 Printer Setting ユーザーズマニュアル

サン プルプ ロ グラム c34smp_xxj.exe

c34smp_xxj.msi

使い方は、サン プルプ ロ グラムの メ ニューページを

参照し て く だ さ い。

 変更で き る プ リ ン タ ー ド ラ イ バーの設定は、 プ リ ン タ ーの メ モ リ ーに保存される も のだけで

す。 コ ン ピ ューターに保存される設定は変更でき ません。 設定でき る項目は 114 ページ 「プ リ

ン ター ド ラ イ バー / ユーテ ィ リ テ ィ ー」 を参照し て く だ さ い。

 詳細は、 「TM-C3400 Printer Setting ユーザーズマニュアル」 を参照し て く だ さ い。

サン プルプ ロ グラムは、 初期状態で イ ンス ト ールされています。

[ ス ター ト ]-[ すべてのプ ロ グラム ]-[EPSON]-[EPSON TM-C3400 Sample Program] から使用でき    

ます。
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プリンタードライバー/ユーテ ィ リテ ィ ー

機能一覧

プ リ ンタード ラ イバー

プ
リ

ン
タ

ー
状

態
表

示

P
ri
n
te

r 
S
et

ti
n
g

ド
ラ

イ
バ

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ

プ
リ

ン
タ

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ

E
P
S
O
N

プ
リ

ン
タ

ウ
ィ

ン
ド

ウ
!3

設定

プ リ ン ター ド ラ イ バーの設定 〇 × × × ×

プ リ ン ターの設定

( 詳細は、115 ページ 「プ リ ン ター本体の設定」参照 )
× 〇 × × 〇

取得

プ リ ン ター設定の参照 / 変更

( 詳細は、115 ページ 「プ リ ン ター本体の設定」参照 )
× × × × 〇

プ リ ン ターステータ ス ・ エラー情報の表示

( 詳細は、 116 ページ 「プ リ ン ターステータ ス取得」

参照 )

× × 〇 〇 ×
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プリ ンター本体の設定

設定 項目

ド
ラ

イ
バ

ー
 

プ
リ

ン
タ

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
ー

P
ri
n
te

r 
S
et

ti
n
g

設

定

取

得

設

定

取

得

ギャ ッ プ調整
紙送 り 調整 〇 × × ×

双方向印刷調整 〇 × × ×

印刷基準位置調整

打ち出し位置調整 

( ロ ール紙 / フ ァ ン フ ォール ド 紙 )
〇 × × ×

印刷基準位置 ( ラベル間ギャ ッ プ / ブラ ッ

ク マーク / オー ト )
〇 × × ×

紙送 り 量調整
オー ト 位置調整 〇 × 〇 〇

印刷位置調整 〇 × 〇 〇

用紙頭出し動作設定
電源オン時頭出し モー ド 〇 × 〇 〇

ロ ール紙カバーク ロ ーズ時頭出し モー ド 〇 × 〇 〇

通知設定
ブザー有効無効設定 〇 × 〇 〇

用紙サイ ズエラー通知設定 〇 × 〇 〇

紙送 り ボ タ ン （非印刷時の紙送 り 機能） 紙送 り ボ タ ン有効 / 無効設定 〇 × 〇 〇

紙送 り ボ タ ン （印刷中のマニ ュ アルヘ ッ ド

ク リ ーニング機能）

紙送 り ボ タ ン有効 / 無効設定
〇 × × ×

カ ッ ト ボ タ ン カ ッ ト ボ タ ン有効 / 無効設定 〇 × 〇 〇

印刷動作モー ド の設定

ド ッ ト 抜け発生時の動作設定 〇 × 〇 〇

無効 (Void) 画像登録 〇 × 〇 〇

無効 (Void) 画像登録名の取得表示 〇 × 〇 〇

無効 (Void) 画像のテス ト 印刷 〇 - × ×

USB シ リ アルナンバーの設定 USB シ リ アルナンバー × × 〇 〇

センサー調整
ラベル間ギャ ッ プ検出センサーの調整 〇 × × ×

ブラ ッ ク マーク検出センサーの調整 〇 × × ×
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プリ ンターステータス取得

E
P
S
O
N

プ
リ

ン
タ

ウ
ィ

ン
ド

ウ
!3

プ
リ

ン
タ

ー
状

態
表

示

イ ン ク情報 イ ン ク色 〇 〇

イ ン ク残量 〇 〇

エラー 通信エラー × 〇

オー ト エラー × 〇

フ ェータルエラー × 〇

カバーオープ ン × 〇

紙ジ ャムエラー × 〇

イ ン ク交換時期 × 〇

用紙な し × 〇

用紙サイ ズエラー × 〇

廃イ ン クオーバーフ ロ ー × 〇

用紙認識エラー × 〇

イ ン ク カバーオープ ン × 〇

イ ン ク交換が必要 × 〇

セルフ印字中 テス ト 印刷 × 〇

無効 (Void) 画像印刷 × 〇

プ リ ン ターの状態 ビ ジー × 〇

ウ ェ イ ト × 〇

ア イ ド ル × 〇

ワーニング イ ン ク交換時期 × 〇

メ ンテナンス時期が近い × 〇

廃イ ン クオーバーフ ロ ーが近い × 〇

ク リ ーニング状態 × 〇

工場出荷状態 × 〇

シャ ッ ト ダ ウ ン中状態 × 〇
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TM-C3400-LTの API

本製品を使ったアプリケーションを開発していただくために、以下の API が提供されています。

TM-C3400-LT ライブラ リ ー
本製品を制御する API です。以下の制御ができます。

 プリンターの電源を入れる / 切る

 タッチパネルの輝度調整

 給紙方法の設定

詳細は、118 ページ「TM-C3400-LT ライブラリーリファレンス」を参照してください。

EPDI (EPSON Printer Driver Interface)for TM-C3400
プリンタードライバーを設定する API です。

弊社ホームページ (113 ページ ) からダウンロードしてお使いください。

名称 マニュアル

TM-C3400-LT ラ イ ブ ラ リ ー  TM-C3400 詳細取扱説明書

 ツール & ラ イ ブラ リ  リ フ ァ レ ンス for TM-C3400-LT

EPDI for TM-C3400 EPDI for TM-C3400 リ フ ァ レ ンスマニュアル

TM-C3400-LT ラ イ ブ ラ リ ーは、 初期状態で イ ンス ト ールされています。 

< ラ イ ブ ラ リ ーフ ァ イルの保存先 > 

C:\Program Files\EPSON\TM-C3400-LT TOOL\TMC34LT_UTILLIB.dll

以下の設定はプ リ ン ター ド ラ イ バーで行って く だ さ い。 EPDI for TM-C3400 ではでき ません。

 ド ラ イ バユーテ ィ リ テ ィ

 プ リ ン タユーテ ィ リ テ ィ ( ただ し、 [ 用紙位置検出設定 ] は可能 )
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TM-C3400-LT ライブラリーリファレンス

ここでは、TM-C3400-LT ライブラリーで提供している API について説明します。

TMC34LT_PrinterPowerOn

プリンターの電源を入れます。

構文

int TMC34LT_PrinterPowerOn()

戻り値

TMC34LT_PrinterPowerOff

プリンターの電源を切ります。

構文

int TMC34LT_PrinterPowerOff()

戻り値

戻り値 説明

0 成功

0 以外 エラー (OS のエラーコー ド が返 り ます。 )

プ リ ン ターがク リ ーニング中など の場合、 戻 り 値は即座に戻 り ますが、 電源は ク リ ーニングなど

の作業が完了し た後切れます。

戻り値 説明

0 成功

0 以外 エラー (OS のエラーコー ド が返 り ます。 )
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TMC34LT_SetBrightness

タッチパネルの輝度を設定します。

構文

int TMC34LT_SetBrightness(int nBrightness)

引数

nBrightness : 輝度値を指定します。0 ～ 255 までの値が指定できます。 

0 が最も暗く、255 が最も明るくなります。

戻り値

本 API は、 本製品が稼動中のみ有効です。 電源が入っ た時に リ セ ッ ト されます。

戻り値 説明

0 成功

-1 パラ メ ーターエラーです。 適切な値を指定し て再度実行し て く だ さ い。

上記以外 エラー (OS のエラーコー ド が返 り ます。 )
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TMC34LT_SetPrinterBin

給紙方法を設定します。

構文

int TMC34LT_SetPrinterBin(long nBin, PTSTR pMessageBuf)

引数

nBin : 給紙方法を指定します。

pMessageBuf : エラーメッセージ格納領域を指定します。 

戻り値が 0 以上の場合、エラーメッセージが Unicode で格納されます。

戻り値

給紙方法の変更は、 用紙無し の状態で ロ ール紙カバーが閉ま り 、 プ リ ン ターがア イ ド ル状態の時

のみ成功し ます。

設定値 給紙方法

0 ロ ール紙

1 リ ア フ ァ ン フ ォール ド 紙

戻り値 説明

0 成功

0 以下 エラー

1 プ リ ン ター内部の部品調整が必要です。

お買い上げの販売店、 またはエプ ソ ンの修理窓口にご連絡 く だ さ い。

2 回復できないプ リ ン ト ヘッ ド の ノ ズル詰ま り を検出し ま し た。

電源を切って く だ さ い。

次回の電源オン以降、 印刷する こ と はでき ますが、 印刷結果に影響が現れる可能性があ り ま

す。 でき る だけ速やかにお買い上げの販売店またはエプ ソ ンの修理窓口にご連絡 く だ さ い。

3

5 プ リ ン ターでエラーが発生し ま し た。 （xx）

電源を切って く だ さ い。

その後、 プ リ ン ター内部に輸送用の保護具など の異物が残っている場合は取 り 除き、 電源を入

れ直し て く だ さ い。

※ xx にはフ ェータルエラーコー ド が設定されます。

8 低温エラーが発生し ま し た。

使用環境の温度が低すぎます。

温度を 0 ～ 40 ℃に し て、 電源を入れ直し て く だ さ い。 カバーが開いています。

ロ ール紙カバーを閉めて く だ さ い。

9 高温エラーが発生し ま し た。

使用環境の温度が高すぎます。

温度を 0 ～ 40 ℃に し て、 電源を入れ直し て く だ さ い。
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10 ロ ール紙カバーが開いています。

ロ ール紙カバーを閉めて く だ さ い。

11 イ ン ク カー ト リ ッ ジ カバーが開いています。

イ ン ク カー ト リ ッ ジ カバーを閉めて く だ さ い。

イ ン ク カー ト リ ッ ジ を交換する場合は、 イ ン ク カー ト リ ッ ジ背面に記載の交換手順に従って く

だ さ い。

12 用紙が詰ま り ま し た。

ロ ール紙カバーを開け、 詰ま った用紙を取 り 除いたのち、 ロ ール紙カバーを閉めて く だ さ い。

13 用紙が詰ま り ま し た。

ロ ール紙カバーを開け、 詰ま った用紙を取 り 除いて く だ さ い。

ロ ール紙カバーを閉めてから、 フ ァ ン フ ォール ド 紙を入れ直し て く だ さ い。

15 イ ン ク カー ト リ ッ ジ を交換し て く だ さ い。

純正品のご使用をお勧め し ます。

16 イ ン ク カー ト リ ッ ジが交換時期と なったか、 正し く 認識でき ません。

イ ン ク カー ト リ ッ ジ を交換し て く だ さ い。

純正品のご使用をお勧め し ます。

17 用紙を取 り 除 く 前に新し い用紙が入れられま し た。

新し く 入れた用紙を一旦取 り 除いて く だ さ い。

その後、 本体内部に残っている用紙を取 り 除いてから、 再度、 新し い用紙を入れて く だ さ い。

20 用紙を正し く 認識でき ませんで し た。

プ リ ン ターが対応し ている ラベル種類を確認し、 正し い用紙を入れて く だ さ い。

21 用紙サイ ズが合っていません。

印刷する ラベルに合っ たサイ ズの用紙を入れて く だ さ い。

22 給紙方法が正し く 保存されていません。

給紙方法を設定し直し て く だ さ い。

101 用紙が入っているため、 給紙方法の変更ができ ませんで し た。

用紙を取 り 除いて く だ さ い。

102 ク リ ーニング中など のため、 給紙方法の変更ができ ませんで し た。

し ば ら く し て、 再度お試し く だ さ い。

戻り値 説明
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TMC34LT_GetPrinterBin

給紙方法を取得します。

構文

int TMC34LT_SetPrinterBin(long *nBin)

引数

long *nBin : 給紙方法を取得します。

戻り値

取得値 給紙方法

0 ロ ール紙

1 リ ア フ ァ ン フ ォール ド 紙

戻り値 説明

0 成功

0 以外 エラー
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サンプルプログラム

本製品を使ったアプリケーションの開発に、TM-C3400 サンプルプログラムを参照してください。

❏ TM-C3400 サンプルプログラム使用条件

 ダイカットラベル (108 x 174.8 mm) を使用してください。

 プリンタードライバーの [ 用紙位置検出設定 ] を [ ラベル間ギャップを検出する ] に設定してください。

 TM-C3400 用サンプルプログラムは、C++、C#、VB.NET の言語で用意しています。

 他のプリンターでは使用できません。

❏ TM-C3400 サンプルプログラムの構成 

TM-C3400 サンプルプログラムの構成と開発言語は以下を参照してください。

サン プルプ ロ グラムは、 初期状態で イ ンス ト ールされています。

[ ス ター ト ]-[ すべてのプ ロ グラム ]-[EPSON]-[EPSON TM-C3400 Sample Program] から使用でき    

ます。

レベル プログラム名 サポー ト 説明

基本

Step1. 簡単な文字を印刷 〇
初歩的な印刷プ ロ グラムです。

( 言語 : C++, VB.NET)

Step2. バーコー ド を印刷 〇

事前にバーコー ド フ ォ ン ト を設定し、 それを活用

し た印刷プ ロ グラムです。

( 言語 : C++, VB.NET)

Step3. ビ ッ ト マ ッ プデータ を印刷 〇

ビ ッ ト マ ッ プ デー タ を含んだ印刷プ ロ グ ラ ムで

す。

( 言語 : C++, C#, VB.NET)

Step4. ア プ リ ケーシ ョ ンか ら プ リ ン

ターのステータ スを確認する
- TM-C3400-LT では対応し ていません。

Step5. プ リ ン タ ーか ら ステー タ スを

アプ リ ケーシ ョ ンに通知
- TM-C3400-LT では対応し ていません。

基本完成 - TM-C3400-LT では対応し ていません。

応用

プ リ ン タ ー状態の監視 と 印刷ジ ョ ブ

の コ ン ト ロ ール
- TM-C3400-LT では対応し ていません。

Devmode を使用し た、印刷設定の変更 - TM-C3400-LT では対応し ていません。

プ リ ン ターの各種情報取得 - TM-C3400-LT では対応し ていません。

印刷完了の取得 - TM-C3400-LT では対応し ていません。
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開発するアプリケーションの仕様

ここでは、本製品の印刷アプリケーションの開発に必要な仕様を説明しています。

印刷する文字の大きさ

ドット抜けやインク滴による文字の判別間違いを防ぐため、お客様のアプリケーションで使用できるフォントを、縦

2 ドット構成以上のフォント ( 例 : Arial の場合、8 pt 以上 ) にしてください。

バーコー ド / 2 次元シンボルデータをグラフ ィ ックデータで印刷

お客様のアプリケーションでバーコード /2 次元シンボルデータをグラフィックデータで生成する場合、以下の入力

解像度で用意してください。

2 次元シンボルが紙送りをまたぐかまたがないかは、印刷プレビュー機能の [ 紙送り位置表示 ] - [ 印刷プレ ビュー        

に表示する ] で確認できます。印刷プレビュー機能については、83 ページ「印刷プレビュー」を参照 してください。 

きわめて高い信頼性、安全性が要求される場合

以下の機能を推奨します。

 プリンタードライバーの自動ノズルチェックシステムでドット抜けを検出する。(88 ページ「印刷動作モードの設

定」)

 アプリケーション側でドット抜け検出パターンを作成し、目視によって検出する。

 バーコードは、アプリケーション側でチェックデジット付きバーコードを生成する。

用紙 印刷品質
入力解像度 (dpi)

( 横 x 縦 )

画像解像度 (dpi)

( 横 x 縦 )

普通紙

普通紙ラベル

速い 180 x 180 360 x 180

きれい 360 x 360 360 x 360

フ ァ イ ン紙

PET フ ィ ルム

合成紙ラベル

速い 360 x 360 360 x 360

きれい 360 x 360 720 x 360
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メンテナンス

用紙の交換

ここでは、用紙の交換方法を説明します。

用紙の交換方法は、以下のように、交換前後の用紙の形状（ロール紙 / ファンフォールド紙）によって異なります。

■ロール紙から ロール紙に交換する（126 ページ参照）

 違う種類（ラベル、サイズなど）のロール紙に交換するとき　など

■フ ァンフ ォールド紙から フ ァ ンフ ォールド紙に交換する（130 ページ参照）

 違う種類（ラベル、サイズなど）のファンフォールド紙に交換するとき　など

■ロール紙から フ ァ ンフ ォールド紙に変更する（134 ページ参照）

■フ ァンフ ォールド紙から ロール紙に変更する（140 ページ参照）

種類や形状の異なる用紙に変更するときは、必ずプリンターの設定も変更してください。設定の

変更方法は、145 ページ「用紙位置検出の設定」を参照してください。
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ロール紙からロール紙に交換する

違う種類（ラベル、サイズなど）のロール紙に交換するときなど、ロール紙からロール紙への交換は以下の手順で

行ってください。

1 本製品の電源がオンであることを確認します。

2 リリースレバーを手前に引いてロール紙カバーを開け、ロール芯を取り除きます。

3 ロール紙ガイドのロックを解除します。

用紙種類（ファイン紙⇔普通紙）またはラベル種類（ダイカットラベル⇔全面ラベル）の異なる

用紙に変更するときは、プリンタードライバーを使ってプリンターの設定も変更してください。

設定の変更方法は、145 ページ「用紙位置検出の設定」を参照してください。

紙幅に変更がない場合は、手順 3 ～手順 5、手順 7 ～手順 9 はスキップできます。
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4 左側のロール紙ガイドを矢印方向に押し広げ、印刷面を上にしてロール紙を投入します。

5 紙幅を調節して、ロール紙ガイドをロックします。

6 印刷面が上になるように少し引き出して、ロール紙を奥まで挿入します。

ロール紙ガイド
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7 排紙ガイドのロックを解除します。

8 排紙ガイドをロール紙の幅に合わせます。

9 排紙ガイドをロックします。

排紙ガイド
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10ロール紙を排紙ガイドに合わせながら、ロール紙カバーを閉めます。

自動的にロール紙が送られます。

以上で、ロール紙からロール紙への交換は終わりです。

排紙ガイド
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フ ァンフ ォ ールド紙からフ ァンフ ォ ールド紙に交換する

違う種類（ラベル、サイズなど）のファンフォールド紙に交換するときなど、ファンフォールド紙からファンフォー

ルド紙への交換は、以下の手順で行ってください。

1 本製品の電源が入っていることを確認します。

2 排紙テーブルに残った紙を取り除きます。

3 ロール紙カバーとファンフォールド紙カバーを開けて、紙を取り除きます。

用紙種類（ファイン紙⇔普通紙）またはラベル種類（ダイカットラベル⇔全面ラベル）の異なる

用紙に変更するときは、プリンタードライバーを使ってプリンターの設定も変更してください。

設定の変更方法は、145 ページ「用紙位置検出の設定」を参照してください。

排紙テーブル
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4 ロール紙カバーを閉めます。

5 ファンフォールド紙カバーを開けます。

6 ファンフォールド紙ガイドのロックを解除します。

紙幅に変更がない場合は、手順 6 ～手順 7 はスキップできます。
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7 ファンフォールド紙ガイドをファンフォールド紙の幅に合わせ、ロックします。

8 印刷面を上にして、引き込まれるまで（約 10cm）用紙を挿入します。

自動的に用紙が送られます。

9 本製品背面から 4cm 以上離して、用紙をまっすぐに置きます。

ファンフォールド紙ガイド
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10ファンフォールド紙カバーを閉めます。

以上で、ファンフォールド紙からファンフォールド紙への交換は終わりです。
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ロール紙からフ ァンフ ォ ールド紙に変更する

1 本製品の電源が入っていることを確認します。

2 リリースレバーを手前に引いてロール紙カバーを開け、ロール紙を取り除きます。

3 ロール紙カバーを閉めます。

4 TM-C3400LTユーティリティの[給紙方法]を[リアファンフォールド紙]に選択し、[保

存して終了 ] を押します。

TM-C3400LT ユーティリティは、48 ページ「「TM-C3400LT ユーティリティー」」を参照してください。
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5 プリンタードライバーの [ 給紙方法 ] と [ 用紙位置検出設定 ] を変更します。

[ 用紙位置検出設定 ] の詳細は、145 ページ「用紙位置検出の設定」を参照してください。

6 ファンフォールド紙カバーを開け、紙送りガイドを取り出します。

7 リリースレバーを引いて、ロール紙カバーを開けます。
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8 紙送りガイドを、ロール紙カバー内側の溝に差し込んで取り付けます。

9 ロール紙カバーを閉めます。

10排紙ガイドのロックを解除します。

ファンフォールド紙を使用する場合は、必ず紙送りガイドを取り付けてください。
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11排紙ガイドを最も外側にスライドさせ（下図①）、排紙ガイドをロック（下図②）します。

12ファンフォールド紙カバーを開けます。

13ファンフォールド紙ガイドのロックを解除します。

排紙ガイド
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14ファンフォールド紙ガイドをファンフォールド紙の幅に合わせ、ロックします。

15印刷面を上にして、引き込まれるまで（約 10cm）用紙を挿入します。

自動的に用紙が送られます。

16本製品背面から 4cm 以上離して、用紙をまっすぐに置きます。

ファンフォールド紙ガイド
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17ファンフォールド紙カバーを閉めます。

以上で、ロール紙からファンフォールド紙への交換は終わりです。
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フ ァンフ ォ ールド紙からロール紙に変更する

1 本製品の電源が入っていることを確認します。

2 排紙テーブルに残った紙を取り除きます。

3 ロール紙カバーとファンフォールド紙カバーを開けて、紙を取り除きます。

4 ロール紙カバーを閉めます。

排紙テーブル
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5 TM-C3400LTユーティリティの[給紙方法]を[ロール紙]に選択し、[保存して終了]を押

します。

TM-C3400LT ユーティリティは、48 ページ「「TM-C3400LT ユーティリティー」」を参照してください。

6 プリンタードライバーの [ 給紙方法 ] と [ 用紙位置検出設定 ] を変更します。

[ 用紙位置検出設定 ] の詳細は、145 ページ「用紙位置検出の設定」を参照してください。

7 リリースレバーを引いて、ロール紙カバーを開けます。
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8 紙送りガイドを矢印の方向にスライドさせて、取り外します。

9 ロール紙ガイドのロックを解除します。

10左側のロール紙ガイドを矢印方向に押し広げ、印刷面を上にしてロール紙を投入します。

ロール紙を使用する場合は、必ず紙送りガイドを取り外してください。

ロール紙ガイド
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11紙幅を調節して、ロール紙ガイドをロックします。

12印刷面が上になるように少し引き出して、ロール紙を奥まで挿入します。

13排紙ガイドのロックを解除します。
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14排紙ガイドをロール紙の幅に合わせます。

15排紙ガイドをロックします。

16ロール紙を排紙ガイドに合わせながら、ロール紙カバーを閉めます。

自動的にロール紙が送られます。

以上で、ファンフォールド紙からロール紙への交換は終わりです。

排紙ガイド

排紙ガイド
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用紙位置検出の設定

種類や形状の異なる用紙に変更する場合、用紙位置検出の設定を行う必要があります。

用紙位置検出設定に変更がない場合、本設定は必要ありません。

設定方法

以下の手順に従って、用紙位置検出設定を行ってください。

1 プリンターの用紙を取り除きます。

2 プリンターの電源を入れます。

3 プリンタードライバーを表示させます。( プリンタードライバーの表示方法は、57 ページ

「プリンタードライバーの表示方法」参照 )

4 [プリンタユーティリティ]タブの[用紙位置検出設定]を、使用する用紙に合わせて変更し

ます。

98 ページ「用紙位置検出」も参照してください。

5 プリンターの電源を切ります。

プリンターの設定と用紙の種類が適合しない場合、 印刷ができず 用紙エラーが発生します。 以下   

の表に合わせて設定してください。

プリンター内に用紙が残っていると、用紙位置検出の設定が行えません。 

プリンターの電源を入れる前に、必ずプリンター内から用紙を取り除いてください。

お客様が使用する用紙 用紙位置検出設定

ロ ール紙

レ シー ト / 全面ラベル / 透明台紙全面ラベル 位置検出し ない

ブ ラ ッ ク マーク ダ イ カ ッ ト ラベル ダ イ カ ッ ト ラベルのブ ラ ッ ク マーク を検出する

ブ ラ ッ ク マーク レ シー ト / リ ス ト バン ド 連続紙のブ ラ ッ ク マーク を検出する

ダ イ カ ッ ト ラベル / ブラ ッ ク マーク ダ イ カ ッ ト ラベル

/ 透明台紙ダ イ カ ッ ト ラベル

ラベル間ギャ ッ プを検出する

フ ァ ン フ ォール ド 紙

ダ イ カ ッ ト ラベル ( ブ ラ ッ ク マーク付き ) ダ イ カ ッ ト ラベルのブ ラ ッ ク マーク を検出する

レ シー ト ( ブ ラ ッ ク マーク付き ) 連続紙のブ ラ ッ ク マーク を検出する

ダ イ カ ッ ト ラベル / ブラ ッ ク マーク ダ イ カ ッ ト ラベル

/ 透明台紙ダ イ カ ッ ト ラベル

ラベル間ギャ ッ プを検出する

用紙位置検出設定の変更内容は、プリンターの電源を切ったときにプリンターのメモリーに保存

されます。設定を有効にするため、必ずプリンターの電源を切ってください。
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プリンターのクリーニング

外装のクリーニング

プリンターの電源を切ってから、乾いた布か少し湿らせた布で汚れを拭き取ってください。このとき、AC ケーブ

ルは必ずコンセントから抜いてください。

マニュアルヘッドクリーニング

ヘッドクリーニングとは、印刷品質を維持するために、プリントヘッドの表面を清掃する機能です。印刷がかすれた

り、すき間ができたりする場合に、ヘッドクリーニングを行ってください。

本製品は自動ノズルチェック機能を搭載しており、通常は自動でヘッドのクリーニングを行います。 

ただし、印刷動作モードの設定によっては、プリントヘッドの目詰まりにより、インクはあるのに印刷がかすれた

り、通常とは異なる色で印刷されたりします。そのような場合、ヘッドのクリーニングを行ってください。

以下の手順に従って、クリーニングを行ってください。

1 プリンターの電源を入れます。

2 プリンタードライバーの印刷設定画面を表示します。( プリンタードライバーの表示方法

は、57 ページ「プリンタードライバーの使い方」参照 )

3 [ プリンタユーティリティ] タブの [ マニュアルヘッドクリーニング ] をクリックします。

ノズルの目詰まりを確認し、目詰まりしている場合は自動でクリーニングが行われます。クリーニングは最大

で 5 回繰り返されます。

4 ノズルチェックを実行して、クリーニング結果を確認します。

警告
けがをするおそれがあるため、クリーニングの際に、オートカッター固定刃を直接指で触れない

でください。

注意
汚れを除去する際には、アルコール、ベンジン、シンナー、トリクレン、ケトン系溶剤は使用し

ないでください。

プラスチックおよびゴム部品を変質、破損させるおそれがあります。

マニュアルヘッドクリーニングにはインクを消費しますのでインク残量が少ない場合、インクエ

ンドになる場合があります。
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印刷中のマニュアルヘッドクリーニング

印刷中に印刷がかすれたり通常とは異なる色で印刷されたりした場合に、紙送りボタンを押すことで印刷中にマニュ

アルヘッドクリーニングをすることができます。この機能は出荷時には無効に設定されているので、プリンタードラ

イバーでパネルボタンの設定を変更する必要があります。(99 ページ「パネルボタンの設定」参照 )

ノズルチェ ック

プリントヘッドのノズルが目詰まりすると、インクはあるのに印刷がかすれたり、通常とは異なる色で印刷されたり

します。

本製品は自動ノズルチェック機能を搭載しており、通常は自動でプリントヘッドのクリーニングを行います。ただ

し、印刷動作モードの設定によっては、ノズルが目詰まりすることがあります。

ノズルチェックを行うと、パターンが印刷され、そのパターンを見てノズルが目詰まりしていないかを確認できます。

ノズルチェックの方法は以下のとおりです。

1 プリンターの電源を入れます。

2 長さ 90 mm 以上のダイカットラベル、レシート、または全面ラベルをセットします。

3 プリンタードライバーの印刷設定画面を表示します。( プリンタードライバーの表示方法

は、57 ページ「プリンタードライバーの使い方」参照 )

4 [プリンタユーティリティ]タブの[用紙位置検出設定]をクリックし、用紙に合わせて用紙

位置検出設定をします。

5 [ ノズルチェック ] をクリックします。

6 [ 印刷 ] をクリックします。

7 印刷されたノズルチェックパターンを確認します。

目詰まりしている場合は、マニュアルヘッドクリーニングを実行してください。

 印刷中に紙送 り ボ タ ン を押し て も マニュアルヘッ ド ク リ ーニングが始ま ら ない場合は、数秒後

に再度紙送 り ボ タ ン を押し て く だ さ い。

 こ の機能は、BSF フ ァ イルや PrinterSetting の設定フ ァ イルで他のプ リ ン ターに コ ピーする こ と

はでき ません。 プ リ ン ター毎に設定する必要があ り ます。

ノズルチェックを始める前に、必ず本製品に同梱されていたラベルロール紙をセットしてくださ

い。同梱のラベルロール紙以外の用紙をセットした状態では、ノズルチェックが行えません。用

紙の交換方法は、125 ページ「用紙の交換」を参照してください。
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ギャ ップ調整

縦罫線やバーコードのズレと紙送りのズレを調整します。工場出荷時には調整されていますので、通常お客様に調整

していただく必要はありません。

プリントヘッドが右から左へ移動するときの印刷位置と、左から右へ移動するときの印刷位置がズレると、 縦の罫線 

がずれたり、ぼやけたりしたような印刷結果になることがあります。 また、紙送り量が正しく調整されていないと、 

白いスジが入ったように印刷されたり、重なって印刷されたりすることがあります。そのような場合は、ギャップ調

整を行ってください。

ギャ ップ調整の操作手順

以下の手順に従って、ギャップ調整を行ってください。

1 プリンターの電源を入れます。

2 プリンタードライバーの印刷設定画面を表示します。( プリンタードライバーの表示方法

は、57 ページ「プリンタードライバーの使い方」参照 )

3 [ ドライバユーティリティ ] タブの [ ドライバの動作設定 ] をクリックします。

4 「ドライバの動作設定」画面が表示されます。[ プリンタユーティリティタブの制限されて

いる機能を有効にする ] にチェックをつけ、[OK] をクリックします。

5 [ プリンタユーティリティ ] タブの [ ギャップ調整 ] をクリックします。

以降は、画面の指示に従って操作してください。

ギャップ調整を始める前に、必ず本製品に同梱されていたラベルロール紙をセットしてください。

同梱のラベルロール紙以外の用紙をセットした状態では、ギャップ調整が行えません。用紙の交

換方法は、125 ページ「用紙の交換」を参照してください。

画像などを印刷した場合、2 ～ 3cm 間隔の白スジ（白く見える線）または黒スジ（画像の重なり）

が印刷されることがあります。ギャップ調整で軽減できますが、完全になくすことはできません。
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セルフテスト

セルフテストを行い、ドット抜けなどの印字不良が発生していないか確認できます。また、ファームウェアのバー

ジョン、印刷動作モード、用紙位置検出設定を確認できます。

セルフテストの方法は以下のとおりです。

1 長さ 90 mm 以上のダイカットラベル、レシート、または全面ラベルをセットします。

2 「プリンター電源 オン/オフ」ユーティリティーを起動し、[オフ]になっていることを確認 

します。

3 紙送りボタンを押しながら「プリンター電源 オン / オフ」ユーティリティーの [ オン ] をク 

リックします。

以下のテストパターンが印刷されます。

印刷動作モード

用紙位置検出設定
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ステータス 説明

印刷動作モー ド Aamc Boff 誤色な し

Aamr Boff 誤読な し

Ahrr Boff 高信頼性モー ド （再印刷実行選択）

Ahrv Boff 高信頼性モー ド （無効 (Void) 画像印刷）

Aect Becr エ コ ノ ミ ーモー ド （再印刷実行選択）

Aect Becv エ コ ノ ミ ーモー ド （無効 (Void) 画像印刷）

用紙位置検出設定 Cnod 位置検出し ない

Cbmd ダ イ カ ッ ト ラベルのブラ ッ ク マーク を検出する

Cbmc 連続紙のブラ ッ ク マーク を検出する

Cgap ラベル間ギャ ッ プを検出する
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オー ト カッターのお手入れ

オートカッターの固定刃にラベル紙の粘着剤が付着して、紙が切れにくくなることがあります。そのような場合に

は、以下の手順でオートカッターのクリーニングを行ってください。

1 電源を切ります。

電源を切る方法は、20 ページ「電源を切る」を参照してください。

2 電源ランプが消えてから、電源プラグをコンセントから抜きます。

3 ロール紙カバーまたはファンフォールド紙カバーを開けて、用紙を取り除きます。

4 オートカッターの固定刃に付着した粘着物を、綿棒などで取り除きます。

必要に応じて、綿棒にアルコールを含ませてください。

注意
オートカッターの固定刃に直接指で触れないでください。 

けがをするおそれがあります。

固定刃
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外装面のお手入れ

いつでも快適にお使いいただくために、以下の方法でお手入れをしてください。

1 電源を切ります。

電源を切る方法は、20 ページ「電源を切る」を参照してください。

2 電源ランプが消えてから、電源プラグをコンセントから抜きます。

3 柔らかい布を使って、ホコリや汚れを払います。

外装面の汚れがひどいときは、中性洗剤を少量入れた水に柔らかい布を浸し、よく絞ってから汚れを拭き取り

ます。最後に、乾いた柔らかい布で水気を拭き取ります。

4 電源プラグをコンセントに差し込み、電源を入れます。

 本製品の内部に水気が入ら ないよ う に、 カバーを閉めた状態で拭いて く だ さ い。 内部が濡れる

と、 電気回路がシ ョ ー ト するおそれがあ り ます。

 ベン ジ ン、 シ ンナー、 アルコ ールなど の揮発性の薬品は使用し ないで く だ さ い。 本製品の表面

や内部が変質 ・ 変形するおそれがあ り ます。

 硬いブラ シを使用し ないで く だ さ い。 本製品の表面を傷付け るおそれがあ り ます。
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リストバンド専用アタッチメントの取り付け /取り外し

リストバンド (WB-L1/WB-M1/WB-S1) を使用する場合、リストバンド専用アタッチメント (OT-WA34) を取り

付けます。

取り付け

以下の手順で取り付けてください。

1 リリースレバーを手前に引き、ロール紙カバーを開けます。

2 リストバンド専用アタッチメントを、ロール紙カバーの内側の溝に差し込んで取り付けま

す。
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3 ロール紙カバーを閉めます。

取り外し

以下の手順で取り外してください。

1 リリースレバーを手前に引き、ロール紙カバーを開けます。
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2 リストバンド専用アタッチメント(OT-WA34)を矢印の方向にスライドさせて、取り外し

ます。

3 ロール紙カバーを閉めます。
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輸送時の処置

プリンターを輸送する場合、以下の手順に従ってください。

1 電源を切ります。

2 電源ランプが消灯したことを確認します。

3 用紙を取り除きます。

4 インクカートリッジカバーとプリンター右側面をテープで固定します。

5 上下方向を維持したまま梱包します。

注意
輸送するときは、インクカートリッジを取り付けたままの状態で、移動、輸送してください。

インクカートリッジを取り外したままプリンターを放置すると、プリントヘッドが乾燥し、目詰

まりするおそれがあります。
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プリンタードライバー/プリンターの設定の管理

ここでは、プリンタードライバー / プリンターを管理するために必要な情報について説明します。

❏ プリンタードライバーの機能 (157 ページ )

❏ プリンタードライバーのバージョンアップ (158 ページ )

❏ プリンタードライバーの保存先 (158 ページ )

❏ プリンターの設定 (159 ページ )

プリ ンター ド ライバーの機能

TM-C3400 プリンタードライバーには、以下の機能があります。

❏ 印刷

❏ プリンタードライバーの設定

 印刷設定

 お気に入り設定

 ユーザー定義情報の設定

 ドライバーの動作設定

 EPSON プリンタウィンドウ !3 の設定

❏ プリンタードライバー設定の保存 / 取り込み 

印刷設定、お気に入り設定、ユーザー定義情報、プリンタードライバーの動作設定を BSF ファイル ( 拡張子 .BSF)

に書き出せます。BSF ファイルから設定を取り込んで、プリンタードライバー設定することもできます。

❏ プリンターの設定

 印刷するための設定

 メンテナンス用の設定

 別ツールの Printer Setting では、プリンター設定用ファイルの書き出しや、取り込みができます。

BSF ファイルの書き出しは、現在の設定から行ってください。標準の設定から行うと、プリンター

ドライバーの画面の内容と異なる内容が書き出されます。

現在の設定： 

プリンタードライバーのプロパティ -[ 全般 ]-[ 印刷設定 ]-[ ドライバユーティリティ ] 

-[ 設定の書き出し / 取り込み ]

標準の設定： 

プリンタードライバーのプロパティ -[ 詳細設定 ]-[ 標準の設定 ]-[ ドライバユーティリ

ティ ] 

-[ 設定の書き出し / 取り込み ]
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プリ ンター ド ライバーのバージ ョ ンアップ

プリンタードライバーをバージョンアップすると、プリンタードライバーの初期値の設定になり、既存の設定が消え

てしまいます。そのため、以下の手順で対応をしてください。

1 プリンタードライバーの既存の設定を BSF ファイルに保存します。(157 ページ )

2 プリンタードライバーをバージョンアップします。新しいプリンタードライバーをインス

トールします。

3 プリンタードライバーに BSF ファイルの設定を取り込みます。（157 ページ）

プリ ンター ド ライバー設定の保存先

プリンタードライバーの設定項目のうち、ファイル保存できる項目を記します。

最新のプリンタードライバーは、弊社ホームページよりダウンロードしてください。（113 ページ）

事前に BSF ファイルを保存した場合、プリンタードライバーのバージョンアップ後、再度 BSF

ファイルを取り込んでください。（157 ページ）

BSF

Printer Setting
/

Printer Setting
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プリ ンターの設定

プリンターの設定をするのは、以下の場合です。

 印刷用紙の種類を変更した場合 

用紙位置検出設定が必要になります。（145 ページ「用紙位置検出の設定」参照してください）

 プリンターのメンテナンスが必要な場合 

ヘッドのクリーニング、ギャップの調整など

プリンターの設定は、プリンタードライバーと Printer Setting で設定します。設定できる項目が異なります。

プ リ ンタード ラ イバーと Printer Setting の設定項目

項目 プ リ ンタード ラ イバー Printer Setting

コ ン ピ ューターに Printer Setting の イ ンス ト ール 不要 必要

プ リ ン ターの設定を参照する × ○

プ リ ン ターに設定を行 う ○ ○

印字位置の微調整、 ヘッ ド ク リ ーニングを行 う ○ ×

プ リ ン ターの設定を、 設定フ ァ イルに保存する × ○

設定フ ァ イルから設定を読み込む × ○

プ リ ン ターの設定を他の本製品に コ ピーする × ○

複数のプ リ ン ターに同じ設定を行 う × ○

無効 （Void） 画像の選択 ○ ○

無効 （Void） 画像フ ァ イルの指定 × ○

プリンタードライバー Printer Setting

* パネルボタンの設定の、印刷中のマニュアルヘッド 

クリーニング設定は Printer Setting では設定できません。
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24 時間連続稼動されるお客様へ

24 時間連続稼動は製品の寿命を縮めますのでお勧めできません。特にハードディスクについては仕様外の使用方法 

となります。やむを得ず 24 時間連続稼動をされる場合には以下の手順を参考にアイドル時にモーターの回転を止め 

てください。

ハー ド デ ィ スクのモーター停止の設定

ハードディスクのモーター停止をするには、HDD Power Down Timer の設定と Windows Update の設定を行い    

ます。以下の条件の場合、ハードディスクのモーター停止の設定を行っても、モーターは停止しません。

❏ ハードディスクが待機（アイドル）状態にならない運用を、アプリケーションが行っている場合。

❏ HDD Power Down Timerを1時間以上に設定すると、Windowsがタイマーの同期を取るためにハードディスク   

へのアクセスを定期的に行うため、ハードディスクのモーターは停止しません。

HDD Power Down Timer の設定
このタイマーを設定すると、ハードディスクへのアクセス状態を監視して、設定した時間アクセスがない場合はハー

ドディスクのモーターを停止します。

セットアップ（29 ページ）/ リカバリー直後は [ なし ] に設定されていて、モーターが停止しない設定になってい

なっているので、以下の設定を行ってください。

1 [ スタート ] - [ コントロールパネル ] を選択します。

2 " 電源オプション " を起動し、[ 電源設定 ] タブを選択します。

3 [ ハードディスクの電源を切る ] を設定します。[OK] ボタンをクリックします。

モーターを止めても 24 時間連続稼動を保証するものではありません。

設定した間隔内にハードディスクへのアクセスがある場合はモーターが停止しません。
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第 7 章 　 メ ンテナンス

7

Windows Update の設定
Windows Update（自動更新）が設定されていると、HDD に定期的にアクセスが発生してアイドル状態にならな  

いため、この機能を無効に変更します。

セットアップ（29 ページ）/ リカバリー直後は自動更新は設定されていません。ログオンユーザーを追加した場合、

Administrator 権限で設定した状態を継承します。そのため、Windows Update（自動更新）にしている場合のみ、  

以下の手順で無効にしてください。

1 [ スタート ] - [ コントロールパネル ] を選択します。

2 " 自動更新 " を起動します。

3 [ 自動更新を無効にする ] を選択します。[OK] ボタンをクリックします。
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制限事項

用紙

 全面ラベルを使用する場合、印刷が終了するたびに出力された用紙を取り除いてください。用紙が取り除かれな

い場合、出力された用紙の一部が切り取られたり、エラーが発生したりします。

 全面ラベル紙をカットすると、カッター刃に粘着物が付着して切れ味が鈍くなる場合があります。その場合、カッ

ター刃をクリーニングしてください。詳細は、151 ページ「オートカッターのお手入れ」を参照してください。

印刷

 印刷した後にプリンターの電源を切 / 入すると、次の印刷までに時間がかかることがあります。

 インクカートリッジは 3 色のインクで構成されています。特定の色を指定して印刷を行った場合でも、印刷動作や

プリントヘッドを良好な状態に保つためにすべてのインクを使用します。1 色でもインク残量値が限界に達する

とプリンターは印字を停止します。

 インク充てん後に本体を傾けて衝撃を与えると、印刷色がおかしくなることがあります。インク充てん後に本体

を移動した場合、テスト印刷等で印刷色を確認してください。 

印刷色が正常でない場合、ヘッドクリーニングを実行してください。ヘッドクリーニング方法は、146 ページ

「マニュアルヘッドクリーニング」を参照してください。

 画像等の印刷をした場合、印刷結果に約 1 インチ間隔の白スジ（白く見える線）または黒スジ（画像の重なり）が

発生する場合があります。[ プリンタユーティリティ] タブの [ ギャップ調整 ]-[ 紙送り調整 ] で軽減できますが、

完全に目立たなくすることはできません。

 画像等の印刷をした場合、印刷結果に約 1 インチ間隔で色調の変化が現れることがあります。
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　 付録

付録

トラブルと対処法

電源入 / 切の ト ラブル

画面操作のトラブル

 エラーが発生すると、画面にメッセージが表示されます。メッセージに従って対処してくださ

い。

 処置した後もエラーが続くときは、エプソンインフォメーションセンターへお問い合わせくだ

さい。エプソンインフォメーションセンターの問い合わせ先は、本書の裏表紙に記載していま

す。お問い合わせの際は、本製品の名称、製造番号をご確認の上、ご連絡ください。

症状 / トラブル状態 確認 / 対処方法

電源が入らない

（電源ランプが点灯しな

い）

電源ボタンを少し長めに押してください。

電源プラグがコンセントから抜けていませんか？

差し込みが浅かったり、斜めに差し込まれたりしていないかを確認してくださ

い。

テーブルタップなどを使用していませんか？

電源プラグは直接壁のコンセントに差し込んでください。

コンセントに電源はきていますか？

他の電化製品の電源プラグを差し込んで、電源が入るかを確認してください。

電源が切れない 電源ボタンでは電源を切れないように設定されていませんか？

Windows のシャットダウンを行ってください。

それでも電源を切れない場合は、電源プラグをコンセントから抜いてください。

その後、もう一度電源を入れて、必ず電源ボタン ( または Windows のシャット

ダウン ) で電源を切ってください。そのまま放置すると、プリントヘッドが乾燥

して目詰まりする可能性があります。

症状 / ト ラブル状態 確認 / 対処方法

タッチパネルを触っても

反応がない

以下のように処置してください。

画面にタッチしても本製品が反応しない場合は、以下の処置を行ってください。

1. 1 分待ってからタッチパネルに触れます。

2. それでも反応しない場合、電源プラグをコンセントから抜き、10 秒待ちます。

3. 電源プラグをコンセントに差し、電源を入れます。
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きれいに印刷されない

用紙がきれいにカットされない

症状 / ト ラブル状態 確認 / 対処方法

 かすれる

 スジや線が入る

 ぼやける

 文章や線がガタガタに

なる

 色合いがおかしい

 印刷されない色がある

 印刷にムラがある

 モザイクがかかったよ

うに印刷される

 印刷の目が粗い（ギザ

ギザしている）

 白いスジが入ったよう

に印刷される

 重なって印刷される

プリントヘッドのノズルが目詰まりしていませんか？

ノズルチェックでプリントヘッドの状態を確認し、目詰まりしていたらヘッド

クリーニングを行ってください。

詳細は、以下を参照してください。

 147 ページ 「 ノ ズルチェ ッ ク」

 146 ページ 「マニュアルヘッ ド ク リ ーニング」

インクカートリッジは、推奨品（エプソン純正品）をお使いです

か？

本製品は、純正インクカートリッジの使用を前提に色調整されています。純正

品以外を使うと印刷品質が低下する場合があります。インクカートリッジは純

正品のご使用をお勧めします。

古くなったインクカートリッジを使用していませんか？

古くなったインクカートリッジを使用すると、印刷品質が低下します。インク

カートリッジの使用期限は、インクカートリッジの個装箱に記載されています。

プリントヘッドのギャップにズレがありませんか？

本製品は、高速で印刷するために、プリントヘッドが左右どちらに移動すると

きもインクを吐出しますが、まれに右から左へ移動するときの印刷位置と左か

ら右へ移動するときの印刷位置がずれて、縦の罫線がずれたり、ぼやけたよう

な印刷結果になったりする場合があります。ギャップ調整機能を使って、ギャッ

プのズレを確認・調整してください。

詳細は、148 ページ「ギャップ調整」を参照してください。

紙送り量は正しく調整されていますか？

紙送り量が多く設定されているために白いスジが入ったように印刷されたり、

紙送り量が少ないために重なって印刷されたりする場合があります。ギャップ

調整機能を使って、紙送り量を確認・調整してください。

詳細は、148 ページ「ギャップ調整」を参照してください。

症状 / ト ラブル状態 確認 / 対処方法

用紙がきれいにカットさ

れない

オートカッターが汚れていませんか？

オートカッターの固定刃が汚れていたら、クリーニングを行ってください。

詳細は、151 ページ「オートカッターのお手入れ」を参照してください。
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　 付録

バーコー ドが読めない

症状 / ト ラブル状態 確認 / 対処方法

バーコードが読み取れな

い

バーコードリーダーは正しく接続されていますか？

バーコードリーダーが本製品背面の USB コネクターに正しく接続されているか

確認してください。

詳細は、31 ページ「ケーブルの接続」を参照してください。

バーコードリーダーは指定のものを使用していますか？
バーコー ド リ ーダーは、 必ず下記の も のを ご使用 く だ さ い。

 CINO F460

印刷データにバーコードのグラフィックデータが含まれている場

合、バーコードは縮小されていませんか？
バー コ ー ド が縮小されてい る と、 線がかすれた り 空白が潰れた り し て正し く 読

み取れない こ と があ り ます。

バーコードが読み取りにくいですか？
バーコー ド をシアン単色で印刷し て く だ さ い。

詳細は、72 ページ「バーコードをシアン単色で印刷する方法」を参照してくだ

さい。
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製品仕様

基本仕様

*: 下記オプション品および動作確認品のみ使用可

エプソン DM-S162-062

CINO F460

項目 内容

CPU Intel® AtomE640 1.0GHz

メインメモリー 1GB

チップセット Intel® EG20T

BIOS TMI-A 1.01

OS Microsoft® Windows Embedded POS Ready 2009

表示機能 LCD 12.1 型　TFT 液晶

256K 色（約 26 万色）

タッチパネル 抵抗膜方式

補助記憶装置 HDD SATA 250GB HDD 内蔵

インターフェイス LAN 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-TX

USB* 前面：USB2.0（High/Full/Low speed） Type A×2

背面：USB2.0（High/Full/Low speed） Type A×3

サウンド 外部ライン出力

インクカートリッジ ( 型番：SJIC15P) 3 色 CMY 一体型専用インクカートリッジ

電源 AC100 ～ 240V/50 ～ 60Hz

消費電力 動作時 平均約 51.6W、最大 62.3W

待機時 平均 26.7W

電源が切れて 

いる時

平均 1.5W

温度 / 湿度 

(詳細は169ページ「環

境仕様」を参照 )

動作時 0 ～ 40 ℃、20 ～ 80%RH ( 非結露 )

保存時

(インク充てん状態)

-20 ～ 40 ℃、20 ～ 80%RH ( 非結露 )

 -20 ℃の場合 ： 120 時間以内

 0 ～ 30 ℃の場合 ： 6ヵ月以内

 40 ℃の場合 ： 1ヵ月以内

外形寸法 ( タッチパネル水平時 ) 300 mm( 幅 ) x 312 mm( 奥行き ) x 345 mm( 高さ )

質量 

( インクカートリッジ、用紙、電源コードは除

く )

約 15.4 kg
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　 付録

印刷仕様

dpi：25.4mm あたりのドット数（dots per inch）

*：印字品質：速い、用紙種類：普通紙の場合

項目 内容

印刷方式 シリアルインクジェットドットマトリクス方式

3 色仕様カラー印刷

印刷方向 双方向印刷

紙送り方式 フリクションフィードによる正逆方向送り

用紙幅 ロール紙 連続紙 30 ～ 108 mm

全面ラベル紙（台紙） 30 ～ 112 mm

ダイカットラベル紙 

（台紙）

30 ～ 112 mm

ファンフォールド紙 連続紙 50 ～ 108 mm

ダイカットラベル紙 

（台紙）

50 ～ 112 mm

印刷可能領域幅 最大 104 mm、最大 1474 ポジション（360 dpi）

印刷速度 *

（入力解像度：180×180 dpi、 

画像解像度：360×180 dpi）

ラベル幅 50 mm：99 mm/s

ラベル幅 72 mm：85 mm/s

ラベル幅 80 mm：80 mm/s

ラベル幅 100 mm：71 mm/s

バーコード

バーコード識別率 : ANSI ランク D 

( 弊社基準による )

UPC-A、UPC-E、JAN 8 (EAN 8)、JAN 13 (EAN 13)、Code 39、       

ITF、Codabar、Code 93、Code 128、GS1-128、 

GS1 DataBar Omnidirectional、GS1 DataBar Truncated、 

GS1 DataBar Limited、GS1 DataBar Expanded

2 次元コード PDF417、QR コード、Maxi Code、GS1 DataBar Stacked、 

GS1 DataBar Stacked Omnidirectional、 

GS1 DataBar Expanded Stacked、DataMatrix、Aztec Code
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信頼性

MTBF 製品全体 47500 時間

各構成基板 17 万時間

プリンター 75000 時間

MCBF( プリンター ) 980 万パス

プリンター 

寿命

印刷ヘッド 60 億ショット / ノズル

紙送り機構 150 万ページまたは以下の紙送り長さに達するまでのページ数

 普通紙 ： 150 km

 フ ァ イ ン紙 ： 75 km

 PET フ ィ ルム ： 50 km

 普通紙全面ラベル ： 100 km

 フ ァ イ ン紙全面ラベル ： 50 km

 合成紙全面ラベル ： 10 km

 普通紙ダ イ カ ッ ト ラベル ： 150 km

 フ ァ イ ン紙ダ イ カ ッ ト ラベル ： 150 km

 合成紙ダ イ カ ッ ト ラベル ： 50 km

 リ ス ト バン ド (WB-S1/WB-M1/WB-L1) ： 30 km

オートカッター機構  普通紙 ： 150 万カ ッ ト

 フ ァ イ ン紙 ： 75 万カ ッ ト

 PET フ ィ ルム ： 50 万カ ッ ト

 普通紙全面ラベル：75万カ ッ ト (カ ッ ター固定刃ク リ ーニングで+25

万カ ッ ト )

 フ ァ イ ン紙全面ラベル ： 50 万カ ッ ト

 合成紙全面ラベル ： 10 万カ ッ ト

 普通紙ダ イ カ ッ ト ラベル台紙 ： 150 万カ ッ ト

 フ ァ イ ン紙ダ イ カ ッ ト ラベル台紙 ： 150 万カ ッ ト

 合成紙ダ イ カ ッ ト ラベル台紙 ： 50 万カ ッ ト

 リ ス ト バン ド (WB-S1/WB-M1/WB-L1) ： 20 万カ ッ ト

キャリッジ機構 600 万パス ( キャリッジ 300 万往復 ) 

2000 万パスでメンテナンスを要求（プリンター停止）

ファン 

(回転数30%低

下までの時間 )

システムファン

50000 時間 ( ファン周囲温度 25C)システム電源ファン

プリンター電源ファン

HDD 5 年、または累計 2 万時間の通電 

(24 時間連続使用の場合は保証対象外 )

LCD バックライト 

( 輝度が半減するまでの時間 )

30000 時間以上 (25±2C)

タッチパネル 打点耐久性 : 1000 万回以上 

( ポリアセタールペン ( 先端 R0.8) を使用し、筆圧荷重 2.45 N{250 gf}  

にて、同一箇所を打点する。)
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環境仕様

項目 仕様

温度／湿度 動作時 0 ～ 40C、20 ～ 80%RH 非結露

保管時 出荷梱包状態 ( インク非充てん )：-20 ～ 60C、5 ～ 85%RH 非結露

-20C または 60C の場合 120 時間以内

インク充てん状態：-20 ～ 40C、20 ～ 80%RH 非結露

-20C の場合 120 時間以内

0 ～ 30C の場合 6ヵ月以内

40C の場合 1ヵ月以内

気圧 ( 標高 ) 使用時 850 ～ 1060 hPa ( 標高 0 ～ 1500 m 相当 )

非使用時 

( 輸送を含む )

850 ～ 1060 hPa ( 標高 0 ～ 1500 m 相当 )

騒音 動作時

( オートカット動

作を含む )

約 54 dB (ANSI Bystander position)

弊社評価条件によります。

20

30 40

60
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0

40

湿
度
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)
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用紙仕様

本製品で使用可能な用紙は以下のとおりです。

指定紙以外の用紙を使用する場合、 紙送 り 精度／バーコ ー ド 認識率／印刷品質の低下、 紙ジ ャム

が発生する こ と があ り ます。

用紙タ イプ 用紙種類 給紙方法 ( 形状 ) 幅

レシート

( 連続紙 )

普通紙

ファイン紙

PET フィルム

ロール紙 30 ～ 108 mm

( 用紙幅 )

ブラックマークレシート

( ブラックマーク付き連続紙 )

普通紙

ファイン紙

PET フィルム

ロール紙 30 ～ 108 mm

( 用紙幅 )

ブラックマークレシート

( ブラックマーク付き連続紙 )

普通紙

ファイン紙

PET フィルム

ファンフォールド紙 50 ～ 108 mm

( 用紙幅 )

全面ラベル

普通紙ラベル

ファイン紙ラベル

合成紙ラベル

ロール紙 25.4 ～ 108 mm

( ラベル幅 )

ダイカットラベル

普通紙ラベル

ファイン紙ラベル

合成紙ラベル

ロール紙 25.4 ～ 108 mm

( ラベル幅 )

ブラックマークダイカットラベル

( ブラックマーク付きダイカット

ラベル )

普通紙ラベル

ファイン紙ラベル

ロール紙 25.4 ～ 108 mm

( ラベル幅 )

ブラックマークダイカットラベル

( ブラックマーク付きダイカット

ラベル )

普通紙ラベル

ファイン紙ラベル

ファンフォールド紙 46 ～ 108 mm

( ラベル幅 )

ブラックマークレシート

( ブラックマーク付き連続紙 )

リストバンド ロール紙 30 mm

( 用紙幅 )
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レシー ト
連続紙です。

用紙種類 普通紙、ファイン紙、PET フィルム

形状 ロール紙

紙幅 30 ～ 108 mm

紙厚 0.085 ～ 0.151 mm

巻芯 外径：44.1 mm 以上

外径 最大 101.6 mm

巻き方向 印字面が外側

穴、 切 り 欠きのある用紙は使用でき ません。
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ブラックマークレシー ト

用紙種類 普通紙、ファイン紙、PET フィルム

形状 ロール紙

紙幅 30 ～ 108 mm

ブラックマーク幅 13 mm 以上

ブラックマーク長さ 5 mm 以上

ブラックマーク中心位置 8.5  1 mm

ブラックマーク間隔 15 ～ 1117.6 mm

紙厚 0.085 ～ 0.151 mm

巻芯 外径：44.1 mm 以上

外径 最大 101.6 mm

巻き方向 印字面が外側

穴、 切 り 欠きのある用紙は使用でき ません。

マーク幅

マーク中心位置

マ
ー
ク
長
さ

マ
ー
ク
間
隔

紙幅中心

ミシン目位置

0.5 mm 以上 

ファンフォールド紙

< 印字裏面 > < 印字表面 >

紙幅中心
紙送り方向
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用紙種類 普通紙、ファイン紙、PET フィルム

形状 ファンフォールド紙

紙幅 50 ～ 108 mm

ブラックマーク幅 13 mm 以上

ブラックマーク長さ 5 mm 以上

ブラックマーク中心位置 8.5  1 mm

ブラックマーク間隔 15 ～ 304.8 mm

紙厚 0.119 ～ 0.151 mm

ミシン目間隔 203.2 ～ 304.8 mm

ミシン目形状 普通紙 : 1 mm アンカット、5 mm カット

ファイン紙 : 1 mm アンカット、5 mm カット

PET フィルム : 0.6 mm アンカット、8.4 mm カット

折り数 500 折り以下

 穴、切り欠きのある用紙は使用できません。

 ファンフォールド紙は、ブラックマークがミシン目から0.5 mm以上離れているものを使用して 

ください。

 用紙を逆方向から挿入しても使用できるようにするには、どちらの方向から挿入しても、ブ

ラックマークがミシン目に対して同じ位置にくるように（ブラックマークセンサーで検出でき

る位置に）してください。
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全面ラベル

用紙種類 普通紙ラベル、ファイン紙ラベル、合成紙ラベル

形状 ロール紙

台紙幅 30 ～ 112 mm

ラベル幅 25.4 ～ 108 mm

左右カス取り部 2  0.5 mm

紙厚 0.128 ～ 0.195 mm

巻芯 外径：44.1 mm 以上

外径 最大 101.6 mm

巻き方向 印字面が外側

穴、 切 り 欠きのある用紙は使用でき ません。

台紙幅

ラベル幅
カス取り部カス取り部



175

　 付録

ダイカッ ト ラベル

用紙種類 普通紙ラベル

形状 ロール紙

台紙幅 30 ～ 112 mm

ラベル幅 25.4 ～ 108 mm

ラベル長さ 15 ～ 1117.6 mm

( ラベル長さが 25.4 mm 未満の場合、「左右端のみカス取りされている用 

紙」 を使用してください。)

ラベル間ギャップ 3 ～ 6 mm

左右カス取り部 2  0.5 mm

カス幅 1.5 mm 以上

ラベル角 R 2 mm 以下

紙厚 0.128

巻芯 外径：44.1 mm 以上

外径 最大 101.6 mm

巻き方向 印字面が外側

穴、 切 り 欠きのある用紙は使用でき ません。

ラベル幅

台紙幅

ラ
ベ
ル
間
ギ
ャ
ッ
プ

角 R

ラ
ベ
ル
長
さ

角 R

カス取り部

ラベル幅

カス取り部 ( 端面 )

カス部 カス部

ラ
ベ
ル
間
ギ
ャ
ッ
プ

ラ
ベ
ル
長
さ

台紙幅

ラベル部分

カス取りされている用紙 左右端のみカス取りされている用紙

カス取り部 ( 端面 )カス取り部
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用紙種類 ファイン紙ラベル

形状 ロール紙

台紙幅 30 ～ 112 mm

ラベル幅 25.4 ～ 108 mm

ラベル長さ 15 ～ 1117.6 mm

( ラベル長さが 25.4 mm 未満の場合、「左右端のみカス取りされている用 

紙」を使用してください。)

ラベル間ギャップ 3 ～ 6 mm

左右カス取り部 2  0.5 mm

カス幅 1.5 mm 以上

ラベル角 R 2 mm 以下

紙厚 0.145 mm

巻芯 外径：56.8 mm 以上

外径 最大 101.6 mm

巻き方向 印字面が外側

穴、 切 り 欠きのある用紙は使用でき ません。
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　 付録

用紙種類 合成紙ラベル

形状 ロール紙

台紙幅 30 ～ 112 mm

ラベル幅 25.4 ～ 108 mm

ラベル長さ 15 ～ 1117.6mm

 巻芯が44.1～56.8 mm未満:ラベル長さ が50.8 mm未満の場合、「左右端の  

みカス取 り されている用紙」 を使用し て く だ さ い。

 巻芯が56.8 mm以上:ラベル長さ が32 mm未満の場合、「左右端のみカス取  

り されている用紙」 を使用し て く だ さ い。

ラベル間ギャップ 3 ～ 6 mm

左右カス取り部 2  0.5 mm

カス幅 1.5 mm 以上

ラベル角 R 2 mm 以下

紙厚 0.195 mm

巻芯 外径：44.1 mm または 56.8 mm 以上

外径 最大 101.6 mm

巻き方向 印字面が外側

穴、 切 り 欠きのある用紙は使用でき ません。
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ブラックマークダイカッ ト ラベル

マーク幅

マーク中心位置

マ
ー
ク
長
さ

マ
ー
ク
間
隔

紙幅中心

ミシン目位置

2 mm 以上 

ファンフォールド紙

< 印字裏面 > < 印字表面 >

紙幅中心
紙送り方向

ラベル幅

台紙幅

カス取り部 ( 端面 )

ラ
ベ
ル
長
さ

ラ
ベ
ル
間
ギ
ャ
ッ
プ

角 R

カス取りされている用紙 左右端のみカス取りされている用紙

ラベル幅

ラベル部分

カス取り部 ( 端面 )

台紙幅

ラ
ベ
ル
長
さ

ラ
ベ
ル
間
ギ
ャ
ッ
プ

角 R

カス取り部カス取り部

カス部 カス部
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　 付録

用紙種類 普通紙ラベル

形状 ロール紙

台紙幅 30 ～ 112 mm

ラベル幅 25.4 ～ 108 mm

ラベル長さ 15 ～ 1117.6 mm

( ラベル長さが 25.4 mm 未満の場合、「左右端のみカス取りされている用 

紙」を使用してください。)

ラベル間ギャップ 3 ～ 6 mm

左右カス取り部 2  0.5 mm

カス幅 1.5 mm 以上

ラベル角 R 2 mm 以下

ブラックマーク幅 13 mm 以上

ブラックマーク長さ 5 mm 以上

ブラックマーク中心位置 8.5  1 mm

ブラックマーク間隔 15 ～ 1117.6 mm

紙厚 0.128 mm

巻芯 外径：44.1 mm 以上

外径 最大 101.6 mm

巻き方向 印字面が外側

 穴、切り欠きのある用紙は使用できません。

 ダイカットラベルへのブラックマーク位置はラベル先端とブラックマーク先端を合わせてく

ださい。
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用紙種類 ファイン紙ラベル

形状 ロール紙

台紙幅 30 ～ 112 mm

ラベル幅 25.4 ～ 108 mm

ラベル長さ 15 ～ 1117.6mm

( ラベル長さが 25.4 mm 未満の場合、「左右端のみカス取りされている用 

紙」を使用してください。)

ラベル間ギャップ 3 ～ 6 mm

左右カス取り部 2  0.5 mm

カス幅 1.5 mm 以上

ラベル角 R 2 mm 以下

ブラックマーク幅 13 mm 以上

ブラックマーク長さ 5 mm 以上

ブラックマーク中心位置 8.5  1 mm

ブラックマーク間隔 15 ～ 1117.6 mm

紙厚 0.145 mm

巻芯 外径：56.8 mm 以上

外径 最大 101.6 mm

巻き方向 印字面が外側

 穴、切り欠きのある用紙は使用できません。

 ダイカットラベルへのブラックマーク位置はラベル先端とブラックマーク先端を合わせてく

ださい。
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　 付録

用紙種類 合成紙ラベル

形状 ロール紙

台紙幅 30 ～ 112 mm

ラベル幅 25.4 ～ 108 mm

ラベル長さ 15 ～ 1117.6mm

 巻芯が44.1～56.8 mm未満:ラベル長さ が50.8 mm未満の場合、「左右端の  

みカス取 り されている用紙」 を使用し て く だ さ い。

 巻芯が56.8 mm以上:ラベル長さ が32 mm未満の場合、「左右端のみカス取  

り されている用紙」 を使用し て く だ さ い。

ラベル間ギャップ 3 ～ 6 mm

左右カス取り部 2  0.5 mm

カス幅 1.5 mm 以上

ラベル角 R 2 mm 以下

ブラックマーク幅 13 mm 以上

ブラックマーク長さ 5 mm 以上

ブラックマーク中心位置 8.5  1 mm

ブラックマーク間隔 15 ～ 1117.6 mm

紙厚 0.195 mm

巻芯 外径：44.1 mm、または 56.8 mm 以上

外径 最大 101.6 mm

巻き方向 印字面が外側

 穴、切り欠きのある用紙は使用できません。

 ダイカットラベルへのブラックマーク位置はラベル先端とブラックマーク先端を合わせてく

ださい。
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用紙種類 普通紙ラベル、ファイン紙ラベル

形状 ファンフォールド紙

台紙幅 50 ～ 112 mm

ラベル幅 46 ～ 108 mm

ラベル長さ 15 ～ 301.8 mm

ラベル間ギャップ 3 ～ 6 mm

左右カス取り部 2  0.5 mm

ラベル角 R 2 mm 以下

ブラックマーク幅 13 mm 以上

ブラックマーク長さ 5 mm 以上

ブラックマーク中心位置 8.5  1 mm

ブラックマーク間隔 15 ～ 304.8 mm

紙厚 0.145 ～ 0.161 mm

ミシン目間隔 203.2 ～ 304.8 mm

ミシン目形状 普通紙ラベル : 1 mm アンカット、5 mm カット

ファイン紙ラベル : 1 mm アンカット、5 mm カット

折り数 500 折り以下

 穴、切り欠きのある用紙は使用できません。

 ダイカットラベルへのブラックマーク位置はラベル先端とブラックマーク先端を合わせてく

ださい。

 ファンフォールド紙は、ブラックマークがミシン目から 2 mm 以上離れているものを使用して 

ください。

 用紙を逆方向から挿入しても使用できるようにするには、どちらの方向から挿入しても、ブ

ラックマークがミシン目に対して同じ位置にくるように（ブラックマークセンサーで検出でき

る位置に）してください
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リ ス ト バン ド

用紙種類 リストバンド

指定専用紙 WB-S1、WB-M1、WB-L1

形状 ロール紙

紙幅 36 mm

ブラックマーク幅 13 mm 以上

ブラックマーク長さ 5 mm 以上

ブラックマーク中心位置 8.5  1 mm

ブラックマーク間隔

WB-S1 184.1 mm

WB-M1 292.1 mm

WB-L1 292.1 mm

紙厚 0.2 mm

巻芯 外径：56.8 mm 以上

外径 最大 101.6 mm

巻き方向 印字面が外側

穴、切り欠き 穴径：2.5 mm 以下

マーク幅

マーク中心位置

マ
ー
ク
長
さ

マ
ー
ク
間
隔

紙幅中心

< 印字裏面 > < 印字表面 >

紙送り方向

紙幅中心

用紙
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印刷位置とカッ ト位置

レシー ト・ロール紙
上余白： 2.0 mm ( 中心値 )

左右余白：2.0 mm ( 中心値 )

下端余白：2.0 mm ( 中心値 )

ロ ール紙オプシ ョ ンが長尺モー ド の場合、印刷ジ ョ ブの最初のページに上余白が設け られますが、

ページ間には余白は存在し ません。 印刷ジ ョ ブの最終ページに下余白が設け られます。

 
用紙幅

2.
0 

m
m
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 m

m
以
上
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.0
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以
上

(
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ト
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ト
時
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2.
0 

m
m

2.0 mm2.0 mm

オートカット位置

オートカット位置

紙送り方向

印刷領域印刷領域幅

紙幅中心

用紙
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全面ラベル・ロール紙
上余白 ( ラベル内 )： 2.0 mm ( 中心値 )

左右余白 ( ラベル内 )： 2.0 mm ( 中心値 )

下端余白 ( ラベル内 )： 2.0 mm ( 中心値 )

ロ ール紙オプシ ョ ンが長尺モー ド の場合、印刷ジ ョ ブの最初のページに上余白が設け られますが、

ページ間には余白は存在し ません。 印刷ジ ョ ブの最終ページに下余白が設け られます。

 
用紙幅
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(
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ト
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オートカット位置

オートカット位置

紙送り方向

印刷領域印刷領域幅

2.0 mm2.0 mm

2.0 mm

ラベル領域

紙幅中心

台紙
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ダイカッ ト ラベル・ロール紙
上余白 ( ラベル内 )： 2.0 mm ( 中心値 )

左右余白 ( ラベル内 )： 2.0 mm ( 中心値 )

下端余白 ( ラベル内 )： 2.0 mm ( 中心値 )

 用紙幅
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上
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オートカット位置

紙送り方向

印刷領域印刷領域幅

2.0 mm2.0 mm 
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ラベル領域
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紙幅中心

台紙
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　 付録

ブラックマークレシー ト・ロール紙
上余白： 2.0 mm ( 中心値 )

左右余白：2.0 mm ( 中心値 )

下端余白：2.0 mm ( 中心値 )

 用紙幅
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紙送り方向

印刷領域印刷領域幅

紙幅中心

用紙
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ブラックマークレシー ト・フ ァンフ ォ ールド紙
上余白： 2.0 mm ( 中心値 )

左右余白：2.0 mm ( 中心値 )

下端余白：2.0 mm ( 中心値 )

用紙幅
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用紙
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　 付録

ブラックマークダイカッ ト ラベル・ロール紙
上余白 ( ラベル内 )： 2.0 mm ( 中心値 )

左右余白 ( ラベル内 )： 2.0 mm ( 中心値 )

下端余白 ( ラベル内 )： 2.0 mm ( 中心値 )

 用紙幅
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台紙
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カス取部 2.0 mm
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ブラックマークダイカッ ト ラベル・フ ァンフ ォ ールド紙
上余白 ( ラベル内 )： 2.0 mm ( 中心値 )

左右余白 ( ラベル内 )： 2.0 mm ( 中心値 )

下端余白 ( ラベル内 )： 2.0 mm ( 中心値 )

 ミシン目間隔は、発行間隔の整数倍になるようにしてください。

 ミシン目と印字領域の重なりによる印字の乱れ、またはミシン目とオートカッター位置の重な

りによるカッター寿命の低下を防ぐため、裏面にブラックマークのある用紙を使用し、用紙の

位置合わせを行ってください。

 用紙幅
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リ ス ト バン ド・ロール紙 (WB-S1)
上余白： 2.0 mm ( 中心値 )

左右余白：2.0 mm ( 中心値 )

下端余白：2.0 mm ( 中心値 )

スナ ッ プ取 り 付け用の穴の上と、 穴の近傍 2 mm は印刷し ないで く だ さ い。
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リ ス ト バン ド・ロール紙 (WB-M1)
上余白： 2.0 mm ( 中心値 )

左右余白：2.0 mm ( 中心値 )

下端余白：2.0 mm ( 中心値 )

スナッ プ取 り 付け用の穴の上と、 穴の近傍 2 mm は印刷し ないで く だ さ い。
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　 付録

リ ス ト バン ド・ロール紙 (WB-L1)
上余白： 2.0 mm ( 中心値 )

左右余白：2.0 mm ( 中心値 )

下端余白：2.0 mm ( 中心値 )

スナ ッ プ取 り 付け用の穴の上と、 穴の近傍 2 mm は印刷し ないで く だ さ い。
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排紙ト レイ

ブラックマーク

レシート

用紙種類 普通紙、ファイン紙、PET フィルム

用紙形状 ファンフォールド紙

用紙サイズ 幅 76 ～ 105 mm× 長さ 54 ～ 148 mm

紙厚 0.119 ～ 0.151 mm

ブラックマーク

ダイカットラベル

用紙種類 普通紙、ファイン紙

用紙形状 ファンフォールド紙

用紙サイズ 幅 76 ～ 105 mm× 長さ 54 ～ 148 mm

紙厚 0.145 ～ 0.161 mm

 ロール紙の場合、複数枚保持できません。

 用紙や印刷の状態により，完全には用紙を保持できない場合があります。
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インクカー ト リ ッジ

型番 SJIC15P

形態 3 色インク一体型専用インクカートリッジ

インク色 シアン、マゼンタ、イエロー

インク種 顔料インク

有効期限 プリンター装着後 6ヵ月、使用期間を含め製造日から 2 年

保存温度 個体輸送時 -20 ～ 60 ℃ (60 ℃の場合、5 日以内 )

個装保存時 -20 ～ 40 ℃ (40 ℃の場合、1ヵ月以内 )

本体装着時 -20 ～ 40 ℃ (40 ℃の場合、1ヵ月以内 )
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消耗品

本製品で使用可能な消耗品の紹介をします。以下の記載内容は 2011 年 12 月現在のものです。

用紙

本製品で使用可能な用紙はエプソンのホームページでご案内しています。

＜ http://www.epson.jp/ ＞

インクカー ト リ ッジ

本製品で使用可能なインクカートリッジは、SJIC15P（3 色 CMY 一体型インクカートリッジ）です。製品の販売

代理店でお買い求めください。

インクカー ト リ ッジは純正品をお勧めします

プリンター性能をフルに発揮するために、エプソン純正品のインクカートリッジのご使用をお勧めします。純正品以

外のものをご使用になりますと、プリンター本体や印刷品質に悪影響が出るなど、プリンター本体の性能を発揮でき

ない場合があります。非純正品の使用に起因して生じた本体の損傷、故障については、保証期間内であっても有償修

理となります。エプソンは純正品以外の品質や信頼性について保証できません。



本製品を日本国外へ持ち出す場合の注意

本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様のため、本製品の修理・保守サービスおよび技術サポー

トなどの対応は、日本国外ではお受けできませんのでご了承ください。

また、日本国外ではその国の法律または規制により、本製品を使用できないことがあります。このよう

な国では、本製品を運用した結果罰せられることがありますが、弊社といたしましては一切責任を負い

かねますのでご了承ください。

著作権

写真・書籍・地図・図面・絵画・版画・音楽・映画・プログラムなどの著作権物は、個人（家庭内その

他これに準ずる限られた範囲内）で使用するために複製する以外は著作権者の承認が必要です。

電波障害自主規制　-注意 -

この装置は、クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすこ 

とがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。VCCI-A

電源高調波

この装置は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 に適合しています。

ご注意

（1）本書の内容の一部または全部を無断転載することを固くお断りします。

（2）本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。

（3）本書の内容については、万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなど、

お気づきの点がありましたらご連絡ください。

（4）運用した結果の影響については、（3）項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。

（5）本製品がお客様により不適当に使用されたり、本書の内容に従わずに取り扱われたり、またはエプ

ソンおよびエプソン指定の者以外の第三者により修正・変更されたこと等に起因して生じた障害等に

つきましては、責任を負いかねますのでご了承ください。

（6）エプソン純正品および、エプソン品質認定品以外のオプションまたは消耗品を装着し、それが原因

でトラブルが発生した場合には、保証期間内であっても責任を負いかねますのでご了承ください。こ

の場合、修理などは有償で行います。
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